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ははじじめめにに

21世紀を迎え、多くの変革の時代を迎えている今日、飛鳥・藤原地域も大きな変革の渦

の中にある。文化財の調査研究や文化財行政も例外ではなく、多くの課題を抱え、変化を

要求されてきた。飛鳥・藤原地域の地下には、飛鳥文化が花開いた歴史が刻まれており、

地上には歴史的風土と呼ばれる景観が広がっている。これらは古都保存法及び明日香村特

別措置法・景観法・風致条例等によって守られてきたが、飛鳥文化の解明と共に、これら

の文化遺産を次の世代へと正しく伝えることも、我々に課せられた大きな責務である。

この飛鳥・藤原地域の考古学的な解明は、昭和８年の石舞台古墳の調査にはじまり、昭

和31年以降は飛鳥寺跡・川原寺跡・飛鳥宮跡をはじめ、継続的で本格的な発掘調査が進め

られてきた。その成果は新たな事実を次々と提示し、日本国誕生の歴史を証明してきた。

筆者は以前に飛鳥・藤原地域の発掘調査の歴史を振り返る簡単な図録を作成したことがあ

る。その中で、近年の発掘調査成果については目を見張るものがあることを改めて痛感し

た。研究史を整理することは、現在の研究の到達点を確認することであり、次の研究への

課題を明確にし、確かなステップとするものであると同時に、現在、世界遺産登録を目指

している「飛鳥・藤原」の基礎に位置づけられる。

このように飛鳥・藤原研究の歴史は長く、さらに関連諸分野は極めて広範囲にわたる。

これらを総合的・網羅的に簡要にまとめるのは困難で、その基礎となる研究文献の収集や

目録すら整っていないのが現状である。これらの研究成果を十分に把握できていないこと

が、研究の妨げの一因となっている。そこで「飛鳥・藤原研究関連文献目録」の整備・公

開が、飛鳥・藤原研究の基礎資料になると考える。

本目録で扱う地域は飛鳥文化の中心ということもあり、飛鳥を中心として藤原京地域ま

でのエリアを設定する。現在の行政区では明日香村と高取町・橿原市・桜井市の一部とい

うことになろう。その研究領域は考古学の分野が主流をなすが、史料学・文学・地理学な

どの関連諸分野の研究も網羅し、文化財保存や文化財行政についても含めることにした。

時代設定は飛鳥文化、つまり７世紀を中心とするが、それ以前・以降についても可能な限

り含めることとした。

本書では脱漏も多いと考えるので、今回は(稿)として刊行し、将来に期したいと考える。

文献目録のさらなる充実に向けて、脱漏文献のご教示、ご指導をお願いする次第である。

令和５年(2023)３月

研究代表者 相 原 嘉 之
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凡凡 例例

１．本目録は、飛鳥・藤原地域と飛鳥文化を研究するために必要な歴史学・考古学・

地理学・文学等の関連分野の文献を幅広く収録するとともに、文化財保護行政に

関わる計画書等も含めた。

２．収録範囲は、飛鳥・藤原地域と飛鳥文化に深く関わる論考を中心とした。

３．今回の収録文献の刊行年は、明治元年（1868）から令和４年(2022)までである。

４．本目録の文献収集は相原嘉之・山田隆文・井上さやか・露口真広・西光慎治が行

い、相原が編集した。

５．本目録については脱漏も多くあると思われるが、今回は（稿）として刊行し、将

来において補訂をしていきたいと考えている。ご教示・ご指摘をいただきたい。

６．本目録は、奈良大学研究助成(奈良を中心とする研究)「飛鳥・藤原地域における

歴史遺産の基礎研究」として作成した。

７．本目録は奈良大学ＨＰ（奈良大学リポジトリ）において公開している。

令令和和４４年年度度 奈奈良良大大学学研研究究助助成成（（奈奈良良をを中中心心ととすするる研研究究））

『『飛飛鳥鳥・・藤藤原原地地域域ににおおけけるる歴歴史史遺遺産産のの基基礎礎研研究究』』

（研究組織）

研究代表者 相原 嘉之（奈良大学 文学部文化財学科 准教授）

共同研究者 山田 隆文（奈良県立橿原考古学研究所 総括研究員）

共同研究者 井上さやか（奈良県立万葉文化館 企画・研究課 企画・研究係長）

共同研究者 露口 真広（橿原市 魅力創造部文化財保存活用課 課長）

共同研究者 西光 慎治（明日香村教育委員会 文化財課 課長補佐）
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飛飛鳥鳥・・藤藤原原研研究究関関連連文文献献目目録録((稿稿))

明明治治2244（（11889911））年年

川井景一1891 『大和国町村誌』

明明治治2277（（11889944））年年

斎藤美澄1894 『大和志料 上・下』

明明治治3366（（11990033））年年

重田定一1903 「飛鳥京の須弥山」『考古界 ３篇５号』考古学会

高橋健自1903 「飛鳥発見の石造遺物」『考古界 ３篇５号』考古学会

明明治治4444（（11991111））年年

貝原益軒1911 「和州巡覧記（大和廻り）」『貝原益軒全集 第七巻』益軒全集刊行部

大大正正元元（（11991122））年年

高橋健自1912 「鬼の俎と鬼の厠」『考古學會雑誌 第２巻第10号』考古學會

大大正正２２（（11991133））年年

喜田貞吉1913 「藤原京考証」『歴史地理 第21巻１・２・５号』日本歴史地理研究会

佐藤小吉1913 「鬼俎・鬼厠」『奈良県史蹟勝地調査会報告書』奈良県

大大正正４４（（11991155））年年

高市郡役所1915「奈良県高市郡志料」奈良県高市郡

大大正正５５（（11991166））年年

和田千吉1916 「飛鳥新発見の石造物」『考古学雑誌 第６巻第11号』日本考古学会

大大正正６６（（11991177））年年

天沼俊一1917 「石造物」「山田寺址」『奈良県史蹟勝地調査会報告書 第四回』奈良県

大大正正８８（（11991199））年年

高橋健自1919 「古墳時代石製模造器具の研究」『帝室博物館学報 第Ⅰ冊』帝室博物館

大大正正1100（（11992211））年年

秋里籬島1921 『大和名所図会』
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大大正正1111（（11992222））年年

高市郡教育会1922『奈良県高市郡神社誌』

大大正正1122（（11992233））年年

梅原末治1923 「大和國高市郡松山の葡萄鏡出土の古墳」『歴史と地理 第11巻第２号』史学地理学同攷会

高市郡役所1923『奈良県高市郡古墳誌』

大大正正1133（（11992244））年年

高市郡役所1924『奈良県高市郡寺院誌』

昭昭和和２２（（11992277））年年

上田三平1927 「中尾山古墳」『奈良県における指定史蹟 第一冊』内務省

辰巳利文1927 『大和万葉地理研究』紅玉堂

昭昭和和３３（（11992288））年年

上田三平1928 「山田寺址」『奈良県における指定史蹟 第二冊』内務省

昭昭和和４４（（11992299））年年

中岡清一1929 『飛鳥浄御原址一部発掘ニ就テ』

昭昭和和５５（（11993300））年年

辰巳利文1930 『大和万葉古蹟巡礼』紅玉堂

昭昭和和６６（（11993311））年年

田中重久1931 「岡寺の天女文腰瓦とＺＯＤＩＡＣの處女宮」『大和志 ８巻５号』大和国史会

昭昭和和７７（（11993322））年年

保井芳太郎1932『大和上代寺院志』大和史学会

昭昭和和８８（（11993333））年年

大井重二郎1933『万葉集大和歌枕考』曼陀羅社

昭昭和和９９（（11993344））年年

島本 一1934 「中尾山古墳の石葺竝排湿施工について」『考古学雑誌 第24巻第６号』日本考古学会

福山敏男1934 「橘寺の創立とその伽藍配置」『考古学雑誌 第29巻第9号』日本考古学会

福山敏男1934 「飛鳥寺の創立に関する研究」『史学雑誌 第45巻第10号』史学会
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昭昭和和1100（（11993355））年年

島本 一1935 「橘寺境内発見の古窯址」『大和志 ２巻２号』大和史学会

濱田耕作1935 「大和島ノ庄石舞台古墳第二回の調査に就いて」『考古学雑誌 第25巻第８号』日本考古学会

福山敏男1935 「豊浦寺の創立に関する研究」『史学雑誌 第46巻第12号』史学会

昭昭和和1111（（11993366））年年

足立 康1936 「藤原京拡張説」『史蹟名勝天然記念物 第11集第７号』内務省

石田茂作1936 「飛鳥須弥山遺蹟の発掘調査」『考古学雑誌 第26巻第７号』日本考古学会

石田茂作1936 『飛鳥時代寺院址の研究』聖徳太子奉賛会

日本古文化研究所1936『藤原宮阯伝説地高殿の調査一』

昭昭和和1122（（11993377））年年

上田三平1937 「菖蒲池古墳」『内務省史蹟調査報告 第３回』内務省

浜田耕作1937 「大和島之庄石舞台の巨石古墳」『奈良県報14』

京都帝国大学1937『大和島庄石舞台の巨石古墳』

昭昭和和1144（（11993399））年年

大岡 実1939 「大官大寺の伽藍配置」『建築史 １巻５号』建築史研究会

昭昭和和1166（（11994411））年年

猪熊兼繁1941 『あすかめぐり』関西急行鉄道

奈 良 縣1941 「高市郡高市村島の庄 石舞臺古墳第一次保存工事」

『奈良縣史蹟名勝天然記念物調査會抄報 第二輯』

日本古文化研究所1941『藤原宮阯伝説地高殿の調査二』

昭昭和和1188（（11994433））年年

遠藤元男1943 『飛鳥文化』新太陽社

大井重二郎1943『飛鳥古京』立命館出版部

田中重久1943 「岡寺の創立と其の八角圓堂の研究」『史迹と美術 153号』史迹美術同攷会

堀内民一1943 『萬葉大和風土記』天理時報社

吉村貞司1943 『飛鳥文化とその文学』須磨書房

昭昭和和1199（（11994444））年年

川勝政太郎1944「歴史時代出土遺物」『飛鳥誌』天理時報社

佐藤小吉編1944『飛鳥誌』天理時報社

田中重久1944 「橘寺創立の研究」『聖徳太子御聖蹟の研究』全国書房

昭昭和和2200（（11994455））年年

斎藤美澄1945 『大和志料 上・下（改訂）』奈良県教育委員会

昭昭和和2222（（11994477））年年

北島葭江1947 『飛鳥の古都』河原書店
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昭昭和和2244（（11994499））年年

矢島恭介1949 「飛鳥の須弥山と石彫人物について」『国華 693号』国華社

昭昭和和2299（（11995544））年年

小野勝年1954 「飛鳥浄御原宮御宇天皇の「おくりな」についての疑問?長谷寺蔵千仏多宝塔銘文に関連して」

『大和文化研究 ２巻１号』大和文化研究会

昭昭和和3300（（11995555））年年

奈良県教育委員会1955「高市郡飛鳥村飛鳥寺瓦窯跡」『奈良県史跡名勝天然記念物調査抄報 第５輯』

水野正好1955 「桧隈坂合陵」『私たちの考古学 第５号』考古学研究会

八木光郡1955 「春日，三笠，飛鳥の地名に就いて―附「サ」の神に関する一考察―」

『国学院雑誌 55巻４号』國学院大学

昭昭和和3311（（11995566））年年

犬養 孝1956 『萬葉の風土 正』塙書房

昭昭和和3322（（11995577））年年

井上 正1957 「飛鳥文様の一系列について」『美術史 ６巻４号』美術史学会

折口信夫1957 『万葉風土記・飛鳥を想ふ』中央公論社

福山敏男1957 『大極殿の研究－日本に於ける朝堂の歴史－』平安神宮

吉井 巌1957 「明日香川川淀さらず立つ霧の」『万葉 22号』萬葉学会

昭昭和和3333（（11995588））年年

浅野 清1958 「飛鳥寺の発掘調査」『古代文化 第２巻第２号』古代学協会

浅野清ほか1958「飛鳥寺の建築」『仏教芸術 33号』仏教芸術学会

坪井清足1958 「飛鳥寺の発掘調査の経過」『仏教芸術 33号』仏教芸術学会

奈良県教育委員会1958『奈良県文化財調査報告（埋蔵文化財編）第２集』

奈良国立文化財研究所1958『飛鳥寺発掘調査報告』

水野清一1958 「飛鳥大仏について」『仏教芸術 33号』仏教芸術学会

昭昭和和3344（（11995599））年年

奈良県教育委員会1959「特別史跡石舞台古墳復元工事に伴う調査概要」『奈良県抄報14』

浅野 清1959 「川原寺の発掘」『仏教芸術 38号』毎日新聞社

昭昭和和3355（（11996600））年年

田村吉永1960 「百済大寺と高市大寺」『南都仏教 第８号』南都仏教研究会

直木孝次郎1960『持統天皇』吉川弘文館

奈良国立文化財研究所1960『川原寺発掘調査報告』

野間清六1960 「飛鳥の石造物について」『大和文華 第39号』大和文華館

長谷章久1960 「飛鳥考」『国文学 ５巻３号』学燈社

末永雅雄1960 「飛鳥地方宮跡伝承地の調査」『青陵 11号』奈良県立橿原考古学研究所

安良岡康作1960「飛鳥川の淵瀬」『国文学 ５巻４号』学燈社

- 4 -



- 9 -

昭昭和和3366（（11996611））年年

網干善教1961 「特別史跡石舞台古墳復元工事にともなう調査概報」

『奈良県史跡名勝天然記念物抄報 第14輯』奈良県教育委員会

奈良国立文化財研究所1961『平城宮跡・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報告』

池田源太1961 「小治田宮」『青陵 12号』奈良県立橿原考古学研究所

昭昭和和3377（（11996622））年年

金井清一1962 「枕詞『飛鳥』四音考」『国語と国文学 39巻３号』明治書院

岸 哲男1962 『飛鳥路の旅』秋本書店

昭昭和和3388（（11996633））年年

梅原末治1963 「金銅製四耳環壺の類例」『大和文化研究 ８巻10号』大和文化研究会

野間清六1963 「飛鳥の石像物について」『大和文華 39号』大和文華館

昭昭和和3399（（11996644））年年

石田茂作1964 『飛鳥』近畿日本鉄道

犬養 孝1964 『万葉の旅』社会思想社

田村吉永1964 「飛鳥宮阯」『飛鳥』近畿日本鉄道

安井良三1964 「天武天皇の葬礼考－『日本書紀』記載の仏教関係記事－」『日本書紀研究 第一冊』塙書房

昭昭和和4400（（11996655））年年

小島俊次1965 『郷土考古学叢書１ 奈良県の考古学』吉川弘文館

田村吉永1965 『飛鳥京藤原京考証』綜芸舎

直木孝次郎1965『日本の歴史２ 古代国家の成立』中央公論社

森 浩一1965 『古墳の発掘』中央公論社

山本雨宝1965 『飛鳥への憧憬』飛鳥寺

昭昭和和4411（（11996666））年年

網干善教1966 「奈良朝火葬墓の一考察」『日本歴史考古学論叢』日本歴史考古学会

網干善教1966 「上代寺院における伽藍配置」『小笠原・宮崎両博士華甲記念史学論集』龍谷大学

奈良県立橿原考古学研究所1966『飛鳥京跡－昭和41年度発掘調査概報』奈良県教育委員会

山田弘通1966 「飛鳥川水運考（上）」『史迹と美術 第36巻第５号』史迹・美術同攷会

昭昭和和4422（（11996677））年年

網干善教1967 「大化二年三月甲申にみえる墳墓の規制について」

『末永先生古希記念 古代学論叢』末永先生古希記念会

網干善教1967 「欽明天皇檜隈坂合陵をめぐる二、三の問題」『史泉 第35・36号』関西大学史学・地理学会

市毛 勲1967 「辰砂の精製－古墳時代における辰砂採掘砕石址の研究－」『古代学研究 48』古代学研究会

沢村 仁1967 「奈良時代以前の古京」『日本の考古学７ 歴史時代下』河出書房

白石太一郎1967「岩屋山式の横穴式石室について」『ヒストリア 第49号』大阪歴史学会

奈良県立橿原考古学研究所1967『飛鳥京跡－昭和42年度発掘調査概報』奈良県教育委員会

西宮一民1967 「飛鳥白鳳遺文と古事記の文体」『万葉 65号』萬葉学会

山尾幸久1967 「大化前後の東アジアの情勢と日本の政局」『日本歴史 第341号』吉川弘文館

山田弘通1967 「磐瀬の禊ぎと明日香の禊ぎ〈黄葉片々〉」『万葉 65号』萬葉学会
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昭昭和和4433（（11996688））年年

秋山光和・柳澤孝1968「岡寺本尊光背の板絵飛天について」『美術史 27号』美術史学会

網干善教・河上邦彦1968「奈良県明日香村坂田都塚発掘調査報告」

『関西大学考古学研究年報２』関西大学考古学研究会

犬養 孝1968 「明日香風－万葉歌碑建立をめぐつて－」『万葉文学 1号』成城大学万葉集研究会

嶋田 暁1968 「飛鳥京跡の発掘調査」『青陵 13号』奈良県立橿原考古学研究所

奈良県立橿原考古学研究所1968『飛鳥京跡－昭和43年度発掘調査概報』奈良県教育委員会

奈良県文化財保存事務所1968『重要文化財岡寺仁王門修理工事報告書』

福山敏男1968 『日本建築史研究』墨水書房

益田勝実1968 「古代（上代）文学の愛―飛鳥びとのこころ―」『国文学 13巻10号』学燈社

松原三郎1968 「飛鳥白鳳仏と朝鮮三国期の仏像―飛鳥白鳳仏の源流考として」『美術史 68号』

毛利 久1968 「飛鳥大仏の周辺」『仏教芸術 第67号』毎日新聞社

昭昭和和4444（（11996699））年年

稲垣雅子1969 「心のふるさと－明日香－」『成城万葉 6号』成城大学万葉集研究会

岸 俊男1969 「京域の想定と藤原京条坊制」『藤原宮』奈良県教育委員会

久米常民1969 「『明日香の里をおきて去なば』の歌について－奈良遷都途中の歌（78）の史的意義－」

『美夫君志 第13号』美夫君志会

奈良県教育委員会1969『藤原宮－国道165号線バイパスに伴う宮域調査－』

奈良県立橿原考古学研究所1969『飛鳥京跡－昭和44年度発掘調査概報』奈良県教育委員会

橋本伊知郎1969『大官大寺考証』綜芸舎

昭昭和和4455（（11997700））年年

稲垣晋也1970 『飛鳥白鳳の古瓦』奈良国立博物館

近江昌司1970 「葡萄唐草紋軒平瓦の研究」『考古学雑誌 第55巻第４号』日本考古学会

小野勝年1970 『日本の美術２ No.45石造美術』至文堂

門脇禎二1970 『飛鳥 その古代史と風土』日本放送出版協会

岸 俊男1970 「飛鳥と方格地割」『史林 第53巻第４号』京都大学史学研究会

岸 俊男1970 「古道の歴史」『古代の日本５ 近畿』角川書店

岸 俊男1970 「飛鳥から平城へ」『古代の日本５ 近畿』角川書店

岸 俊男1970 「大和の古道」『日本古文化論攷』吉川弘文館

岸 俊男1970 「見瀬丸山古墳と下ツ道」『青陵 16号』奈良県立橿原考古学研究所

斎藤美澄1970 『大和志料 上・下（復刻）』歴史図書社

桜 井 市1970 『安倍寺跡環境整備事業報告』

菅谷文則1970 「八角円堂の建立を通じてみた古墳終末期の一様相」『史泉 第40号』関西大学史学会

田村吉永1970 「岡寺考－特に本尊について－」『大和文化研究 15巻４号』大和文化研究会

奈良県教育委員会1970『重要文化財於美阿志神社石塔婆修理工事報告書』

奈良県教育委員会1970『飛鳥京跡－昭和44年度発掘調査概報－』

林 紀昭1970 「飛鳥浄御原令に関する諸問題」『史林 第53巻第１号』史学研究会

文化庁記念物課1970『解説 飛鳥』文化庁

松下宗彦1970 「軽嶋明宮と飛鳥」『国文白百合 第1号』白百合女子大学

水野正好1970 「群集墳と古墳の終焉」『古代の日本 第５巻近畿』角川書店

安井良三1970 「天武天皇の葬礼考」『日本書紀研究 第１冊』塙書房

昭昭和和4466（（11997711））年年

秋里籬島1971 『大和名所図会』歴史図書社

秋山日出雄1971「陵戸田と山陵田」『青陵 18号』奈良県立橿原考古学研究所
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秋山日出雄1971「飛鳥京と大津京都城の比較的研究」『飛鳥京跡一』奈良県教育委員会

明日香小学校職員一同1971『あすか』明日香村教育委員会

石母田正1971 『日本の古代国家』岩波書店

岸 俊男1971 「万葉歌の歴史的背景」『文学 第39巻第９号』岩波書店

岸 俊男1971 「古代史と万葉のことば－“明日香”を一例として－」『国文学 16巻３号』学燈社

高市郡教育委員会1971「奈良県高市郡神社誌（再版）」名著出版

高市郡役所1971『奈良県高市郡寺院誌』名著出版

奈良県教育委員会1971『飛鳥京跡－昭和45年度発掘調査概報－』

奈良国立文化財研究所1971『飛鳥・藤原宮発掘調査概報１』

奈良県立橿原考古学研究所1971『飛鳥京跡一』奈良県教育委員会

藤井利章1971 「飛鳥坐神社北接地における調査」『青陵 18号』奈良県立橿原考古学研究所

森 浩一1971 「忘れられていた平田岩屋古墳」『青陵 17号』奈良県立橿原考古学研究所

吉永 登1971 「飛鳥浄御原宮－その位置をめぐって－」『万葉 第76号』萬葉学会

渡瀬昌忠1971 「島の宮－人麻呂文学の基点－」『文学 第39巻第９・10・12号』岩波書店

昭昭和和4477（（11997722））年年

相川佳予子・秋山信午・愛宕元1972「高松塚古墳壁画人物の服装と持物」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

青山 茂1972 「高松塚古墳総合学術調査－その成果と今後の課題」『佛教芸術 第89号』毎日新聞社

網干善教1972 「高松塚古墳」『原始美術』講談社

網干善教・伊達宗泰1972「高松塚の発掘調査」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

有光教一1972 「高松塚古墳と高句麗壁画墳」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

石田茂作1972 『飛鳥随想』学生社

井手 至1972 「飛鳥考」『萬葉 第79号』萬葉学会

今井啓一1972 「高松塚古墳と帰化人」『史迹と美術 424号』史迹美術同攷会

今井啓一1972 「高松塚古墳の被葬者は百済王禅広（善光）であろう－続高松塚古墳と帰化人－」

『史迹と美術 428号』史迹と美術同攷会

犬養 孝1972 『萬葉の風土 続』塙書房

上原 和1972 「高松塚古墳の壁画について」『古美術 37号』三彩社

上原 和1972 「装飾文様からみた高松塚壁画」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

上原 和1972 「高松塚古墳の壁画について－七世紀中葉製作説について－」『美学 91号』美学会

請田正幸1972 「壁画古墳のもたらしたもの」『歴史学研究 389号』青木書店

椚 国男1972 「宇宙観で飾られた墓－飛鳥高松塚の壁画分析－」『国土と教育 14号』築地書館

金 延鶴1972 「高松塚古墳の壁画によせて」『考古学ジャーナル No.71』ニューサイエンス社

栗田 勇1972 「日本美術誌５ 高松塚と弥勒浄土」『芸術新潮 第５号』新潮社

五味充子1972 「服飾からみた高松塚」「日本美術誌５ 高松塚と弥勒浄土」『芸術新潮 第５号』新潮社

佐和隆研1972 「高松塚古墳壁画筆者の問題」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

末永雅雄1972 『シンポジウム高松塚壁画古墳』創元社

末永雅雄1972 『飛鳥高松塚古墳』学生社

末永雅雄・井上光貞編1972『朝日シンポジウム 高松塚壁画古墳』朝日新聞社

末永雅雄1972 「高松塚の考古学的価値と今後の問題点」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

末永雅雄1972 「飛鳥遺跡の小点」『青陵 19号』奈良県立橿原考古学研究所

杉山二郎1972 「東アジア圏における日本文化の特質－高松塚古墳遺物の理解のために－」

『古美術 37号』三彩社

伊達宗泰1972 「高松塚古墳」『日本美術工芸 405号』日本美術工芸社

田中日佐夫1972「高松塚古墳をめぐって－壁画の墓域の問題点をさぐる－」『古美術 37号』三彩社

直木孝次郎1972「日本古代史からみた高松塚古墳」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

永島暉臣慎1972「高句麗の壁画と高松塚古墳」『日本美術工芸 405号』日本美術工芸社

長広敏雄1972 「高松塚古墳壁画の意義」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

奈良県教育委員会1972『飛鳥京跡－昭和46年度発掘調査概報－』
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奈良県立橿原考古学研究所1972『壁画古墳高松塚調査中間報告』奈良県立橿原考古学研究所・明日香村

奈良国立文化財研究所1972『飛鳥・藤原宮発掘調査概報２』

野尻抱影1972 「高松塚の四神と星宿」『大法輪』大法輪閣

広吉寿彦1972 「明日香高松塚の元禄調査」『青陵 20号』奈良県立橿原考古学研究所

林 紀昭1972 「七世紀中葉使用の尺度について－高松塚古墳研究の参考として－」

『日本史研究 第126号』日本史研究会

樋口隆康1972 「高松塚古墳の副葬品と唐代出土品」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

文化庁文化財保護部1972「高松塚古墳総合学術調査について」『月刊文化財 第110号』第一法規

星野良作1972 『研究史壬申の乱 増補版』吉川弘文館

町田 章1972 「唐代壁画墓と高松塚古墳」『日本美術工芸 405号』日本美術工芸社

三輪嘉六1972 「高松塚古墳の保存」『日本歴史 第293号』吉川弘文館

安田博幸1972 「高松塚古墳の壁画顔料について」『佛教芸術 第87号』毎日新聞社

義江彰夫1972 「高松塚古墳の壁画風俗と被葬者」『日本歴史 第293号』吉川弘文館

吉永 登1972 「飛鳥時代の金石文」『東西学術研究所紀要5』

昭昭和和4488（（11997733））年年

秋山日出雄1973「後期古墳の兆域－明日香の古墳を手掛りとして－」

『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

網干善教1973 「壁画古墳における四神図について」『東西文化史論叢』原弘二朗先生古希記念会

網干善教1973 「飛鳥高松塚古墳と薬師寺」『史学佛教学論集』藤原弘道先生古希記念会

網干善教1973 「大化二年三月甲申詔にみえる墳墓の規制について」『論集終末期古墳』塙書房

網干善教1973 「牽牛子塚出土遺物の顛末」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

新垣幸得1973 「万葉集飛鳥京時代の気候について―気候変動論に関聯して―」

『沖縄国際大学文学部紀要（国文学編）1』

有坂隆道1973 「高松塚の壁画とその時代」『東西文化史論叢』原弘二朗先生古希記念会

石田尚忠1973 「高松塚壁画考一」『ＭＵＳＥＵＭ263』中央公論事業出版

上原 和1973 「高松塚古墳の東アジア史的意味」『日本古代文化の成立』毎日新聞社

上原 和1973 「章懐懿徳両太子唐墓壁画と高松塚古墳壁画について」『古美術 42号』三彩社

上原 和1973 「高松塚古墳と日本・朝鮮・中国」『倭から日本へ』

岡崎晋明1973 「古墳時代竪穴住居跡の一例－47年度飛鳥京跡の発掘調査－」

『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

小川正平1973 「高松塚古墳の謎にせまる」『歴史研究 155号』

清水真一・玉井章進1973「明日香村の古墳時代中期新遺跡」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

白石太一郎1973「岩屋山式の横穴式石室について」『論集終末期古墳』塙書房

白石太一郎・前園実知雄1973「明日香養護学校校庭出土の木簡」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

末永雅雄・井上光貞1973『高松塚古墳と飛鳥』中央公論社

菅谷文則・河上邦彦1973「岩屋山古墳の墳丘測量調査」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

菅谷文則1973 「八角堂の建立を通じてみた古墳終末時の一様相」『論集終末期古墳』塙書房

高松塚古墳総合学術調査会1973『高松塚古墳壁画調査報告書』

篁園勝男・清水真一1973「飛鳥川左岸・遊歩道予定地の調査」『青陵 第22号』奈良県立橿原考古学研究所

奈良県教育委員会1973『飛鳥京跡－昭和47年度発掘調査概報－』

奈良県教育委員会1973『磐余・池之内古墳群』

奈良国立文化財研究所1973『飛鳥・藤原宮発掘調査概報３』

布目順郎1973 「高松塚古墳の壁画女性衣服に関して」『青陵 21号』奈良県立橿原考古学研究所

布目順郎1973 「高松塚古墳乾漆木棺下地の布について」『青陵 21号』奈良県立橿原考古学研究所

樋口誠太郎1973「推古朝の位冠制と高松塚古墳壁画に見る中国服飾文化との関連の一考察」『風俗11－２』

藤井利章1973 「晩期古墳の基礎的研究」『龍谷史壇 第66・67合併号』龍谷大学史学会

藤井利章1973 「天武天皇檜隈大内陵の一考察」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

三森定男1973 「斉明天皇紀の蝦夷粛慎征討記事に就いて」『古代文化 第25巻第２・３号』古代学協会
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村井康彦1973 『古京年代記－飛鳥から平安へ－』角川書店

本居宣長1973 「菅笠日記」『本居宣長全集 第18巻』筑摩書房

森郁夫・天田起雄・藤井利章・亀田博1973

「飛鳥浄御原宮推定地の発掘調査」『青陵 22号』奈良県立橿原考古学研究所

森 浩一1973 「古墳時代後期以降の埋葬地と葬地」『論集終末期古墳』塙書房

横田健一1973 「飛鳥高松塚壁画の様式史的考察－芸術精神史への一試論－」

『東西文化史論叢』原弘二朗先生古希記念会

和田 萃1973 「飛鳥川の堰－弥勒石と道場法師－」『日本史研究 第130号』日本史研究会

和田 萃1973 「見瀬丸山古墳の被葬者」『日本書紀研究 第７冊』日本書紀研究会

渡瀬昌忠1973 「高松塚古墳の壁画と人麻呂の世界」『日本文学研究 12号』梅光女学院大学日本文学会

昭昭和和4499（（11997744））年年

飛鳥古京を守る会1974『飛鳥－その史跡と文学－』

明日香村史刊行会1974『明日香村史』

安達厚三・木下正史1974「飛鳥地域出土の古式土師器」『考古学雑誌 第60号第２巻』日本考古学会

網干善教1974 「高松塚壁画古墳とその意義」『高松塚批判論』創元社

網干善教1974 「壁画古墳における四神図と龍虎図」『日本文化と浄土教論攷』井川定慶博士喜寿記念会

網干善教1974 「中世大和における伽藍復興に関する一考察」

『浄土教の思想と文化』恵谷隆戒先生古稀記念会

網干善教1974 「飛鳥川原寺裏山遺跡と出土遺物」『佛教芸術 第99号』毎日新聞社

有坂隆道1974 「高松塚の壁画とその時代」『高松塚批判論』創元社

井上光貞1974 『日本の歴史３ 飛鳥の朝廷』小学館

白石太一郎1974「畿内の横穴式石室の変遷」『古代学研究 第30号』古代学研究

白石太一郎1974「明日香村打上古墳」『奈良県の主要古墳Ⅱ』奈良県教育委員会

菅谷文則・中井一夫・日坂正昭1974

「明日香村大字岡の縄文遺跡」『青陵 25号』奈良県立橿原考古学研究所

高松塚古墳総合学術調査会1974『高松塚古墳壁画調査報告書』便利堂

武内孝之・志野木正樹・森五彦・安田博幸1974

「高松塚古墳の壁画顔料の放射化分析」『考古学と自然科学 第７号』日本文化財科学会

土橋 寛1974 「『飛鳥』という文字」『上代の文学と言語』

奈良県教育委員会1974『飛鳥京跡－昭和48年度発掘調査概報－』

奈良県教育委員会1974『嶋宮傳承地－昭和46～48年度発掘調査概報－』

奈良国立文化財研究所1974『飛鳥・藤原宮発掘調査概報４』

奈良国立文化財研究所1974『飛鳥関係史料集（塙）』

樋口清之1974 「なぞの石造遺物群」『日本古代史の旅６ 飛鳥』小学館

広岡俊二1974 「高松塚古墳 星宿随想」『淡路考古学研究会誌 第２号』淡路考古学研究会

フランソワー・ペルチェ1974「飛鳥寺問題の再吟味－その本尊を中心として－」

『佛教芸術 第96号』毎日新聞社

西 弘海1974 「土器様式の成立とその背景」『小林行雄博士古稀記念論文集 考古学論考』平凡社

町田甲一1974 「飛鳥大仏について－ペルチェ氏の批判にこたえる－」『佛教芸術 第98号』毎日新聞社

八木 充1974 『古代日本の都－歴代遷都の謎－』講談社

和田 萃1974 「横大路とその周辺」『古代文化 26巻６号』古代学協会

昭昭和和5500（（11997755））年年

飛鳥資料館1975『飛鳥資料館案内』

飛鳥資料館1975『仏教伝来 飛鳥への道』

飛鳥資料館1975『飛鳥の寺院遺跡１－最近の出土品－』

網干善教1975 「飛鳥川原寺裏山遺跡と出土遺物」『佛教芸術 第99号』毎日新聞社
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網干善教1975 「高松塚古墳壁画論序説」『関西大学文学論集 第25巻』関西大学文学部

市毛 勲1975 『朱の考古学－日本古代朱の史的研究－』雄山閣

井上 薫1975 「高松塚三題」『時野谷勝教授退官記念 日本史論集』清文堂書店

岸 俊男1975 「朝堂の初歩的考察」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

城戸正博・阿部邦昭・土井伸悟・玉木正男1975

「高松塚古墳出土人骨のＸ線学的研究」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

久野 健1975 「飛鳥大仏論上・下」『美術研究 300・301号』東京国立文化財研究所

斉藤国治1975 「益田岩船は天文遺跡か」『東京天文台報 第65号』

島倉巳三郎1975「高松塚の漆喰調査」『青陵 28号』奈良県立橿原考古学研究所

島 五郎1975 「高松塚古墳出土人骨の人類学的研究補遺」

『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

末永雅雄1975 「飛鳥の考古学遺跡と高松塚」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

伊達宗康1975 「高松塚古墳石槨内使用漆喰について」『青陵 28号』奈良県立橿原考古学研究所

中尾山古墳環境整備委員会1975 『史跡中尾山古墳環境整備事業報告』明日香村教育委員会

奈良県教育委員会1975『飛鳥京跡－昭和49年度発掘調査概報－』

奈良国立文化財研究所1975『飛鳥・藤原宮発掘調査概報５』

西田史朗1975 「高松塚漆喰・貝粉・石灰粉の走査電子顕微鏡写真」

『青陵 28号』奈良県立橿原考古学研究所

原田行造1975 「『日本霊異記』冒頭部の構成と景戒―大伴氏と飛鳥元興寺とを結ぶもの―」

『日本文学 24巻６号』日本文学協会

原田行造1975 「『日本霊異記』所収雷神説話と飛鳥元興寺

―小子部栖軽と道場法師との関係を中心として―」『金沢大学教育学部紀要24』

春成秀爾1975 「『神武陵』はいつつくられたか」『考古学研究 第21巻第４号』考古学研究会

樋口隆康1975 「海獣葡萄鏡論」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

福山敏男1975 「飛鳥以前の宮都と飛鳥京」『日本考古学の現状と課題』吉川弘文館

藤原 知1975 「高松塚古墳出土人骨歯牙についての所見」

『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

堀田啓一1975 「大和における終末期古墳の墳丘指数をめぐって」

『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

藪内 清1975 「壁画古墳の星図」『天文月報 1975巻10号』日本天文学会

吉永 登1975 「トブトリノ明日香」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

和田 萃1975 「飛鳥岡について」『橿原考古学研究所論集 創立35周年記念』吉川弘文館

渡瀬昌忠1975 「高松塚壁画の画題－四人構成の場・序説－」『万葉集研究 第４集』塙書房

渡瀬昌忠1975 「島の宮（続考）」『国学院雑誌 76巻11号』

昭昭和和5511（（11997766））年年

秋里籬島1976 『大和名所図会』日本資料刊行会

秋山日出雄1976「古代の『宮の伝領』について－飛鳥の嶋宮を通じて－」

『柴田実先生古希記念 日本文化史論叢』柴田実先生古希記念会

秋山日出雄1976「飛鳥島庄の苑池遺構」『仏教芸術 109号』毎日新聞社

秋山日出雄1976「飛鳥の宮」『日本古代文化の探求 都城』社会思想社

飛鳥古京顕彰会1976『川原寺裏山出土の塼仏と塑像』

飛鳥資料館1976『飛鳥・白鳳の在銘金銅仏』

飛鳥資料館1976『飛鳥・白鳳の在銘金銅仏 銘文篇』

網干善教1976 「高松塚古墳壁画論をめぐって（その一）」『鷹陵史学 第２号』佛教大学歴史研究所

網干善教1976 「飛鳥における終末期古墳」『講座飛鳥を考える』創元社

網干善教1976 「七世紀における造陵墓地について」

『横田健一先生還暦記念 日本史論叢』横田先生還暦記念会

有坂隆道1976 「高松塚の被葬者をめぐって－特に蚊屋皇子説について－」『講座飛鳥を考えるⅠ』創元社
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有坂隆道1976 「高松塚の星宿と呉越国王銭元カン墓・王妃呉漢月墓の星宿」

『日本史論叢』横田健一先生還暦記念会

池田末則1976 「古代地名の伝承－明日香の丘の名義を探る」『言語 ５巻７号』大修館書店

猪熊兼勝1976 「飛鳥時代墓室の系譜」『研究論集Ⅲ』奈良国立文化財研究所

猪熊兼勝1976 「飛鳥・藤原の園池遺跡」『佛教芸術 第109号』毎日新聞社

岩崎友吉1976 『高松塚古墳壁画再現研究報告Ⅰ』東京芸術大学美術学部高松塚古墳壁画再現研究班

近江昌司1976 「中尾山古墳管見」『史迹と美術 第464号』史迹美術同攷会

大橋一章1976 「飛鳥寺創立に関する問題」『佛教芸術 第107号』毎日新聞社

岸 俊男1976 「記紀・万葉集のミヤコ」『日本歴史 第332号』吉川弘文館

木下正正1976 「飛鳥の神南備」『講座飛鳥を考える』創元社

斎藤 忠1976 「奈良・吉備姫墓の墓域内にある『猿石』とその源流」

『日本古代遺跡の研究 論考編』吉川弘文館

神堀 忍1976 「藤原京と香久山」『講座飛鳥を考える』創元社

高取町教育委員会1976『高取町の古墳』

玉井章進1976 「明日香村桧隈近辺の埴輪」『青陵 31号』奈良県立橿原考古学研究所

奈良県教育委員会1976『飛鳥京跡－昭和50年度発掘調査概報－』

奈良県立橿原考古学研究所1976「石舞台古墳及び周辺の発掘調査概要」

奈良県立橿原考古学研究所1976『奈良県文化財調査報告書 第28集 奈良県古墳発掘調査集報』

奈良国立文化財研究所1976『飛鳥・藤原宮発掘調査概報６』

奈良国立文化財研究所1976『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅰ－小墾田宮推定地・藤原宮の調査－』

西宮一民1976「飛鳥の神なび」『美夫君志 第20号』美夫君志会

文 化 庁1976 『特別史跡高松塚古墳保存施設概要』

三輪嘉六1976 「高松塚古墳の保存施設」『月刊文化財 第154号』第一法規

村井康彦1976 『律令制の虚実』講談社

藪内 清1976 「淳祐天文図とヘベリウス星図」『天文月報 1976-1』日本天文学会

横田健一1976 「帝都としての飛鳥－その歴史地理学的位置」『講座飛鳥を考える』創元社

吉永 登1976 「高市皇子」『講座飛鳥を考える』創元社

渡瀬昌忠1976 『柿本人麻呂研究－島の宮の文学－』桜楓社

昭昭和和5522（（11997777））年年

明日香小学校職員一同1977『あすか』明日香村教育委員会

飛鳥資料館1977『日本古代の墓誌』

明日香村教育委員会1977『牽牛子塚古墳－環境整備事業に伴う事前発掘調査－』

網干善教1977 「呉原寺（竹林寺）とその遺構・遺物」『二葉憲香博士還暦記念 佛教史学論集』永田文晶堂

網干善教1977 「高松塚古墳壁画論をめぐって（その二）」『鷹陵史学 第３・４号』佛教大学歴史研究所

網干善教1977 「倭京（飛鳥）地割の復原－飛鳥地方の寺院跡を中心として－」

『関西大学考古学研究紀要３』関西大学考古学研究会

網干善教1977 「飛鳥における仏教文化」『講座飛鳥を考えるⅡ』創元社

有坂隆道1977 「高松塚の星」『講座飛鳥を考えるⅡ』創元社

猪川和子1977 「岡寺如意輪観音像」『ＭＵＳＥＵＭ 320号』東京国立博物館

小笠原好彦1977「和田廃寺跡」『佛教芸術 第116号』毎日新聞社

門脇禎二1977 『新版飛鳥－その古代史と風土－』日本放送出版協会

門脇禎二1977 『蘇我蝦夷・入鹿』吉川弘文館

金子裕之1977 「山田寺跡」『佛教芸術 第116号』毎日新聞社

岸 俊男1977 『宮都と木簡－よみがえる古代史－』吉川弘文館

岸 俊男1977 「飛鳥出土の木簡をめぐって」『上代文学 第39号』上代文学会

鬼頭清明1977 『日本古代都市論序説』法政大学出版会

千田剛道1977 「大官大寺跡」『佛教芸術 第116号』毎日新聞社

奈良県立橿原考古学研究所1977『奈良県遺跡調査概報 1976年度』
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奈良県立橿原考古学研究所1977『橿原考古学研究所年報－昭和50年度－』

奈良国立文化財研究所1977『飛鳥・藤原宮発掘調査概報７』

奈良国立文化財研究所1977『軽池北遺跡発掘調査報告』軽池北遺跡調査会

西崎 亨1977 「『飛鳥』という文字考」『国学院雑誌 78巻１号』

文化庁美術工芸課1977『国宝高松塚古墳壁画修理報告書』文化庁

松下隆章編1977『研究発表と座談会 川原寺裏山遺跡について』京都国立博物館

守屋 正1977 「高松塚古墳の壁画について」『愛知県立芸術大学紀要７』

水島義治 島津聿史1977「万葉集東歌『飛鳥川』考」『日大文理学部三島研究年報25』

昭昭和和5533（（11997788））年年

秋山日出雄1978「大和飛鳥川の歴史地理学的研究－弘仁・天長期の大和南部水利政策－」

『歴史地理研究と都市研究 上』大明堂

飛鳥資料館1978『日本古代の墓誌 銘文篇』

飛鳥資料館1978『古代の誕生仏』

飛鳥資料館1978『明日香の仏像』

明日香村教育委員会1978『真弓マルコ山古墳』

網干善教1978 『飛鳥の遺蹟』駸々堂

網干善教1978 「天武天皇の喪礼と大内陵」『関西大学古代史研究 創刊号』関西大学古代史研究会

網干善教1978 「佛頭山東中腹出土の三尊塼佛片」『関西大学考古学研究紀要３』関西大学考古学研究会

有坂隆道1978 「檜隈に葬られた貴人たち」『講座 飛鳥を考えるⅢ』創元社

北山茂夫1978 『天武朝』中央公論社

鬼頭清明1978 「日本における大極殿の成立」『古代史論叢 中巻』吉川弘文館

中村春壽1978 『日韓古代都市計画』六興出版

奈良県立橿原考古学研究所1978『奈良県遺跡調査概報1977年度』

奈良県立橿原考古学研究所1978『大福遺跡』奈良県教育委員会

奈良国立文化財研究所1978『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ－藤原宮西方官衙地域の調査－』

奈良国立文化財研究所1978『藤原宮木簡１』

奈良国立文化財研究所1978『飛鳥・藤原宮発掘調査概報８』

奈良国立文化財研究所1978『藤原京右京七条一坊調査概報』藤原京右京七条一坊跡調査会

西 弘海1978 「藤原宮西方官衙出土土器の編年と西方官衙についての考察」

『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ』奈良国立文化財研究所

日吉盛幸1978 「『明日香川原宮御宇天皇代』考」『大東文化大学紀要（人文科学） 16号』

藤井利章1978 「三骨一廟式古墳の一考察」『龍谷史壇 第73・74号』龍谷大学史学会

和田 萃1978 「今城の双墓をめぐる臆測」『史想 第19号』京都教育大学

昭昭和和5544（（11997799））年年

秋山日出雄1979「檜隈大内陵の石室構造」『橿原考古学研究所論集 第五』吉川弘文館

飛鳥資料館1979『飛鳥時代の古墳』

飛鳥資料館1979『桜井の仏像』

網干善教1979 「八角方墳とその意義」『橿原考古学研究所論集 第五』吉川弘文館

網干善教1979 「日本上代火葬墓に関する二、三の問題」『史泉 第53号』関西大学史学会

川越俊一・工藤圭章1979「山田寺金堂跡の調査」『佛教芸術 第122号』毎日新聞社

岸 俊男1979 「『嶋』雑考」『橿原考古学研究所論集 第五』吉川弘文館

鬼頭清明1979 「藤原京条坊遺構について－近年の発掘調査結果から－」『佛教芸術 第122号』毎日新聞社

鬼頭清明1979 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 創刊号』木簡学会

宮内庁書陵部1979「欽明天皇陵外堤の樋管改修箇所及漏水止護岸工事区域の調査」『書陵部紀要 第31号』

菅谷文則1979 「檜隈寺舎利容器発掘報告の補遺」『青陵 40号』奈良県立橿原考古学研究所

武久義彦1979 「飛鳥－その地形的一考察－」『地理 第24巻第３号』古今書院
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奈良県立橿原考古学研究所1979『奈良県遺跡調査概報 1978年度』

奈良国立文化財研究所1979『飛鳥・藤原宮発掘調査概報９』

古橋信孝1979 「飛鳥（トビトリヤ），舞鳥（マフトリヤ）－枕詞以前」

『国文学 解釈と鑑賞 44巻８号』至文堂

前田晴人1979 「古代王権と衢」『続日本紀研究 203号』続日本紀研究会

松本清張1979 『ベルセポリスから飛鳥へ』日本放送協会

松原弘宣1979 「藤原京から平城京へ」『古代の地方史３ 近畿』朝倉書店

横田健一1979 「義淵僧正とその時代」『橿原考古学研究所論集 第五』吉川弘文館

和田 萃1979 「見瀬丸山古墳の被葬者」『日本書紀研究 第７冊』塙書房

和田 萃1979 「史料からみた下ツ道」『環境文化 No.40』環境文化研究所

和田 萃1979 「両槻宮」『桜井市史 上巻』桜井市

昭昭和和5555（（11998800））年年

秋山日出雄1980「藤原京の京域考－内城と外京の想定－」『考古学論攷 第４冊』奈良県立橿原考古学研究所

秋山日出雄1980「藤原京と飛鳥京の京域考」『地理 第25巻第９号』古今書院

秋山日出雄1980「飛鳥宮室の復元的考察」『飛鳥京跡二』奈良県教育委員会

飛鳥資料館1980『日本古代の鴟尾』

飛鳥資料館1980『高取の仏像』

網干善教1980 「唐式鏡の文様と高松塚古墳壁画」『藤井祐介君追悼記念 考古学論叢』同記念会

網干善教1980 『古代の飛鳥』学生社

岩屋山古墳環境整備委員会1980『奈良県高市郡明日香村越 岩屋山古墳

－史跡環境整備事業にともなう事前調査概要－』明日香村教育委員会

上野邦一1980 「大官大寺跡における最近の発掘調査」『仏教芸術 129号』毎日新聞社

大橋一章1980 「川原寺の造仏と白鳳彫刻の上限について」『佛教芸術 第128号』毎日新聞社

加藤 優1980 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第2号』木簡学会

河上邦彦1980 「大和の大型横穴式石室の系譜」『橿原考古学研究所論集 第四』吉川弘文館

岸 俊男1980 『遺跡・遺物と古代史学』吉川弘文館

工藤圭章1980 「藤原京と四大寺」『日本美術全集第３巻 高松塚と藤原京』学習研究社

黒崎 直1980 「近畿における８・９世紀の墳墓」『奈良国立文化財研究所研究論集Ⅵ』

黒崎 直1980 「明日香村坂田寺金堂跡の調査」『佛教芸術 第133号』毎日新聞社

高松塚壁画館1980『高松塚壁画館 解説』飛鳥保存財団

奈良県教育委員会1980『飛鳥京跡二』

奈良県立橿原考古学研究所1980『大和国条里復原図』奈良県教育委員会

奈良県立橿原考古学研究所1980『飛鳥京跡関係史料集１－近世地誌篇－』奈良県教育委員会

奈良県立橿原考古学研究所1980『飛鳥京跡関係史料集２－近世紀行文篇－』奈良県教育委員会

奈良国立文化財研究所1980『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ－藤原宮西辺地区・内裏東外郭の調査－』

奈良国立文化財研究所1980『藤原宮木簡２』

奈良国立文化財研究所1980『飛鳥・藤原宮発掘調査概報10』

町田 章1980 「飛鳥の古墳と石造物」『日本美術全集３ 飛鳥・白鳳の美術』学習研究社

真鍋奈保子1980「『采女の袖吹きかへす明日香風』（万葉集・巻一・五一）の歌について」

『高知女子大国文 16号』高知女子大学国文学会

森 郁夫1980 『瓦のロマン 古代からのメッセージ』毎日新聞社

昭昭和和5566（（11998811））年年

秋山日出雄1981「日本古代都城制の源流」『畿内地域史論集』舟ケ崎正孝先生退官記念館

飛鳥国営公園出張所『飛鳥に遊ぶ－歴史が語るもの－』（第１版）

飛鳥資料館1981『山田寺展』

飛鳥資料館1981『橿原の仏像』
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阿部乾六1981 「芋峠」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

網干善教1981 「終末期古墳に関する問題」『考古学ジャーナル No.194』ニューサイエンス社

網干善教1981 「『飛鳥の明日香』考」『あけぼの 14巻１号』あけぼの社

有坂隆道1981 『古代史を解くカギ』毎日新聞社

犬養 孝1981 「万葉・飛鳥① あまかしの丘」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

井上 薫1981 「飛鳥への道－難波から見た明日香の都－」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1981 「飛鳥の石造物①－益田岩船－」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1981 「近畿地方の飛鳥時代の古墳」『考古学ジャーナル No.194』ニューサイエンス社

尾崎知光1981 「飛鳥京跡出土木簡の「★十口」の解読について」『訓点語と訓点資料 第66輯』訓点語学会

加藤 優1981 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第3号』木簡学会

亀田 博他1981「飛鳥京跡」

『大和を掘る－1980年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

岸 俊男1981 「日本の古代宮都」日本放送出版協会

岸 俊男1981 「飛鳥と宮都①－皇子たちの宮－」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

伊達宗泰1981 「高松塚その後」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

田村圓澄1981 「八角墳と舒明天皇一家の仏教信仰」『仏教史学研究 第23巻第１号』仏教史学会

田村圓澄1981 「星宿劫と星宿図－高松塚古墳の星宿図によせて－」『九州歴史資料館研究論集７』

坪井清足1981 「幻の飛鳥寺」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1981「飛鳥－再訪の旅① 歴史の舞台・天の香具山と磐余」

『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

永井路子・杉本苑子1981「蘇我氏の女人たち」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所1981『奈良県遺跡調査概報1979年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1981『飛鳥京跡関係史料集３－近世地誌篇－』奈良県教育委員会

奈良県立橿原考古学研究所1981『飛鳥京跡関係史料集４－近世地誌篇－』奈良県教育委員会

奈良国立文化財研究所1981『藤原宮木簡２』

奈良国立文化財研究所1981『飛鳥・藤原宮発掘調査概報11』

西宮一民1981 「出雲国造神賀詞に見える「飛鳥乃神奈備」について」『皇学館大学紀要19』

西山夘三1981 「大和棟の民家集落－明日香の建築景観－」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

藤岡謙二郎1981「古代奈良盆地の河川と溜池に関する若干の歴史地理学的問題」『奈良大学紀要 第10号』

星野良作1981 「研究史 壬申の乱（増補版）」吉川弘文館

増田勝彦1981 「高松塚壁画修理雑感」『月刊文化財 第213号』第一法規

守屋太々志1981「高松塚の美女たち」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

横田健一1981 「飛鳥の神々１－神々の囁き」『季刊明日香風 創刊号』飛鳥保存財団

吉田金彦1981 「香具山と飛鳥川（上）―語源からみた万葉の歌枕―」『短歌 28巻11号』角川書店

吉田金彦1981 「香具山と飛鳥川（中）―語源からみた万葉の歌枕―」『短歌 28巻12号』角川書店

和田 萃1981 「今来の双墓をめぐる臆測」『史想 第19号』京都教育大学考古学研究会

昭昭和和5577（（11998822））年年

秋山日出雄1982「飛鳥浄御原宮と飛鳥諸宮」『国文学 第27巻第５号』学燈社

秋山日出雄1982「飛鳥浄御原宮の発掘」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

秋山日出雄1982「飛鳥浄御原宮の発掘②」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

秋山日出雄1982「飛鳥の諸宮」『歴史公論ブックス11 日本の古代都市』雄山閣出版

飛鳥資料館1982『飛鳥の王陵』

飛鳥資料館1982『高松塚拾年』

網干善教1982 「飛鳥の石造遺物」『講座飛鳥の歴史と文学③』駸々堂

網干善教・ＮＨＫ取材班1982『謎の大寺 飛鳥川原寺』日本放送出版協会

有坂隆道1982 『古代史を解くカギ』毎日新聞社

犬養 孝1982 「万葉・飛鳥② 明日香川」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

犬養 孝1982 「万葉・飛鳥③ 多武峰」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団
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犬養 孝1982 「万葉・飛鳥④ さひのくま桧の隈」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

犬養 孝1982 「万葉・飛鳥⑤ 真弓の丘をゆく」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「飛鳥の石造物② 飛鳥の猿石」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「飛鳥の石造物③ 亀石と猿石」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「泥の中の夜明け－飛鳥発掘の足跡」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「黄泉の世界 飛鳥の古墳」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「飛鳥の石造物④ 酒船石」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1982 「飛鳥の石造物⑤ 石人像と須弥山石」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

今尾文昭1982 「飛鳥京－伝承飛鳥板蓋宮をめぐって」

『中国の都城遺跡－日本都城制の源流を探る－』同朋社出版

梅原 猛1982 『飛鳥とは何か』集英社

王 仲殊1982 「高松塚古墳の年代と被葬者について」『橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第８冊』

王 仲殊1982 「海獣葡萄鏡からみた忍壁皇子説」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

大橋一章1982 「百済大寺造営考」『美術史研究 第19冊』早稲田大学美術史学会

勝部明生1982 「もう一面の同型海獣葡萄鏡」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

加藤 優1982 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第4号』木簡学会

門倉 浩1982 「明日香皇女殯宮挽歌考－その表現上の主体について－」

『国文学研究 第81集』早稲田大学出版会

門脇禎二・坪井清足・青山茂1982「歴史的風土－飛鳥」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

亀田修一1982 「百済古瓦考」『百済研究12』忠南大学校

亀田 博他1982「飛鳥京跡」

『大和を掘る－1981年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

亀田 博1982 「飛鳥京跡」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

栢木喜一1982 「幻の両槻宮」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

菊地義裕1982 「木★の宮と神名備－明日香皇女の役割－」『国学院雑誌 84巻７号』

岸 俊男1982 「倭京から平城京へ－生活空間としての『京』－」『国文学 第27巻第５号』学燈社

岸 俊男1982 「日本における『京』の成立」『日本律令国家と東アジア』学生社

岸 俊男1982 「飛鳥と宮都②－謎の倭京－」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

岸 俊男1982 「飛鳥と宮都③－漏刻余論－」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

岸 俊男1982 「飛鳥と宮都④－大匠・倭漢氏－」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

岸 俊男1982 「飛鳥と宮都⑤－漢と呉－」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

北山茂夫・清水克彦1982「飛鳥・白鳳の宮廷歌人」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

木下正史・西口壽生・猪熊兼勝1982「天文観測を兼ねた『楼閣』－消去法により漏剋を立証－」

『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

金 正基1982 「高句麗の先進文化」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

久野健・田村圓澄1982「飛鳥佛教」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

工藤圭章1982 「寂莫の廃寺 山田寺」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

工藤圭章1982 「瑪瑙の礎石 川原寺」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

工藤圭章1982 「聖徳太子と『橘寺』」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

工藤圭章1982 「幻の九重塔 大官大寺」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

斉藤国治1982 『飛鳥時代の天文学』河出書房

斎藤 忠1982 「最も近い隣国 黄金文化の新羅」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

笹山晴生1982 「とぶとりの飛鳥 貴族文化の成立」『国文学 第27巻第５号』学燈社

重松明久1982 「酒船石の図像的研究」『東アジアの古代文化 33号』大和書房

重松明久1982 「酒船石－私考」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

白石太一郎1982「畿内における古墳の終末」『国立歴史民俗博物館研究報告 第１集』国立歴史民俗博物館

千田 稔1982 「倭京・藤原京問題と地名」『地理 1982－７月号』

千田 稔1982 「歴史地理学における『復原』から『意味論』へ－藤原京を事例として－」

『地理の思想』地人書房

寺尾 勇1982 「明日香の『心景』」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団
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直木孝次郎1982「飛鳥－再訪の旅② 歴史の舞台・山田道を行く」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1982「飛鳥－再訪の旅③ 歴史の舞台・久米から葛城」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1982「飛鳥－再訪の旅④ 歴史の舞台・水落遺跡に立って」

『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1982「飛鳥－再訪の旅⑤ 歴史の舞台・豊浦寺と古瓦」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

中西 進1982 「万葉の時代背景」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所1982『飛鳥・磐余地域の終末期古墳と寺院』

奈良県立橿原考古学研究所1982『奈良県遺跡調査概報 1980年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1982『飛鳥・藤原宮発掘調査概報12』

奈良国立文化財研究所1982『史跡飛鳥寺跡現況と保存管理』

福山敏男1982 「『橘寺』研究ノート－創立とその伽藍配置－」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

藤岡謙二郎1982「古代を透視」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

文化庁文化財部監修1982『月刊文化財230号 高松塚』第一法規

身崎 寿1982 「明日香皇女殯宮挽歌試論－その表現の方法をめぐって－」

『文学・語学 93号』日本古典文学会

山崎 馨1982 「越智野と二上山」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

山崎 馨1982 「八釣の里－万葉の故地」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

山崎 馨1982 「竹田の庄－万葉の故地」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

山崎 馨1982 「雲梯と畝傍－万葉の故地」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

大和岩雄1982 「蘇我氏と酒船石」『東アジアの古代文化 31号』大和書房

横田健一1982 「飛鳥の神々２－神々の囁き」『季刊明日香風 第２号』飛鳥保存財団

横田健一1982 「飛鳥の神々３－神々の囁き」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

横田健一1982 「飛鳥の神々４－神々の囁き」『季刊明日香風 第４号』飛鳥保存財団

横田健一1982 「飛鳥の神々５－神々の囁き」『季刊明日香風 第５号』飛鳥保存財団

吉田金彦1982 「香具山と飛鳥川（下）－語源から見た万葉の歌枕－」

『短歌 第29巻第１号』角川文化振興財団

吉野良造1982 「石から絹への道 高松塚衣裳の試作」『季刊明日香風 第３号』飛鳥保存財団

渡瀬昌忠1982 「文学の場としての『島の宮』」『国文学 第27巻第５号』学燈社

昭昭和和5588（（11998833））年年

秋山日出雄1983「飛鳥浄御原宮の発掘③」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

秋山日出雄1983「飛鳥浄御原宮の発掘④」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

秋山日出雄1983「飛鳥浄御原宮の発掘⑤」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

飛鳥国営公園出張所『飛鳥に遊ぶ－歴史が語るもの－』（第２版）

飛鳥資料館1983『渡来人の寺－桧隈寺と坂田寺－』

飛鳥資料館1983『飛鳥の水時計』

明日香村教育委員会1983『飛鳥寺瓦窯の調査』

東 潮 1983 「塚本古墳」

『大和を掘る－1982年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

阿蘇瑞枝1983 「女帝の陵－皇極＝斉明－」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

稲岡耕二1983 「記紀万葉にみる斉明御製の謎」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

犬養 孝1983 「万葉・飛鳥⑥ 大和三山をいく１」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

犬養 孝1983 「万葉・飛鳥⑦ 大和三山をいく２」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

犬養 孝1983 「万葉・飛鳥⑧ 飛鳥から紀へゆく道」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

犬養 孝1983 「万葉・飛鳥⑨ 飛鳥から紀へゆく道２」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

井上 薫1983 「太子と推古女帝－厩戸の呼び名と摂政の解釈－」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1983 「益田岩船考証」『関西大学考古学研究室開設30周年記念 考古学論叢』関西大学

猪熊兼勝1983 「飛鳥の石造物⑥ 飛鳥のメンヒル」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1983 「飛鳥の石造物⑦ 石宝殿と牽牛子塚」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団
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猪熊兼勝1983 「飛鳥の石造物⑧ 文様石と二面石」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝・篁園勝男1983「本居宣長の足跡」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1983 「飛鳥の古墳① 高松塚古墳」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1983 「益田岩船考証」『関西大学考古学研究室開設30周年記念 考古学論叢』関西大学

岩本次郎1983 「古道 飛鳥から難波へ」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

黛 弘道1983 「推古女帝と蘇我氏」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

黛 弘道1983 「蘇我大臣家の滅亡と女帝退場」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

大野達之助1983「聖徳太子の政治思想」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

加藤謙吉1983 『蘇我氏と大和王権』吉川弘文館

加藤允彦1983 「日本庭園成立前後の問題」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所

加藤 優1983 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第5号』木簡学会

加藤 優1983 「奈良・山田寺跡」『木簡研究 第5号』木簡学会

金子裕之1983 「軒瓦製作技法に関する二、三の問題－川原寺式軒丸瓦を中心として－」

亀田隆之1983 「山背大兄皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

亀田 博1983 「飛鳥京跡」

『大和を掘る－1982年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

河上邦彦1983 「都城の初期的展開」『日本歴史考古学を学ぶ 上』有斐閣

川越俊一1983 「大和地方出土の瓦器をめぐる二、三の問題」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所

岸 俊男1983 「飛鳥と宮都⑥－山田寺 宮宅と寺院－」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

岸 俊男1983 「飛鳥と宮都⑦－人口の試算－」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

岸 俊男1983 「飛鳥と宮都⑧－飛鳥川と橋－」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

岸 俊男1983 「飛鳥と宮都⑨－小墾田宮の呉橋－」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

鬼頭清明1983 「推古女帝の居宅－豊浦宮と小墾田宮－」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

木下正史1983 「藤原宮域の開発－宮前身遺構の性格について－」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所

楠元哲夫1983 「藤原京の京域」『橿原市 院上遺跡』奈良県教育委員会

工藤圭章1983 「謎の鞍作三代 坂田寺」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

工藤圭章1983 「義淵ゆかりの岡寺」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

工藤圭章1983 「謎めいた寺跡 定林寺」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

工藤圭章1983 「謎をはらんだ二つの久米寺」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

胡口靖夫1983 「皇極紀の自然関係記事について－史料批判の一試考－」

『古代文化 第35巻第１号』古代学協会

栄原永遠男1983「古道 飛鳥から近江へ」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

重田明久1983 「益田岩船－私考－」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

志田諄一1983 「斉明女帝の政治政策 阿倍比羅夫蝦夷征討の謎－」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

神堀 忍1983 「有馬皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

菅谷文則1983 「飛鳥京跡（伝板蓋宮跡）の敷石と『石上山』砂岩磚」

『関西大学考古学研究室開設30周年記念 考古学論叢』関西大学

鈴木靖民1983 「斉明外交 百済救援」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

武久義彦1983 「飛鳥－その地形的一考察－」『地理 第４巻第３号』古今書院

伊達宗泰1983 「藤原京」『講座考古地理学２ 古代都市』学生社

田村圓澄・門脇禎二1983「激動の飛鳥」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

鶴岡静夫1983 「穴穂部皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

坪井清足1983 「飛鳥寺創建諸説の検討」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所

直木孝次郎1983「飛鳥－再訪の旅⑥ 歴史の舞台・飛鳥寺回顧」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1983「飛鳥－再訪の旅⑦ 歴史の舞台・飛鳥大仏をめぐる史実と虚構」

『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1983「飛鳥－再訪の旅⑧ 歴史の舞台・甘橿岡の政治と宗教」

『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1983「飛鳥－再訪の旅⑨ 歴史の舞台・壬申の乱と飛鳥寺」

『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団
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長 洋一1983 「斉明の行宮 朝倉橘広庭宮をめぐる二つの問題」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

中西 進1983 「大津皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所1983『奈良県遺跡調査概報1981年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1983『奈良県遺跡調査概報1982年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1983『奈良県遺跡調査概報1982年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1983『農村基盤総合整備事業明日香地区試掘調査概報 呉原』明日香村教育委員会

奈良国立文化財研究所1983『飛鳥・藤原宮発掘調査概報13』

奈良国立文化財研究所1983『史跡川原寺跡現況と保存管理』

布目潮風1983 「遣隋使」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

服部伊久男1983「桧前上山遺跡」

『大和を掘る－1982年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川俊幸1983「平田クルマゴエ遺跡」

『大和を掘る－1982年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

原島礼二1983 「推古女帝と飛鳥－豊浦宮即位の意義－」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

原島礼二1983 「皇極女帝と中大兄皇子」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

林 陸朗1983 「古人大兄皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

林屋辰三郎・上田正昭1983「推古登場－飛鳥時代の夜明け」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

日野 昭1983 「蘇我三代」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

藤島亥治郎1983「山田寺東回廊－私見」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

星野良作1983 「大友皇子」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

湊 哲夫1993 「飛鳥浄御原京の基礎的考察」『日本史論叢 第10輯』日本史論叢会

森 郁夫1983 『瓦と古代寺院』六興出版

八木 充1983 「征途の皇女たち」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

山崎 馨1983 「磐余と香具山－万葉の故地」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

山崎 馨1983 「南淵の細川山－万葉の故地」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

山崎 馨1983 「豊浦と逝廻丘－万葉の故地」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

山崎 馨1983 「山田の道－万葉の故地」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

山崎信二1983 「後期古墳と飛鳥白鳳寺院」『文化財論叢』奈良国立文化財研究所

山田英雄1983 「藤原鎌足－実像と虚像－」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

山田慶児1983 「古代の水時計」『自然 1983年３・４月号』中央公論社

横田健一1983 「飛鳥の神々６－神々の囁き」『季刊明日香風 第６号』飛鳥保存財団

横田健一1983 「飛鳥の神々７－神々の囁き」『季刊明日香風 第７号』飛鳥保存財団

横田健一1983 「飛鳥の神々８－神々の囁き」『季刊明日香風 第８号』飛鳥保存財団

横田健一1983 「飛鳥の神々９－神々の囁き」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

和田 萃1983 「古道 飛鳥から吉野へ」『季刊明日香風 第９号』飛鳥保存財団

昭昭和和5599（（11998844））年年

秋山日出雄1984「嶋宮と飛鳥の禁野・禁苑」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

飛鳥資料館1984『小建築の世界』

飛鳥資料館1984『藤原宮－半世紀にわたる調査と研究－』

網干善教1984 「古代における星辰図について－高松塚の星宿図を中心に－」

『橿原考古学研究所論集 第六』吉川弘文館

網干善教1984 「近世紀行文にみえる飛鳥の遺跡」『講座飛鳥の歴史と文学４』駸々堂出版

網干善教1984 「終末期古墳における埋葬主体部の変遷ついて」『関西大学考古学研究室紀要４』

有坂隆道1984 「古代の水時計－飛鳥水落遺跡は水時計の遺跡ではない－」

『講座飛鳥の歴史と文学４』駸々堂出版

有坂隆道1984 「幻の聖なるライン－直木・岸両氏の所説を読んで－」

『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

池田末則1984 「飛鳥地名考」『地名と風土 １号』日本地名研究所
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泉森皎・河上邦彦・伊藤勇輔1984『大和の古墳を語る』六興出版

犬養 孝1984 「万葉／飛鳥 飛鳥から宇陀へ」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

犬養 孝1984 「万葉／飛鳥 飛鳥から伊勢へ」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

犬養 孝1984 「万葉／飛鳥 吉野のくに」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

井上和人1984 「藤原京（新益京）造営に関する諸問題」『佛教芸術 154号』毎日新聞社

井上和人1984 「古代都城制地割再考－藤原京・平城京を中心として－」

『研究論集Ⅶ』奈良国立文化財研究所

井上和人1984 「藤原京－新益京造営に関する諸問題－」『仏教芸術 154号』毎日新聞社

猪熊兼勝1984 「壁画古墳再会」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1984 「飛鳥の古墳③ 続亀虎古墳」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝・渡辺明義1984『日本の美術217 高松塚古墳』至文堂

入江正巳1984 「玄武の頭が見えた」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

上野 理1984 「藤原京の柿本人麻呂－明日香皇子挽歌の方法と世界－」

『早稲田大学大学院文学研究科紀要29』

片山 緑1984 「志貴皇子論－「明日香風」の歌をめぐって－」『語文（日本大学）60』

加藤 優1984 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第6号』木簡学会

亀田 博1984 「飛鳥京跡小考」『橿原考古学研究所論集 第六』吉川弘文館

河上邦彦1984 「草壁皇子の墓？発掘 飛鳥束明神古墳」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

河上邦彦1984 「飛鳥・束明神古墳の調査」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

河上邦彦1984 「束明神古墳の復原実験」『月刊大建協 No.429』大阪建築業協会

関西大学考古学研究室1984「昭和57・58年度測量調査報告－奈良県高市郡明日香村 キトラ古墳・吹山塚の調

査－」『関西大学考古学研究紀要４』

岸 俊男1984 「古墳の位置」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

岸 俊男1984 「継承されていく宮」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

工藤圭章1984 「知られざる飛鳥の寺跡 大野丘の北の塔と和田廃寺」

『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

工藤圭章1984 「十三重石塔のたつ檜隈寺跡」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

工藤圭章1984 「由緒の知られない飛鳥の紀寺」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

西藤清秀1984 「東橘遺跡」

『大和を掘る－1983年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

佐藤武敏1984 「西安出土の和同開珎」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

菅谷文則1984 「嶋宮と遣唐使」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

菅谷文則1984 「推古・舒明の宮」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

菅谷文則他1984「佐田遺跡群」

『大和を掘る－1983年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

伊達宗泰1984 「藤原京」『講座考古地理学 第２巻 古代都市』学生社

坪井清足1984 「掘らずにさぐる地下遺構 探査の技術」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1984「被葬者をめぐって」『季刊明日香風 第10号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1984「鏡－海獣葡萄鏡と三角縁神獣鏡を中心に－」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1984「推古朝以前」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

中川哲舟1984 「萬葉の薬草を尋ねて 甘樫から大宇陀へ」『季刊明日香風 第11号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所1984『奈良県遺跡調査概報1983年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1984『奈良県遺跡調査概報1983年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1984『飛鳥・藤原宮発掘調査概報14』

西口壽生1984 「飛鳥諸宮－飛鳥浄御原宮推定地における最近の調査を中心として－」

『仏教芸術 154号』毎日新聞社

町田 章1984 「中国・朝鮮の壁画墓と高松塚」『日本の美術 第217号』至文堂

水野宏子1984 「柿本人麻呂作品研究－明日香皇女殯宮挽歌を中心に－」

『国文瀬名 ５号』常盤大学短期大学部日本語日本文学会

横田健一1984 「飛鳥の神々 神々の囁き」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団
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和田 萃1984 「百済宮再考」『季刊明日香風 第12号』飛鳥保存財団

和田 萃1984 「チマタと橘」『橿原考古学研究所論集 第七』吉川弘文館

昭昭和和6600（（11998855））年年

青山 茂1985 「持統女帝の吉野行幸へのこだわり」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

青山 茂1985 「持統女帝の吉野行幸へのこだわりＰＡＲＴⅡ」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

秋山日出雄1985「高松塚古墳の被葬者」『末永先生米寿記念献呈論文集 乾』末永先生米寿記念会

浅野 清1985 「寺院遺跡に基く飛鳥の寺々」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

明日香小学校職員一同1985『あすか』明日香村教育委員会

飛鳥資料館1985『大官大寺－飛鳥最大の寺－』

飛鳥資料館1985『日本と韓国の塑像』

明日香村遺跡発掘調査会1985『農村基盤総合整備事業明日香地区試掘調査概要報告 呉原Ⅱ』

阿部乾六1985 「なもで踊り」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

網干善教1985 「飛鳥発掘50年（総論）」『飛鳥の発掘』大阪書店

網干善教1985 「高松塚・マルコ山古墳」『飛鳥の発掘』大阪書店

網干善教1985 「中尾山古墳・牽牛子塚」『飛鳥の発掘』大阪書店

網干善教1985 「飛鳥の保存とその将来」『飛鳥の発掘』大阪書店

網干善教1985 「終末期古墳出土遺物の諸相」『末永先生米寿記念献呈論文集 坤』末永先生米寿記念会

井筒雅風1985 「古代の服飾 弥生から古墳」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

井筒雅風1985 「古代の服飾Ⅱ 飛鳥時代」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

井筒雅風1985 「古代の服飾Ⅲ 飛鳥時代」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

井筒雅風1985 「古代の服飾」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

犬養 孝1985 「万葉／飛鳥 吉野のくに－続－」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

井上和人1985 「飛鳥京域論の検証」『考古学雑誌 第71巻第２号』考古学会

猪熊兼勝1985 「高松塚方形切石の礼拝石説」『末永先生米寿記念献呈論文集 乾』末永先生米寿記念会

猪熊兼勝1985 「中山荘園古墳と八角形墳」『中山荘園古墳発掘調査報告書』宝塚市教育委員会

今泉隆雄1985 「『飛鳥浄御原宮』の宮号について」『日本歴史 第444号』日本歴史学会

今尾文昭1985 「古記録に見る飛鳥猿石の遍歴」『末永先生米寿記念献呈論文集 坤』末永先生米寿記念会

入江正巳1985 「亀虎玄武の復元」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

小川光暘1985 「古代のタタミとムシロ」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

奥山彪生1985 「古京飛鳥 遊楽御膳」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

加藤 優1985 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第7号』木簡学会

門脇禎二1985 「飛鳥悪人伝－東漢直駒－」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

門脇禎二1985 「飛鳥悪人伝Ⅱ－蘇我入鹿－」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

門脇禎二1985 『蘇我蝦夷・入鹿』吉川弘文館

狩野久・木下正史1985『古代日本を発掘する１ 飛鳥藤原の都』岩波書店

狩野 久1985 「坂田寺・檜隈寺」『飛鳥の発掘』大阪書店

栢木喜一1985 「飛鳥の風習 正月行事」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

栢木喜一1985 「飛鳥地名考」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

栢木喜一1985 「飛鳥地名考－飛鳥川沿岸の地名－」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

栢木喜一1985 「飛鳥地名考－地名は移動する－」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

栢木喜一1985 「万葉飛鳥歌枕抄」『万葉15』橿原図書館

川井景一1985 『大和国町村誌（復刻）』名著出版

河上邦彦1985 「飛鳥京二－嶋宮伝承地の調査と理解－」『飛鳥の発掘』大阪書店

河上邦彦1985 「凝灰岩使用の古墳－飛鳥地域に於ける終末期後半の古墳の意義－」

『末永雅雄先生米寿記念献呈論集 乾』末永先生米寿記念会

河上邦彦1985 「束明神古墳・その後」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

鬼頭清明1985 「飛鳥・奈良の遺跡」『国文学 第30巻第13号』学燈社

木下正史1985 「大官大寺」『飛鳥の発掘』大阪書店
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木下正史1985 「時のはじまり」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

清原和義1985 『万葉の歌 人と風土１ 明日香・橿原』保育社

金 達寿1985 「飛鳥の中の朝鮮文化」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

工藤圭章1985 「東西両塔の建つ本薬師寺」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

西藤清秀1985 「西橘遺跡」『大和を掘る－1984年度発掘調査速報－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

佐藤興治1985 「飛鳥寺・川原寺」『飛鳥の発掘』大阪書店

重松明久1985 「酒船石の図像的研究」『古代国家と道教』吉川弘文館

芝 祐靖1985 「飛鳥時代の音楽 その面影をもとめて」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

芝 祐靖1985 「飛鳥時代の音楽 はるかなる歌声」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

芝 祐靖1985 「飛鳥時代の音楽 生き続ける伎楽のエネルギー」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

芝 祐靖1985 「飛鳥時代の音楽 今日に響く古代の音」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

田代克己1985 「発掘からみた飛鳥人の食生活」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

坪井清足1985 『古代日本を発掘する２ 飛鳥の寺と国分寺』岩波書店

坪井清足・岸俊男・門脇禎二1985「これからの飛鳥はどうなる」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1985「飛鳥に於ける古墳立地の企画について」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1985『持統天皇』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所1985『奈良県遺跡調査概報1984年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1985『奈良県遺跡調査概報1984年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1985『飛鳥・藤原宮発掘調査概報15』

林部 均1985 「飛鳥時代の古墳の地域性－特に大和・河内を中心に－」

『橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第11冊』

林部 均1985 「桧前上山遺跡」

『大和を掘る－1984年度発掘調査速報－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

樋口清之1985 「飛鳥の陸内港－海柘榴市－」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

藤井利章1985 「飛鳥京一」『飛鳥の発掘』大阪書店

藤井利章1985 「飛鳥谷古墳集団の復元とその歴史的意義」

『末永先生米寿記念献呈論文集 坤』末永先生米寿記念会

藤原秀憲1985 「古代度量衡 生立ちと変遷」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

星野良史1985 「高市大寺・大官大寺の造営過程」『法政考古学 第10集』法政大学

細身啓三1985 「山田寺」『飛鳥の発掘』大阪書店

本位田菊士1985「斉明紀二年是歳条の、いわゆる狂心渠の工事について－有間皇子謀反事件の背景－」

『古代文化 37巻２号』古代学協会

前園実知雄1985「大和における飛鳥時代の古墳の分布について」

『末永先生米寿記念献呈論文集 坤』末永先生米寿記念会

前田晴人1985 「倭京の実態についての一試論」『続日本紀研究 第240・241号』続日本紀研究会

升田淑子1985 「明日香皇女挽歌考」『学苑 541号』昭和女子大学光葉会

水野正好1985 「古墳時代」『図説発掘が語る日本史 ４近畿編』新人物往来社

水山高幸1985 「飛鳥の地相１ 大和三山の成立」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

光森正士1985 「塼仏雅想観－川原寺裏山より検出された塼仏群－」

『末永先生米寿記念献呈論文集 』末永先生米寿記念会

森 郁夫1985 「飛鳥・奈良時代」『図説発掘が語る日本史 ４近畿編』新人物往来社

八木 充1985 「飛鳥の板蓋宮と浄御原宮」『山口大学文学会志 第35巻』山口大学文学会

横田健一1985 「飛鳥の神々 神々の囁き」『季刊明日香風 第13号』飛鳥保存財団

横田健一1985 「飛鳥の神々 神々の囁き」『季刊明日香風 第14号』飛鳥保存財団

横田健一1985 「飛鳥の神々 神々の囁き」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団

横田健一・福永光司1985「明日香と道鏡」『季刊明日香風 第16号』飛鳥保存財団

渡瀬昌忠1985 「万葉集にみる飛鳥時代の野菜と海藻」『季刊明日香風 第15号』飛鳥保存財団
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昭昭和和6611（（11998866））年年

飛鳥資料館1986『飛鳥寺』

飛鳥資料館1986『飛鳥の石造物』

阿部乾六1986 「水を生で飲むべく」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

阿部乾六1986 「飛鳥坐神社の内と外」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

阿部乾六1986 「飛鳥坐神社の原像」『季刊明日香風 第20号』飛鳥保存財団

阿部義平1986 「新益京について」『千葉史学 ９号』千葉歴史学会

石井繁男1986 『小墾田の宮とその大福説』私家版

犬養 孝1986 『萬葉の風土 続々』塙書房

井上和人1986 「飛鳥京域論の検証」『考古学雑誌 第71巻第２号』日本考古学会

猪熊兼勝1986 「飛鳥の終末期古墳と『王家の谷』－ファイバースコープでキトラ古墳を見る－」

『王権の争奪』集英社

大橋一章1986 「藤原京薬師寺造営考」『論叢 仏教美術史』吉川弘文館

岡 寺1986 『岡寺の霊宝』

小川光暘1986 「飛鳥に描く野外博物館」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

小川光暘1986 「石人男女像と竹取説話」『季刊明日香風 第18号』飛鳥保存財団

小川光暘1986 「飛鳥の雷神と楠木の仏像」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

小澤 毅他1986「飛鳥京跡」

『大和を掘る－1985年度発掘調査速報展Ⅵ－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

門脇禎二1986 「飛鳥悪人伝Ⅲ－蘇我倉山田石川麻呂－」『季刊明日香風 第18号』飛鳥保存財団

門脇禎二1986 「飛鳥悪人伝Ⅳ－逆目王子と天智天皇－」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

亀田 博1986 「明日香村岡の宮殿跡－調査の成果と二・三の問題点－」『古代を考える42』古代を考える会

亀田 博1986 「橘寺」『大和を掘る－1985年度発掘調査速報展Ⅵ－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

栢木喜一1986 「飛鳥地名考－多武峯への道－」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

栢木喜一1986 「飛鳥地名考－土舞台から石舞台へ－」『季刊明日香風 第18号』飛鳥保存財団

栢木喜一1986 「飛鳥地名考－古墳と地名－」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

栢木喜一1986 「飛鳥地名考－続・古墳と地名－」『季刊明日香風 第20号』飛鳥保存財団

河上邦彦1986 「八角形墳の墳丘－その後に考えたこと－」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

河野健三1986 「星の話① 日本古代の暦と時」『季刊明日香風 第19号』飛鳥保存財団

河野健三1986 「星の話② 紫微垣の星と七夕伝説」『季刊明日香風 第20号』飛鳥保存財団

岸 俊男1986 「飛鳥出土の木簡削片」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

岸 俊男1986 「朝堂政治のはじまり」『日本の古代７ まつりごとの展開』中央公論社

木下正史1986 『古代水時計発達史の研究』科学研究費報告書

桜井市教育委員会1986『桜井市吉備遺跡岡崎地区発掘調査概報』

栄原永遠男1986「大和と伊勢を結ぶ道」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

千田 稔1986 「小墾田・飛鳥・橘－槻と橘－」『人文地理学の視圏』大明堂

千田 稔1986 「飛鳥の地理小考」『古代を考える42』古代を考える会

土橋 寛1986 「文学のひろば－飛鳥板蓋宮出土の木簡と万葉集」『文学 第54巻第10号』岩波書店

帝塚山考古学研究所1986『古代の瓦を考える－年代・生産・流通－』

外村 中1986 「明日香村島ノ庄方形池デザインの起源」『造園雑誌 第49巻第５号』日本造園学会

奈良県立橿原考古学研究所1986『奈良県遺跡調査概報1985年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1986『常設展示解説 大和の考古学』

奈良国立文化財研究所1986『飛鳥・藤原宮発掘調査概報16』

西宮一民1986 「記紀の近飛鳥・遠飛鳥と大坂越え・竜田越え」『皇学館大学紀要24』

西 弘海1986 『土器様式の成立とその背景』真陽社

仁藤敦史1986 「嶋宮の伝領過程」『古代史研究 第５号』古代史研究会

橋本義則1986 「朝政・朝儀の展開」『日本の古代７ まつりごとの展開』中央公論社

林部 均1986 「東日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器」『考古学雑誌 第72巻第１号』日本考古学会

樋口清之1986 「飛鳥に流れた水」『季刊明日香風 第20号』飛鳥保存財団

菱田哲郎1986 「畿内の初期瓦生産と工人の動向」『史林 第69巻３号』京都大学史学会
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平野邦雄・門脇禎二1986「大和王権と地方」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

文 化 庁1986 『特別史跡高松塚古墳保存施設概要』

星野良史1986 「百済大寺の創立に関する一考察」『法政大学大学院紀要 第16号』

毎日グラフ編集部1986『毎日グラフ別冊 古代史を歩く１飛鳥』毎日新聞社

松本清張1986 「飛鳥の石造物 石の古代哲学」『季刊明日香風 第18号』飛鳥保存財団

水山高幸1986 「飛鳥の地相Ⅱ 山麓に小さい丘が群がる景色」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

水山高幸1986 「飛鳥の地相Ⅲ 飛鳥の巨石」『季刊明日香風 第18号』飛鳥保存財団

向井毬夫1986 『万葉方位線の発見』六興出版

横田健一1986 「飛鳥の神々 神々の囁き」『季刊明日香風 第17号』飛鳥保存財団

歴史読本編集部1986『歴史読本 通巻438号 特集古代豪族と天皇家の興亡』新人物往来社

和田 萃1986 「飛鳥の諸宮と空間」『古代を考える42』古代を考える会

和田 萃1986 「古代の祭祀と政治」『日本の古代７ まつりごとの展開』中央公論社

昭昭和和6622（（11998877））年年

青木和夫1987 「壬申の乱と飛鳥浄御原宮の歳月」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

飛鳥資料館1987『萬葉の衣食住』

飛鳥資料館1987『壬申の乱』

飛鳥民俗調査会1987『飛鳥の民俗－調査研究報告第一輯－』飛鳥保存財団

明日香村教育委員会1987『明日香村遺跡調査概報 昭和61年度』

阿部乾六1987 「越しの碑文」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

阿部乾六1987 「八釣山の草萌え 弘計皇子神社」『季刊明日香風 第22号』飛鳥保存財団

犬養 孝1987 「悲劇の人 大津皇子」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1987 「高松塚と鬼の雪隠・俎」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

及川道之1987 「明日香川と無常－万葉集における川の文芸性」『日本文学風土学会紀事12』

大脇 潔1987 「飛鳥歴史散歩」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

岡崎晋明1987 「飛鳥前史」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

加藤 優1987 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第9号』木簡学会

加藤 優1987 「奈良・和田廃寺」『木簡研究 第9号』木簡学会

門脇禎二1987 「飛鳥史の諸段階」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

門脇禎二1987 「蘇我氏の登場」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

狩野 久1987 「飛鳥寺と斑鳩寺」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

亀田 博1987 「七世紀後半における宮殿の形態」

『横田健一先生古希記念 文化史論叢 上』横田健一先生古希記念会

亀田 博1987 「橘寺」『大和を掘る－1986年度発掘調査速報－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

亀田 博1987 「平田・キタガワ遺跡」

『大和を掘る－1986年度発掘調査速報－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

栢木喜一1987 「飛鳥地名考－飛鳥に魁る磐余王朝の宮都－」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

栢木喜一1987 「飛鳥地名考－遠つ飛鳥推古朝の宮都－」『季刊明日香風 第22号』飛鳥保存財団

栢木喜一1987 「飛鳥地名考－推古帝小墾田宮の大福説－」『季刊明日香風 第23号』飛鳥保存財団

栢木喜一1987 「飛鳥地名考－聖徳太子の上宮周辺と二つの上宮寺－」

『季刊明日香風 第24号』飛鳥保存財団

河上邦彦1987 「古墳の被葬者を考える１ 草壁皇子と束明神古墳」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

河野健三1987 「星の話③ ベツレヘムの星」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

河野健三1987 「星の話④ 日食と月食」『季刊明日香風 第22号』飛鳥保存財団

河野健三1987 「星の話⑤ 彗星」『季刊明日香風 第23号』飛鳥保存財団

関西大考古学研究室1987「稲淵ムカンダ遺跡発掘調査概報」『関西大学考古学研究紀要５』

岸 俊男1987 「最近発見の飛鳥木簡について」『日本と東アジアの考古学一』橿原考古学研究所友史会

岸 俊男1987 「日本都城制総論」『日本の古代９ 都城の生態』中央公論社
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木原克司1987 「我が国における条坊制都市の成立をめぐって－研究の現状と展望－」

『人文地理 第39巻第５号』人文地理学会

木村康平1987 「『明日香皇女挽歌』論－その表現に即して」『帝京大学文学部紀要（国語国文学）19』

鬼頭清明1987 「蘇我本宗家の滅亡と東アジア」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

木下正史1987 「地中に眠る宮と寺」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

木下正史1987 「飛鳥の諸宮」『古代を考える 宮都発掘』吉川弘文館

斎藤美澄1987 『大和志料 上・下（復刻）』

佐藤興治1987 「藤原宮」『古代を考える 宮都発掘』吉川弘文館

神道大系神社編1987〈翻〉『飛鳥神社史料和州高市郡飛鳥神社縁起・飛鳥社略縁起』

菅谷文則1987 「飛鳥京第Ⅲ期遺構と掘立柱建築の諸条件」

『横田健一先生古希記念 文化史論叢 上』創元社

千田 稔1987 「都城占地の景観を見る」『日本の古代９ 都城の生態』中央公論社

高橋和夫1987 「万葉集にみる京師の発達」『日本文学 第36巻第５号』日本文学協会

帝塚山考古学研究所1987『歴史考古学を考える－古代瓦の生産と流通－』

寺本健三1987 「聖山と亀－飛鳥須弥山石と亀石との関係－」『東アジアの古代文化 52号』大和書房

直木孝次郎1987「日本の古代史第４回 川嶋皇子の悩み」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

並河誠所1987 『大和志（再版）』臨川書店

奈良県立橿原考古学研究所1987『与楽古墳群』

奈良国立文化財研究所1987『飛鳥・藤原宮発掘調査概報17』

奈良国立文化財研究所1987『藤原京右京七条一坊西南坪発掘調査報告』藤原京右京七条一坊発掘調査会

奈良国立文化財研究所1987『藤原京左京二条一坊・同二条二坊発掘調査報告』奈良県教育委員会

花山院親忠1987「明日香川源流 逍遙の記」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

文 化 庁1987 『国宝高松塚古墳壁画－保存と修理－』第一法規

堀池春峰1987 「石川年足と山田寺」『奈良史学 第５号』奈良大学史学会

本田義憲1987 「万葉歌人と飛鳥」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

町田 章1987 「唐代壁画墓と高松塚古墳」『古代東アジアの装飾墓』同朋舎

安井良三1987 「持統天皇の葬礼について」『日本書紀研究 第16冊』塙書房

横田健一・亀井清・下間賴一・谷口敬一郎・山田幸一1987

「謎を追う科学の目 世界の古代と飛鳥」『季刊明日香風 第21号』飛鳥保存財団

横田健一1987 「神々の囁き 飛鳥と河内の神々」『季刊明日香風 第23号』飛鳥保存財団

横田健一1987 「神々の囁き 飛鳥と北陸の神々」『季刊明日香風 第24号』飛鳥保存財団

吉田義孝1987 「藤原京における柿本人麻呂と天武諸皇子」

『国語国文学報 44集』愛知学芸大学国語国文学会

歴史読本編集部1987『歴史読本臨時増刊 通巻465号 特集 天皇陵と宮都の謎』新人物往来社

歴史読本編集部1987『歴史読本臨時増刊 通巻467号 特集 古代謎の人物』新人物往来社

若月義小1987 「阿倍氏の航跡 東北経営と越」『季刊明日香風 第24号』飛鳥保存財団

和田 萃1987 「飛鳥の神々」『古代を考える 飛鳥』吉川弘文館

渡瀬昌忠1987 「人麻呂文学の異空間－飛鳥京時代」『日本の文学1』

昭昭和和6633（（11998888））年年

飛鳥資料館1988『古墳を科学する』

飛鳥資料館1988『聖徳太子の世界』

明日香村1988 『第２次明日香村総合管理計画』

明日香村教育委員会1988『雷丘東方遺跡第３次発掘調査概報』

明日香村教育委員会1988『立部遺跡発掘調査概報』

明日香村教育委員会1988『明日香村遺跡調査概報 昭和62年度』

明日香村1988 『史跡水落遺跡環境整備報告』

網干善教1988 「終末期古墳の諸問題」『シンポジウム 終末期古墳の諸問題』日本考古学協会
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網干善教1988 「高松塚・中尾山古墳にみる中国思想」

『歴史読本臨時増刊 通巻491号 特集 古代天皇家と宗教の謎』新人物往来社

網干善教1988 『飛鳥発掘－成果と展望－』駸々堂出版

泉森 皎1988 「埴輪にかわる木製品出土」『季刊明日香風 第27号』飛鳥保存財団

井上和人1988 「都城の定型化」『季刊考古学 第22号』雄山閣

入江英弥1988 「大和の御田植神事考－飛鳥坐神社おんだを中心に」『国学院大学大学院文学研究科論集15』

江浦 洋1988 「日本出土の統一新羅系土器とその背景」『考古学雑誌 第74巻第２号』日本考古学会

大山誠一1988 『古代国家と大化改新』吉川弘文館

大脇 潔1988 『日本の古寺美術14 飛鳥の寺』保育社

押部佳周1988 「飛鳥京と新益京」『古代史論集 上』塙書房

小川光暘1988 「久米寺と民話」『季刊明日香風 第26号』飛鳥保存財団

小澤 毅1988 「伝承板蓋宮跡の発掘と飛鳥の諸宮」『橿原考古学研究所論集 第九』吉川弘文館

加藤 優1988 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第10号』木簡学会

加藤 優1988 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第10号』木簡学会

門脇禎二1988 「古墳を破壊した大古墳 石舞台」『季刊明日香風 第28号』飛鳥保存財団

亀田 博1988 「飛鳥地域の苑池」『橿原考古学研究所論集 第九』吉川弘文館

亀田 博1988 「アスカとその周辺」『網干善教先生華甲記念 考古学論集』網干善教先生華甲記念会

亀田 博1988 「もう一つの鬼の俎」『青陵 66号』奈良県立橿原考古学研究所

亀田 博1988 「島庄」『大和を掘る－1987年度発掘調査速報展Ⅷ－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

栢木喜一1988 「飛鳥地名考－明日香村島ノ庄の嶋宮址並びにその周辺の地名－」

『季刊明日香風 第25号』飛鳥保存財団

栢木喜一1988 「飛鳥地名考－舒明天皇の高市岡本宮および岡の地名－」

『季刊明日香風 第26号』飛鳥保存財団

河上邦彦1988 「終末期古墳における改葬墓」

『網干善教先生華甲記念 考古学論集』網干善教先生華甲記念会

河上邦彦1988 「大和の横穴式石室の二、三の問題」『橿原考古学研究所論集 第九』吉川弘文館

川越俊一1988 「官庁街のパターン」『季刊考古学 第22号』雄山閣

環境文化研究所1988『歴史的環境保存と地域振興』

岸 俊男1988 『日本古代宮都の研究』岩波書店

岸 俊男1988 『日本古代文物の研究』塙書房

北村憲彦1988 「雷丘東方」

『大和を掘る－1987年度発掘調査速報展Ⅷ－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

北村憲彦1988 「奈良・藤原京左京九条三坊」『木簡研究 第10号』木簡学会

鬼頭清明1988 「藤原京と山・川・池・坂」『国文学 第33巻第１号』学燈社

木下正史1988 「コンピューターで藤原京邸宅を再現」『季刊明日香風 第27号』飛鳥保存財団

木下正史1988 「都市の悩み－藤原京 木簡が語る医療対策」『季刊明日香風 第28号』飛鳥保存財団

木下正史1988 「小治田宮 初めて確認された飛鳥の宮殿」『季刊明日香風 第25号』飛鳥保存財団

木下正史1988 「埋もれていた藤原京の運河」『季刊明日香風 第26号』飛鳥保存財団

河野健三1988 「星の話⑥ 星、月に入る」『季刊明日香風 第25号』飛鳥保存財団

河野健三1988 「星の話（最終回） 高松塚古墳の星」『季刊明日香風 第26号』飛鳥保存財団

宮内庁書陵部1988「天智天皇山科陵の墳丘遺構」『書陵部紀要 第39号』

清水眞一1988 「宮から京ヘ」『季刊考古学 第22号』雄山閣

白石太一郎1988「古墳の終末」『古代を考える 古墳』吉川弘文館

関川尚功1988 「古墳時代の渡来人－大和・河内地域を中心として－」

『橿原考古学研究所論集 第九』吉川弘文館

千田 稔1988 「飛鳥と藤原京の景観復原図－揺れる通説－」『地理 第33巻第６号』

寺本健三1988 「飛鳥石人考－散楽の渡来－」『東アジアの古代文化 第57号』大和書房

土橋 寛1988 「飛鳥という文字」『萬葉集の文学と歴史』塙書房

直木孝次郎1988「小治田宮と小治田宮の位置－雷丘東方遺跡出土の墨書土器をめぐって－」

『今井林太郎先生喜寿記念 国史学論集』今井林太郎先生喜寿記念論文集刊行会
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直木孝次郎1988「日本の古代史最終回 飛鳥寺の造営」『季刊明日香風 第25号』飛鳥保存財団

直木孝次郎1988「高松塚古墳」『季刊明日香風 第27号』飛鳥保存財団

直宮憲一1988 「八角墳再考」『網干善教先生華甲記念 考古学論集』網干善教先生華甲記念会

中山 薫1988 「天武紀にみえる新城について」『続日本紀研究 第259号』続日本紀研究会

奈良県立橿原考古学研究所1988『大和の考古学50年－橿原考古学研究所の歩み－』学生社

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1988『橿原考古学研究所50周年記念特別展 石舞台から藤ノ木古墳』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1988『奈良県立橿原考古学研究所附属博物館総合案内』

奈良国立文化財研究所1988『飛鳥・藤原宮発掘調査概報18』

前園実知雄1988「大和における飛鳥・奈良時代の寺院の分布について」

『橿原考古学研究所論集 第九』吉川弘文館

町田 章1988 「都城の歴史的意義」『季刊考古学 第22号』雄山閣

松本花波子1988「万葉集における飛鳥地方歌」「語学と文学 18号」九州女子大学国語国文学会

森 郁夫1988 「紀氏の寺」『球真能道－巽三郎先生古希記念論集－』巽三郎先生古希記念論集刊行会

森 郁夫1988 「天人塼・鳳凰塼」『歴史学と考古学』高井悌三郎先生喜寿記念事業会

森 浩一1988 「古墳時代の終末と律令制の成立」『日本の古代15 古代国家と日本』中央公論社

山岸常人1988 「宅地と住宅」『季刊考古学 第22号』雄山閣

横田健一1988 「神々の囁き 磐余・耳成の神々」『季刊明日香風 第26号』飛鳥保存財団

吉田 孝1988 『体系日本の歴史 ３古代国家の歩み』小学館

歴史読本編集部1988『歴史読本 通巻474号 特集 大化改新の英雄 藤原鎌足を探る』新人物往来社

和田 萃1988 『体系日本の歴史 ２古墳時代』小学館

和田 萃1988 「飛鳥のチマタ」『橿原考古学研究所論集 第十』吉川弘文館

平平成成元元（（11998899））年年

飛鳥資料館1989『仏舎利埋納』

飛鳥資料館1989『法隆寺金堂壁画 飛天』

明日香村教育委員会1989『明日香村遺跡調査概報 昭和63年度』

大脇 潔1989 『日本の古寺美術14 飛鳥の寺』保育社

岡田英男1989 「飛鳥時代寺院の造営計画」『研究論集Ⅷ』奈良国立文化財研究所

門脇禎二1989 「吉備姫王」『季刊明日香風 第32号』飛鳥保存財団

亀田 博1989 「飛鳥京跡」『大和を掘る－1988年度発掘調査速報－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

木下正史1989 「飛鳥の上水道」『季刊明日香風 第29号』飛鳥保存財団

木下正史1989 「古代飛鳥の饗宴場－石神遺跡の発掘－」『季刊明日香風 第30号』飛鳥保存財団

木下正史1989 「飛鳥の都づくり－大がかりだった土木工事－」『季刊明日香風 第31号』飛鳥保存財団

総理府・奈良県1989『明日香村住民意識調査報告書』

立木 修1989 「藤原宮出土の薬物木簡と古代医療の一側面－７・８世紀における石薬使用の可能性をめぐっ

て－」『古代文化 第41巻第12号』古代学協会

豊岡卓之1989 「越智城」

『大和を掘る－1988年度発掘調査速報展Ⅸ－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

奈良県立橿原考古学研究所1989『奈良県遺跡調査概報1986年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1989『奈良県遺跡調査概報1988年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1989『奈良県遺跡調査概報1988年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1989 『飛鳥・藤原宮発掘調査概報19』

日本考古学協会1989『シンポジウム青銅器の生産・終末期古墳の諸問題』学生社

橋本義則1989 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第11号』木簡学会

橋本義則1989 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第11号』木簡学会

町田章編1989 『古代史復元８古代の宮殿と寺院』講談社

横田健一1989 「甘樫坐神社と盟神探湯」『季刊明日香風 第29号』飛鳥保存財団

横田健一1989 「南渕請安」『季刊明日香風 第31号』飛鳥保存財団

和田晴吾1989 「畿内・横口式石槨の諸類型」『立命館史学 10号』立命館史学会
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平平成成２２（（11999900））年年

飛鳥資料館1990『日本書紀を掘る』

明日香村教育委員会1990『明日香村遺跡調査概報 平成元年度』

明日香村教育委員会1990『明日香村橘 史跡橘寺境内水路整備事業事前発掘調査報告書』

明日香村教育委員会1990『史跡マルコ山古墳環境整備事業に伴う事前発掘調査概要報告』

荒木敏夫1990 「なぜ女帝が即位したのか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

猪熊兼勝1990 「飛鳥寺の舎利容器」『佛教芸術 第188号』毎日新聞社

橿原市教育委員会1990『平成元年度 藤原京右京十二条四坊・棗山古墳発掘調査概報』

門脇禎二1990 「蘇我氏物語－造前の絵と仏像台座裏の文字－」『季刊明日香風 第36号』飛鳥保存財団

狩野 久1990 『日本古代の国家と都城』東京大学出版会

亀田 博1990 「古代の宮都はなぜ移動したのか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

河上邦彦1990 「総論」『古墳時代の研究10 地域の古墳Ⅰ西日本』雄山閣

北村文治1990 『大化改新の基礎的研究』吉川弘文館

木下正史1990 「幻の大寺“奥山久米寺”金堂跡の発掘－高市郡明日香村奥山－」

『季刊明日香風 第33号』飛鳥保存財団

木下正史1990 「特異な門－特別史跡山田寺南門の発掘－」『季刊明日香風 第34号』飛鳥保存財団

木下正史1990 「藤原宮の役所を掘る」『季刊明日香風 第35号』飛鳥保存財団

木下正史1990 「飛鳥の道を掘る」『季刊明日香風 第36号』飛鳥保存財団

倉本一宏1990 「壬申の乱はなぜ起こったのか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

斎藤 忠1990 「稲淵龍福寺の石造層塔」『季刊明日香風 第35号』飛鳥保存財団

桜井市文化財協会1990『桜井市内埋蔵文化財1989年度発掘調査報告書１』

桜井 満1990 「飛鳥の神奈備山」『美夫君志 第41号』美夫君志会

佐藤宗諄1990 「大化改新はあったのだろうか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

白石太一郎1990「古墳の被葬者はわかるのだろうか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

千田 稔1990 『日本文明史３ 宮都の風光』角川書店

竹澤 勉1990 『新益京と四大神』大和書房

辻 維周1990 「飛鳥猿石と古事記－ラーマーヤナ物語のルーツを探る」

『文学・語学 126号』全国大学国語国文学会

土橋 寛1990 「“飛鳥”という文字」『万葉 20』橿原図書館

直木孝次郎1990『飛鳥－その光と影－』吉川弘文館

直木孝次郎1990「持統天皇と参謀」『季刊明日香風 第33号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所1990『発掘された古代の苑池』学生社

奈良県立橿原考古学研究所1990『奈良県遺跡調査概報1987年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1990『奈良県遺跡調査概報1987年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1990『奈良県遺跡調査概報1989年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1990 『飛鳥・藤原宮発掘調査概報20』

西本昌弘1990 「天武紀の新城と藤原京」『信濃 第42巻第４号』信濃史学会

橋本義則1990 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第12号』木簡学会

橋本義則1990 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第12号』木簡学会

橋本義則1990 「奈良・山田寺跡」『木簡研究 第12号』木簡学会

平館英子1990 「明日香皇女挽歌の表現と構想」『万葉 137号』万葉学会

前園實知雄1990「古墳はなぜ造られなくなったか」『争点日本の歴史２ 古代編Ⅰ』新人物往来社

山中 章1990 「古代都城の交通－交差点からみた条坊の機能－」

『考古学研究 第37巻第１号』考古学研究会

横田健一1990 「火葬の始まりと飛鳥－道照と栗原－」『季刊明日香風 第34号』飛鳥保存財団

平平成成３３（（11999911））年年

飛鳥資料館1991『飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察』

飛鳥資料館1991『飛鳥の源流』
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明日香村教育委員会1991『明日香村遺跡調査概報 平成２年度』

明日香村教育委員会1991『村道平田阿部山線改良工事に先立つ発掘調査概要』

網干善教1991 「飛鳥京・藤原京に関する一考察」『日本文化史論集』同朋社

泉森 皎1991 「明日香野口 カシノ尾遺跡の『石列』について」『季刊明日香風 第38号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1991 「天武天皇陵」『東アジアの古代文化』大和書房

上野 誠1991 「天武天皇殯宮の芸能－王権・儀礼・文学－」『芸能史研究 第113号』芸能史研究会

大脇 潔1991 「新益京の建設」『新版古代の日本 第６巻近畿Ⅱ』角川書店

大脇 潔1991 「丸瓦の製作技術」『研究論集Ⅸ』奈良国立文化財研究所

橿 原 市1991 『よみがえる藤原宮と京－建都1300年にむけて－』

橿原市教育委員会1991『平成2年度 坪井遺跡・興善寺跡発掘調査概報』

岸 俊男1991 「飛鳥地方の宮と万葉歌」『古代史からみた万葉歌』学生社

木下正史1991 「橋か厠（川屋）か－謎の構築物－」『季刊明日香風 第37号』飛鳥保存財団

木下正史1991 「飛鳥の邸宅」『季刊明日香風 第38号』飛鳥保存財団

木下正史1991 「藤原京の市」『季刊明日香風 第39号』飛鳥保存財団

木下正史1991 「新益京の謎」『季刊明日香風 第40号』飛鳥保存財団

倉本一宏1991 「壬申の乱と蘇我氏」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

斎藤 忠1991 「古代の朝鮮半島と日本との関係について」『季刊明日香風 第39号』飛鳥保存財団

阪口俊幸1991 「奈良・藤原京跡右京七条二坊」『木簡研究 第13号』木簡学会

志田諄一1991 「蘇我氏の出自と発祥地」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

末永雅雄1991 『末永雅雄著作集３ 飛鳥京調査と古墳』雄山閣

千田 稔1991 『古代日本の歴史地理学的考察』岩波書店

千田 稔1991 「古代朝鮮の王京と藤原京－中国型都城成立の契機－」『古代の日本と東アジア』小学館

遠山美都男・志水正司1991「馬子と聖徳太子」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所1991『奈良県遺跡調査概報1990年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1991『飛鳥・藤原宮発掘調査概報21』

奈良国立文化財研究所1991『藤原宮と京（展示案内）』

野田浩子1991 「特集・後期万葉 暁の夢・家刀自の室寿

－『或る本、藤原京より寧楽宮に遷れる時の歌』試解」『古代文学 30号』古代文学会

野々山三枝1991「今井邦子と『明日香』」『学苑 615号』昭和女子大学内光葉会

橋本義則1991 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第13号』木簡学会

橋本義則1991 「奈良・山田道跡」『木簡研究 第13号』木簡学会

橋本義則1991 「奈良・山田寺跡」『木簡研究 第13号』木簡学会

藤井一二1991 『和同開珎』中公新書

前田明久1991 「渡来人と蘇我氏」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

前之園亮一1991「蘇我氏の同族」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

増田一裕1991 「見瀬丸山古墳の被葬者－檜隈・身狭地域所在の大王墓級古墳を中心として－」

『古代学研究 124・125号』古代学研究会

黛 弘道1991 「古代国家と蘇我氏」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

村尾次郎1991 「飛鳥の音楽」『芸林 第40巻第２号』藝林会

森 郁夫1991 『続・瓦と古代寺院』六興出版

毛利光俊彦1991「古代都城と寺院」『古代の寺を考える－年代・氏族・交流－』帝塚山考古学研究所

山尾幸久1991 「蘇我氏の発展」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

山本忠尚1991 「軒平瓦の創作」『研究論集Ⅸ』奈良国立文化財研究所

横田健一1991 「飛鳥時代の水軍－同時代の外国水軍との比較－」『季刊明日香風 第37号』飛鳥保存財団

横田健一1991 「川原寺と水主皇女」『季刊明日香風 第40号』飛鳥保存財団

横田健一1991 「蘇我本宗家の滅亡と大化改新」『古代を考える 蘇我氏と古代国家』吉川弘文館

吉田義孝1991 「柿本人麻呂と藤原京－天武諸皇子への献呈儀礼歌を中心に」

『岐阜女子大学国文学会誌 20号』
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平平成成４４（（11999922））年年

青木和夫1992 「浄御原令と古代官僚制」『日本律令国家論攷』岩波書店

飛鳥国営公園出張所1992『飛鳥に遊ぶ－歴史が語るもの－』（第３版）

明日香小学校職員一同1992『あすか』明日香村教育委員会

飛鳥資料館1992『高松塚壁画の新研究』

飛鳥資料館1992『飛鳥の工房』

明日香村教育委員会1992『明日香村遺跡調査概報 平成３年度』

明日香村教育委員会1992『村道平田阿部山線改良工事に先立つ発掘調査概要２』

泉森 皎1992 「酒船石北遺跡の調査」『季刊明日香風 第44号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝1992 「見瀬丸山古墳の被葬者」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

今泉隆雄1992 「飛鳥の須彌山と斎槻」『東北大学文学部研究年報 第41号』

今尾文昭1992 「高松塚古墳四神をめぐる動静」

『高句麗の都城遺跡と古墳－日本都城制の源流を探る－』同朋社出版

大脇 潔1992 「白鳳の伽藍 本薬師寺を掘る」『季刊明日香風 第44号』飛鳥保存財団

橿原市教育委員会1992『平成3年度 藤原京左京二条四坊 興善寺跡(第2次)

棗山古墳(第2次) 藤原京左京十一条一坊発掘調査概報』

橿原市千塚博物館1992『橿原の飛鳥・白鳳時代寺院』

門脇禎二1992 「飛鳥悪人伝Ⅴ 笠臣垂」『季刊明日香風 第44号』飛鳥保存財団

河上邦彦1992 「終末期古墳とその背景」『古墳時代の研究12－古墳の造られた時代－』雄山閣

鬼頭清明1992 『古代宮都の日々』校倉書房

木下正史1992 「藤原宮その後」『季刊明日香風 第41号』飛鳥保存財団

黒岩重吾1992 「飛鳥の政争史」『季刊明日香風 第42号』飛鳥保存財団

黒崎 直1992 「坂田寺跡を掘る－最近の発掘成果から－」『季刊明日香風 第42号』飛鳥保存財団

古代の土器研究会1992『古代の土器１ 都城の土器集成』

清水眞一1992 「ガラス小玉鋳型についての一考察」『考古学と生活文化』同志社大学

塚口義信1992 「百済大寺に関する基礎的考察－『大安寺伽藍縁起并流記資材帳』所載の焼失記事を中心とし

て－」『続日本紀研究 第18冊』塙書房

坪井清足・坂田俊文・猪熊兼勝1992

「見瀬丸山古墳の検討」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

奈良県立橿原考古学研究所1992『奈良県遺跡調査概報1991年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1992『飛鳥・藤原宮発掘調査概報22』

奈良国立文化財研究所1992『藤原京跡の便所遺構－右京七条一坊西北坪－』

仁藤敦史1992 「倭京から藤原京へ－律令国家と都城制－」

『国立歴史民俗博物館研究報告 第45集』国立歴史民俗博物館

橋本義則1992 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第14号』木簡学会

橋本義則1992 「奈良・飛鳥池遺跡」『木簡研究 第14号』木簡学会

林部 均1992 「奈良・四条遺跡」『木簡研究 第14号』木簡学会

林部 均1992 「律令国家と畿内産土師器－飛鳥・奈良時代の東日本と西日本－」

『考古学雑誌 第77巻第４号』日本考古学会

林部 均1992 「西日本出土の飛鳥・奈良時代の畿内産土師器」『考古学研究 第39巻第３号』考古学研究会

堀田啓一1992 「絵図にみる見瀬丸山古墳」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

前田晴人1992 「倭京・藤原京の市について」『歴史と地理 第445号』山川出版

水野正好・都出比呂志・和田晴吾・猪熊兼勝1992

「座談会 見瀬丸山古墳と天皇陵」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

安田龍太郎1992「藤原京の土器」『古代の土器研究－律令的土器様式の西東－』古代の土器研究会

安本美典1992 「欽明天皇陵の再検討」『季刊邪馬台国 第48号』梓書院

山中 章1992 「古代都城の内郭構造をもつ宅地利用」『長岡京古文化論叢Ⅱ』中山修一先生喜寿記念事業会

山中 章1992 「古代条坊制論」『考古学研究 第38巻第４号』考古学研究会

山本忠尚1992 「奥山廃寺出土の軒丸瓦」『季刊明日香風 第43号』飛鳥保存財団

横田健一1992 「橘寺－特に野中寺弥勒坐像台座銘文－について」『季刊明日香風 第43号』飛鳥保存財団
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吉田健司1992 「石室写真発見の経緯」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

歴史読本編集部1992『歴史読本 通巻571号 特集 天皇陵 道なる遺産』新人物往来社

歴史読本編集部1992『別冊歴史読本特別増刊 第17巻第16号 古代王朝 血の争乱』新人物往来社

和田晴吾1992 「見瀬丸山古墳の石棺」『季刊考古学別冊２ 見瀬丸山古墳と天皇陵』雄山閣

平平成成５５（（11999933））年年

相原嘉之1993 「倭京の実像－飛鳥地域における京の成立過程－」『紀要 第６号』滋賀県文化財保護協会

明日香村教育委員会1993『明日香村遺跡調査概報 平成４年度』

明日香村教育委員会1993『立部地内遺跡群発掘調査概報』

阿部義平1993 「藤原京以降の都城はなぜ条坊制をもつのか」

『新視点日本の歴史 第３巻古代編Ⅱ』新人物往来社

荒木敏夫1993 「聖徳太子はなぜ即位できなかったか」『新視点日本の歴史 第２巻古代編Ⅰ』新人物往来社

泉森 皎1993 「明日香村紀寺跡の調査」『季刊明日香風 第46号』飛鳥保存財団

今泉隆雄1993 「日本古代における漏刻と時刻制の成立」『文化における時間意識』角川書店

今泉隆雄1993 『古代宮都の研究』吉川弘文館

上野 誠1993 「王権の論理」『万葉集の民俗学』桜楓社

牛川喜幸1993 『古代庭園の研究－水をめぐる造形の系譜－』私家書

太田三喜1993 「豊浦寺の瓦」『天理参考館報 第６号』天理参考館

大脇 潔1993 「朝風廃寺の再発見」『季刊明日香風 第48号』飛鳥保存財団

大脇 潔1993 「忘れられた寺－青木廃寺と高市皇子－」

『翔古論聚 久保哲三先生追悼論文集』久保哲三先生追悼論文集刊行会

小澤 毅1993 「平城宮中央区大極殿地域の建築平面について」『考古論集』潮見浩先生退官記念事業会

橿原市教育委員会1993『平成4年度 田中廃寺 藤原京跡発掘調査概報』

河上邦彦1993 「横穴式石室の問題」『季刊考古学 第45号』雄山閣

川越俊一1993 「飛鳥池遺跡の発掘調査－ガラス関係遺物を中心に－」

『季刊明日香風 第45号』飛鳥保存財団

岸 俊男1993 『日本の古代宮都』岩波書店

北村優季1993 「条坊の論理－日本の古代都市論覚書－」『日本律令制論集 上』吉川弘文館

木下正史1993 『飛鳥・藤原の都を掘る』吉川弘文館

久野 健1993 「飛鳥・白鳳仏と渡来系工人」『日本人と日本文化の形成』朝倉書店

倉本一宏1993 「『大神は神ににしませば』の歴史的意義は何か」

『新視点日本の歴史 第２巻古代編Ⅰ』新人物往来社

黒崎 直1993 「発掘された古代のトイレ跡と寄生虫卵」『季刊明日香風 第46号』飛鳥保存財団

斎藤 忠1993 「古代朝鮮の寺院と飛鳥時代の寺院」『季刊明日香風 第46号』飛鳥保存財団

栄原永遠男1993『日本古代銭貨流通史の研究』塙書房

栄原永遠男1993「和同開珎はなぜ発行されたか」『新視点日本の歴史 第３巻古代編Ⅱ』新人物往来社

佐原 真1993 「竹原古墳と高松塚古墳の絵を比べる－装飾古墳壁画の２つの様式－」

『装飾古墳の世界』国立歴史民俗博物館

白石太一郎1993「新しい壁画古墳－高松塚の世界－」『装飾古墳の世界』国立歴史民俗博物館

関川尚功1993 「飛鳥・藤原京をめぐる遺跡と古墳群」

『関西大学考古学研究室開設四拾周年記念 考古学論叢』関西大学

竹田政敬・和田萃1993「奈良・藤原京右京五条四坊」『木簡研究 第15号』木簡学会

寺岡 洋1993 「明日香酒船石北遺跡」『溝婁（コル）第４号』古代山城研究会

遠山美都男1993『大化改新』中央公論社

冨岡泰代1993 「明日香皇女殯宮挽歌論」『香川大学国文研究18』香川大学国文学会

奈良県立橿原考古学研究所1993『奈良県遺跡調査概報1992年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1993『聖徳太子の時代－変革と国際化のなかで－』

奈良国立文化財研究所1993 『飛鳥・藤原宮発掘調査概報23』

奈良国立文化財研究所1993 『四十年の春秋－奈良国立文化財研究所40周年記念図録－』
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納谷守幸1993 「酒船石北遺跡」

『大和を掘る－1992年度発掘調査速報展13－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西口壽生1993 「飛鳥・藤原地域出土須恵器」

『古代の土器研究－律令的土器様式の西東２－』古代の土器研究会

西口壽生1993 「飛鳥・藤原宮跡の墨書土器」『月刊文化財 362号』第一法規

仁藤敦史1993 「皇子宮の経営－大兄と皇弟－」『国立歴史民俗博物館研究報告 50集』

橋本義則1993 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第15号』木簡学会

花谷 浩1993 「寺の瓦作りと宮の瓦作り」『考古学研究 第40巻第２号』考古学研究会

林部 均1993 「藤原京の周辺でみつかる条坊遺構について」

『関西大学考古学研究室開設四拾執念記念 考古学論叢』関西大学

林部 均1993 「大化改新は古墳の終末にどんな意味をもつか」

『新視点日本の歴史 第２巻古代編Ⅰ』新人物往来社

林部 均1993 「飛鳥京跡129次」

『大和を掘る－1992年度発掘調査速報展13－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

林部 均他1993「紀寺跡」

『大和を掘る－1992年度発掘調査速報展13－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

増田一裕1993 「見瀬丸山古墳の被葬者はだれか」『新視点日本の歴史 第２巻古代編Ⅰ』新人物往来社

湊 哲夫1993 「飛鳥浄御原京再論」『立命館文学 第532号』立命館大学人文学会

山尾幸久1993 「大化年間の京師と畿内－改新詔の検討その１－」『立命館文学 第528号』立命館大学

山本忠尚1993 「飛鳥の敷石遺構」『季刊明日香風 第47号』飛鳥保存財団

歴史読本編集部1993『天皇陵総覧』新人物往来社

和田 萃1993 「宣長の歩いた飛鳥」『季刊明日香風 第47号』飛鳥保存財団

平平成成６６（（11999944））年年

相原嘉之1994 「藤原京から新益京へ－その京域をめぐる諸問題－」『文化財学論集』文化財学論集刊行会

飛鳥資料館1994『飛鳥のーと－最近の調査から－』

明日香村教育委員会1994『明日香村遺跡調査概報 平成５年度』

明日香村教育委員会1994『西橘遺跡発掘調査概報』

明日香村教育委員会1994『飛鳥・川原地内遺跡群発掘調査概報』

網干善教1994 「山田寺竣成の経緯に関する考察」『橿原考古学研究所論集第十二』吉川弘文館

猪熊兼勝1994 『飛鳥の古墳を語る』吉川弘文館

今尾文昭1994 「新益京の鎮祭と横大路の地鎮め遺構」『考古学と信仰』同志社大学考古学研究室

上田正昭1994 「仏教と僧尼－仏教公伝年をめぐって－」『季刊明日香風 第51号』飛鳥保存財団

江浦 洋1994 「海をわたった新羅の土器－土器からみた古代日羅交流の考古学的研究－」

『古代王権と交流５ ヤマト王権と交流の諸相』名著出版

大脇 潔1994 「飛鳥時代初期の同笵軒丸瓦－蘇我氏の寺を中心として－」

『古代 第97号』早稲田大学考古学会

大脇 潔1994 「飛鳥の渡来系氏族と古代寺院」『渡来系氏族と古代寺院』帝塚山考古学研究所

大脇 潔1994 「白鳳の伽藍Ⅱ 本薬師寺を掘るⅡ－中門と回廊の調査から－」

『季刊明日香風 第52号』飛鳥保存財団

小笠原好彦1994「飛鳥石敷考」『日本考古学 第１号』日本考古学協会

奥田 尚1994 「日本書紀に出てくる石」『地学研究 第43巻１号』日本地学研究会

橿原市教育委員会1994『平成5年度 和田廃寺 藤原京跡発掘調査概報』

勝部明生1994 「同笵海獣葡萄鏡について－高松塚古墳出土鏡グループの位置づけ－」

『橿原考古学研究所論集 第十二』吉川弘文館

門脇禎二1994 『飛鳥古京－古代びとの舞台－』吉川弘文館

門脇禎二1994 「飛鳥悪人伝 『悪』の基準」『季刊明日香風 第50号』飛鳥保存財団

金子裕之1994 「藤原京」『季刊考古学別冊５ 古代都市文化と考古学』雄山閣

金子裕之1994 「山に昇る魂－藤原京の葬送地－」『季刊明日香風 第50号』飛鳥保存財団

- 31 -



- 36 -

亀田修一1994 「瓦から見た畿内と朝鮮半島」『古代王権と交流５ ヤマト王権と交流の諸相』名著出版

亀田 博1994 「豊浦寺金堂跡の調査」『季刊明日香風 第50号』飛鳥保存財団

亀田 博1994 「もう一つの鬼の俎・雪隠」『季刊明日香風 第51号』飛鳥保存財団

亀田 博1994 「金塚と岩屋山古墳」『季刊明日香風 第52号』飛鳥保存財団

亀田 博1994 「文武陵」『季刊明日香風 第53号』飛鳥保存財団

河上邦彦1994 「両槻宮と酒船石北西の石垣について」『橿原考古学研究所論集 第十二』吉川弘文館

川越俊一1994 「飛鳥寺南方遺跡の発掘調査－飛鳥の水路について－」

『季刊明日香風 第49号』飛鳥保存財団

木下正史1994 「飛鳥の都市景観－宮宅の分布と立地－」

『日本と世界の考古学－現代考古学の展開－』雄山閣

木下正史1994 「飛鳥から藤原京へ」『都と村（古代文学講座）3』勉誠社

清原和義1994 「明日香への幻想」『都と村（古代文学講座）3』勉誠社

宮内庁書陵部1994「畝傍陵墓参考地石室内現況調査報告」『宮内庁書陵部紀要 第45号』

黒岩重人1994 「藤原京出土木簡と陰陽五行」『東アジアの古代文化 80号』大和書房

黒崎 直1994 「初めて確認された藤原宮の石敷遺構－藤原宮跡における最近の調査から－」

『季刊明日香風 第51号』飛鳥保存財団

古代の土器研究会1994『古代の土器３ 都城の土器集成Ⅲ』

桜井市文化財協会1994『桜井市内埋蔵文化財1992年度発掘調査報告書２－谷遺跡第５次調査－』

桜井市文化財協会1994『桜井市内埋蔵文化財1993年度発掘調査報告書』

清水昭博1994 「豊浦寺跡」

『大和を掘るⅩⅣ－1993年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所博物館

菅谷文則・竹田正則1994『日本の古代遺跡７ 奈良飛鳥』保育社

磚槨墳研究会1994『舞谷古墳群の研究』

舘野和己1994 「古代都市－宮から京へ－」『日本の古代国家と城』新人物往来社

塚口義信1994 「大化の新政府と終末期古墳－いわゆる大化の薄葬令と終末期古墳－」

『堺女子短期大学紀要 第29号』愛泉学会

土橋 寛1994 『持統天皇と藤原不比等－日本古代史を規定した盟約－』中央公論社

露口真広・橋本義則1994「奈良・藤原京跡右京九条四坊」『木簡研究 第16号』木簡学会

奈良県立橿原考古学研究所1994『奈良県遺跡調査概報1993年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1994『飛鳥・藤原宮発掘調査概報24』

納谷守幸1994 「橘寺旧境内」

『大和を掘るⅩⅣ－1993年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所博物館

納谷守幸・橋本義則1994「奈良・定林寺北方遺跡」『木簡研究 第16号』木簡学会

橋本義則1994 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第16号』木簡学会

花谷 浩1994 「奈良県明日香村飛鳥池の工房跡」『考古学ジャーナル N0.372』ニューサイエンス社

花谷 浩1994 「飛鳥の銅工房」『月刊文化財 374号』第一法規

林部 均1994 「律令国家と土器の移動－飛鳥・奈良時代の畿内産土師器研究の現状と今後－」

『古代王権と交流５ヤマト王権と交流の諸相』名著出版

林部 均1994 「奈良・飛鳥京跡」『木簡研究 第16号』木簡学会

菱田哲郎1994 「瓦頭文様の創出と７世紀の仏教政策」

『古代王権と交流５ ヤマト王権と交流の諸相』名著出版

前田達男1994 「終末期古墳における立地形態の共通性とその意義」

『牟田祐二君追悼論集』牟田祐二君追悼論集刊行会

三浦邦夫1994 「仮名草子『飛鳥川』の性格」『近世初期文芸 11号』

本中 眞1994 『日本古代の庭園と景観』吉川弘文館

森 公章1994 「長岳寺の奈良時代層塔の笠石と竹野王塔」『史迹と美術 64巻４号』史迹・美術同好会

吉野裕子1994 「藤原京右京区出土木簡の推理」『東アジアの古代文化 80号』大和書房
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平平成成７７（（11999955））年年

相原嘉之1995 「飛鳥地域における地震の痕跡－酒船石遺跡と白鳳南海地震－」

『古代学研究 第131号』古代学研究会

相原嘉之1995 「酒船石遺跡」

『大和を掘るⅩⅤ－1994年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所博物館

飛鳥資料館1995『古代の形』

飛鳥資料館1995『蘇我三代』

飛鳥保存財団1995『飛鳥地方の活性化に関する調査報告書』

石川千恵子1995「高市皇子殯宮考－城上と木上－」『日本古代国家の展開 下巻』思文閣出版

猪熊兼勝1995 「飛鳥時代の天皇陵の成立序説」『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

上田正昭1995 「太上天皇の登場」『季刊明日香風 第56号』飛鳥保存財団

上野 誠1995 「万葉カムナビ考－古代宮都とカムナピ信仰の起伏－」『山岳修験 第15号』日本山岳修験会

上野 誠1995 「香具山宮と城上宮－『殯宮之時』挽歌と殯宮設営地－」『万葉 第155号』万葉学会

太田三喜1995 「伝・飛鳥寺の出土の瓦」『天理参考館報 第８号』天理参考館

大脇 潔1995 「吉備寺はなかった－『京内廿四寺』の比定に関連して－」

『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

大脇 潔1995 「大安寺１－百済大寺から大官大寺へ－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

大脇 潔1995 「寺院址調査の成果と課題－飛鳥地域を中心に－」『展望考古学』考古学研究会

小笠原好彦1995「七世紀の都城制研究の現状と課題」『展望考古学』考古学研究会

岡田重弘1995 「和同開珎銀銭について」『郵政考古紀要 第21号』大阪郵政考古学会

奥田 尚1995 「塔心礎の石種－古代河内・大和の寺院を中心として－」

『古代学研究 第131号』古代学研究会

奥田 尚1995 「終末期古墳の石材」『古代学研究 第132号』古代学研究会

小澤 毅1995 「小墾田宮・飛鳥宮・嶋宮－七世紀の飛鳥地域における宮都空間の形成－」

『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

橿原市教育委員会1995『平成6年度 藤原京跡・中曽司遺跡発掘調査概報』

金子裕之1995 「藤原京は手狭だったか」『季刊明日香風 第55号』飛鳥保存財団

亀田修一1995 「日韓古代山城比較試論」『考古学研究 第42巻第３号』考古学研究会

亀田 博1995 「文武陵」『季刊明日香風 第53号』飛鳥保存財団

亀田 博1995 「細川谷古墳群」『季刊明日香風 第54号』飛鳥保存財団

亀田 博1995 「酒船石の用途についての臆測」『季刊明日香風 第55号』飛鳥保存財団

亀田 博1995 「明日香の近世の石造物」『季刊明日香風 第56号』飛鳥保存財団

亀田 博1995 「泗泚と飛鳥の比較試論」『考古学論攷 第19冊』奈良県立橿原考古学研究所

亀田 博1995 「興福寺－幻の山階寺・厩坂寺－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

亀田 博1995 「豊浦寺跡－最古の尼寺－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

河上邦彦1995 『後・終末期古墳の研究』雄山閣出版

河上邦彦1995 「川原寺下層出土の土器」『青陵 89号』奈良県立橿原考古学研究所

川越俊一1995 「雷丘北方遺跡の調査」『季刊明日香風 第53号』飛鳥保存財団

川越俊一1995 「雷丘周辺の遺跡」『季刊明日香風 第56号』飛鳥保存財団

関西大学地理学教室1995「両槻宮と古代山城」『奈良県明日香村の地理』関西大学

木下正史1995 「飛鳥の上水道」『日本古代国家の展開 下巻』思文閣出版

木村紀子1995 「あかねさす紫・うちひさす宮－万葉歌ことばと明日香の先端技術」

『叙説 22号』奈良女子大学国語国文学会

黒崎 直1995 「藤原宮の井戸」『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

黒崎 直1995 「藤原京跡の発掘あれこれ」『季刊明日香風 第54号』飛鳥保存財団

黒瀬之恵1995 「宮の伝領について」『白山史学 第31号』東洋大学白山史学会

倉持しのぶ1995「人麻呂『明日香皇女殯宮挽歌』試論」『国語国文研究 99号』北海道大学国文学会
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木場幸弘1995 「越智城跡」

『大和を掘るⅩⅤ－1994年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

斉藤国治1995 『日本・中国・朝鮮古代時刻制度－古天文学による検証－』雄山閣

桜井市文化財協会1995『桜井市内埋蔵文化財1994年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会1995『奈良県桜井市 高家一ツ橋古墳発掘調査報告書－付．高家地内遺跡有無確認調査－』

清水昭博1995 「飛鳥京跡131次」

『大和を掘るⅩⅤ－1994年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

杉浦清志1995 「飛鳥川の淵瀬－古今集九三三番歌の成立と受容」

『日本語と日本文学21』筑波大学日本語日本文学会

千田 稔1995 「石村をみつつ－舒明朝をめぐる歴史地理学的課題－」『奈良女子大学地理学研究報告Ⅴ』

田熊信之1995 「龍福寺層塔銘」『武蔵野女子大学紀要 30号』

竹田政敬1995 「平松廃寺－前身寺院は飛鳥に－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

田中 琢1995 「藤原京とその調査」『季刊明日香風 第53号』飛鳥保存財団

千田剛道1995 「獣脚硯にみる百済・新羅と日本」『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

塚口義信1995 「大化の新政府と横口式石槨墳」『古代学研究 第132号』古代学研究会

露口真広・橋本義則1995「奈良・藤原京跡左京七条一坊東南坪」『木簡研究 第17号』木簡学会

帝塚山考古学研究所1995『シンポジウム古代寺院の移建と再建を考える』

寺崎保広1995 「古代都市論」『岩波講座 日本通史 第５巻古代４』岩波書店

寺崎保広1995 「書評 今泉隆雄著『古代宮都の研究』」『歴史 第84輯』東北史学会

中井 公1995 「大安寺２－大官大寺から大安寺へ－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

中村太一1995 「大和国における計画道路体系の形成過程」『国史学 第155号』国史学会

奈良県立橿原考古学研究所1995『奈良県遺跡調査概報1994年度（第二分冊）』

奈良国立文化財研究所1995『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅳ－飛鳥水落遺跡の調査－』

奈良国立文化財研究所1995『山田寺出土建築部材集成』

奈良国立文化財研究所1995『飛鳥・藤原宮発掘調査概報25』

奈良国立文化財研究所1995『飛鳥寺南方遺跡発掘調査報告』奈良県教育委員会

奈良国立文化財研究所1995『1300年前の首都 これが藤原京だ』

橋本義則1995 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第17号』木簡学会

橋本義則1995 「奈良・藤原京跡左京十一条三坊」『木簡研究 第17号』木簡学会

花谷 浩1995 「出土古瓦よりみた本薬師寺堂塔の造営と平城移建について」『展望考古学』考古学研究会

花谷 浩1995 「薬師寺－宝塔四基－」

『シンポジウム 古代寺院の移建と再建を考える』帝塚山大学考古学研究所

広瀬和雄1995 「横口式石槨の編年と系譜」『考古学雑誌 第80巻第４号』日本考古学会

増田一裕1995 「７世紀前半期における陵墓造営の史的動向」『考古学論評 第４号』古代を考える会

松沢亜生1995 「太陽運行と水落遺跡の緩斜壁に関する考察」『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

森 郁夫1995 「官寺川原寺」『帝塚山大学教養学部紀要 第42輯』

森岡秀人・網干善教1995『日本の古代遺跡を掘る６ 高松塚古墳』読売新聞社

山崎信二1995 「藤原宮造瓦と藤原宮の時期の各地の造瓦」『文化財論叢Ⅱ』奈良国立文化財研究所

大和弥生文化の会1995『大和の弥生遺跡 基礎資料Ⅰ』

横田健一1995 「竜泉寺」『季刊明日香風 第55号』飛鳥保存財団

和田 萃1995 「見瀬丸山古墳をめぐる課題」『日本古代の儀礼と祭祀・信仰 上』塙書房

和田 萃1995 「東アジアの古代都城と葬地－喪葬令皇都条に関連して－」

『日本古代の儀礼と祭祀・信仰 上』塙書房

平平成成８８（（11999966））年年

飛鳥資料館1996『山田寺』

飛鳥資料館1996『斉明紀』
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明日香村教育委員会1996『明日香村遺跡調査概報 平成６年度』

明日香村教育委員会1996『史跡マルコ山古墳環境整備報告書』

網干善教1996 『古墳と古代史』学生社

網干善教1996 「酒船石遺跡と飛鳥京木簡」『日本書紀研究 第20冊』塙書房

石井倫子1996 「蹴鞠に関する一試論－能の身体との関わりから」

『芸能の科学 第24号』東京国立文化財研究所

稲場紀久雄1996「日本環境文化史に関する研究（その４）

藤原京と平城京の放棄と平安京の持続の環境上の理由」『大阪経済大学教養部紀要 14巻』

上野 誠1996 「飛鳥川の上ツ瀬を歩く－飛鳥の神々－」『近畿文化 第562号』近畿文化会

上原真人1996 『日本の美術No.359 蓮華紋』至文堂

近江俊秀1996 「岡寺式軒瓦出土寺院をめぐる２・３の問題」『考古学雑誌 第81巻第3号』日本考古学会

橿原市教育委員会1996

『平成7年度 中曽司遺跡・弁天塚古墳・棗山古墳・久米寺跡・17-A-574遺跡発掘調査概報』

門脇禎二1996 「酒船石遺跡と両槻宮」『季刊明日香風 第58号』飛鳥保存財団

亀田 博1996 「飛鳥浄御原宮」

『古代都城制研究集会第１回報告集 古代都城の儀礼空間』奈良国立文化財研究所

亀田 博1996 「橘寺の聖徳太子御塔」『季刊明日香風 第57号』飛鳥保存財団

亀田 博1996 「伝飛鳥板蓋宮跡調査の近況」『季刊明日香風 第58号』飛鳥保存財団

亀田 博1996 「法空の描いた橘寺」『季刊明日香風 第59号』飛鳥保存財団

亀田 博1996 「橘寺の塼仏」『季刊明日香風 第60号』飛鳥保存財団

河上邦彦1996 「飛鳥の古墳」『飛鳥学第１巻 飛鳥学総論』人文書院

河上邦彦・菅谷文則・和田萃1996『飛鳥学第２巻 飛鳥古代復元』人文書院

熊谷公男1996 「律令国家成立期における王権と蝦夷－斉明朝を中心として－」『国際古代史シンポジウム・

イン・矢吹 東アジアにおける古代国家成立期の諸問題』同シンポジウム実行委員会

黒崎 直1996 「山田寺の東限施設を探る」『季刊明日香風 第59号』飛鳥保存財団

群馬県立歴史博物館1996『謎の大寺・飛鳥川原寺－白鳳の仏－』

桜井市教育委員会1996『桜井市 平成７年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会1996『桜井市内埋蔵文化財1995年度発掘調査報告書１』

清水昭博・和田萃・鶴見泰寿1996「奈良・飛鳥京跡」『木簡研究 第18号』木簡学会

菅谷文則1996 「飛鳥の宮と寺」『飛鳥学第１巻 飛鳥学総論』人文書院

巽淳一郎1996 「飛鳥時代の土器」『国際古代史シンポジウム・イン・矢吹 東アジアにおける古代国家成立

期の諸問題』同シンポジウム実行委員会

巽淳一郎1996 「史跡飛鳥水落遺跡と周辺の調査」『季刊明日香風 第58号』飛鳥保存財団

田中 琢1996 『古都発掘－藤原京と平城京－』岩波書店

次山 淳1996 「飛鳥・藤原」『古代の土器４ 煮炊具（近畿編）』古代の土器研究会

寺崎保広1996 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第18号』木簡学会

寺崎保広1996 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第18号』木簡学会

東野治之1996 『貨幣の日本史』朝日新聞社

遠山美都男1996『壬申の乱－天皇誕生の神話と史実－』中央公論社

中村太一1996 「藤原京と『周礼』王城プラン」『日本歴史 第582号』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所1996『奈良県遺跡調査概報1995年度（第２分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1996『桜井市 高家遺跡群Ⅰ』

奈良国立文化財研究所1996『飛鳥・藤原宮発掘調査概報26』

花谷 浩1996 「藤原宮」『古代都城制研究集会第１回報告集 古代都城の儀礼空間』奈良国立文化財研究所

藤原茂樹1996 「日本の踏歌の黎明－飛鳥時代」『神戸山手女子短期大学紀要 39号』

前田晴人1996 『日本古代の道と衢』吉川弘文館

松村恵司1996 「藤原宮跡東方官衙の調査」『季刊明日香風 第57号』飛鳥保存財団

毛利光俊彦1996「白鳳の伽藍 本薬師寺を掘るⅢ」『季刊明日香風 第60号』飛鳥保存財団

森 斌 1996 「明日香皇女殯宮挽歌の特質」『広島女学院大学国語国文学誌 第26号』

八木 充1996 『研究史 飛鳥藤原京』吉川弘文館
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山川 均1996 「大和における七世紀の主要交通路に関する考古学的研究」

『ヒストリア 第150号』大阪歴史学会

和田 萃1996 「見瀬丸山古墳をめぐる諸問題」『古代を考える57』古代を考える会

和田 萃1996 「飛鳥学総論」『飛鳥学第１巻 飛鳥学総論』人文書院

和田 萃1996 「明日香風」『季刊明日香風 第60号』飛鳥保存財団

平平成成９９（（11999977））年年

相原嘉之1997 「飛鳥・藤原地域の土器」

『古代の土器５－１ ７世紀の土器（近畿東部・東海編）』古代の土器研究会

飛鳥資料館1997『山田寺東回廊再現』

飛鳥資料館1997『遺跡を測る』

明日香村教育委員会1997『明日香村遺跡調査概報 平成７年度』

明日香村教育委員会1997『中学生のための郷土学習 明日香』

阿部義平1997 「倭京の都市指標－日本列島における都城形成－」『国立歴史民俗博物館研究報告 第74集』

伊藤高雄1997 「飛鳥の龗神（おかみ）－天武天皇と藤原夫人の唱和歌」

『古典と民俗学論集－桜井満先生追悼－』おうふう

井上和人1997 「官衙配置の原型・規模・類型」『古代都城制研究集会第２回報告集 都城における行政機構

の成立と展開』奈良国立文化財研究所

猪熊兼勝1997 「短命だった両槻宮」『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅱ』

今泉隆雄1997 「権力表象の場としての古代宮都」『国立歴史民俗博物館研究報告 第74集』

今尾文昭1997 「神武陵と四条古墳群」『東アジアの古代文化 91号』大和書房

今尾文昭・高橋誠一1997「古代横大路の地下遺構と地表遺構－その復員を中心として－」

『伊達先生古希記念 古文化論叢』伊達先生古希記念論集刊行会

岩永省三1997 「奥山廃寺の発掘調査」『佛教芸術 第235号』毎日新聞社

上野 誠1997 「故郷・飛鳥思慕の文学－『万葉集』と天武皇統－」

『古典と民俗学論集－桜井満先生追悼－』おうふう

上野 誠1997 「ナキサハノモリ伝承論－高市皇子挽歌『或書反歌』から－」

『古代日本と渡来の文化』学生社

上野 誠1997 『古代日本の文芸空間－万葉挽歌と葬送儀礼－』雄山閣

上原真人1997 『歴史発掘11 瓦を読む』講談社

大橋一章1997 『飛鳥の文明化』吉川弘文館

大橋一章1997 「飛鳥寺の発願と造営集団」『早稲田大学大学院文学研究科紀要（第３分冊）第42輯』

大脇 潔1997 「蘇我氏の氏寺からみたその本拠」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

小澤 毅1997 「飛鳥浄御原宮の構造」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

小澤 毅1997 「古代都市『藤原京』の成立」『考古学研究 第44巻第３号』考古学研究会

小澤 毅1997 「吉備池廃寺の発掘調査」『佛教芸術 235号』毎日新聞社

小野健吉1997 「発掘された庭園遺跡－古墳時代～飛鳥時代の出土例－」

『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅰ』

橿原市千塚資料館1997『かしはらの歴史をさぐる５－平成８年度埋蔵文化財発掘調査速報展－』

亀田 博1997 「飛鳥浄御原宮」『古代都城制研究集会第２回報告集 都城における行政機構の成立と展開』

奈良国立文化財研究所

亀田 博1997 「橘寺の沿革と伽藍」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

亀田 博1997 「義淵と岡寺」『季刊明日香風 第61号』飛鳥保存財団

亀田 博1997 「飛鳥の諸宮と官衙」『季刊明日香風 第63号』飛鳥保存財団

亀田 博1997 「飛鳥と朝鮮三国の道路」『季刊明日香風 第64号』飛鳥保存財団

河上邦彦1997 「菖蒲池古墳の石室の系譜」『伊達先生古希記念古文化論叢』伊達先生古希記念論集刊行会

河上邦彦1997 「終末期古墳の立地と風水思想」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

木下正史1997 「飛鳥寺西辺の儀礼空間」『国立歴史民俗博物館研究報告 第74集』

木下正史1997 「百済大寺の発見と飛鳥の都市景観」『季刊明日香風 第64号』飛鳥保存財団
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熊谷公男1997 「蝦夷と王宮と王権と－蝦夷の服属儀礼からみた倭王権の性格－」

『奈良古代史研究会 第３集』真陽社

黒崎 直1997 「藤原京の京域について」『条里制研究 第13号』条里制研究会

黒崎 直1997 「掘立柱塀と築地塀－藤原宮と平城宮の外周施設をめぐって－」

『立命館大学考古学論集Ⅰ』同刊行会

黒崎 直1997 「藤原京はどこまで広がるのか？」『季刊明日香風 第63号』飛鳥保存財団

国立歴史民俗博物館1997『古代の碑－石に刻まれたメッセージ－』

小森俊寛1997 「概説」『古代の土器５－１ ７世紀の土器（近畿東部・東海編）』古代の土器研究会

小林利晴1997 「畿内八角墳と地方の八角墳の比較」『東京考古15』東京考古談話会

佐川正敏1997 「山田寺跡の発掘調査」『佛教芸術 235号』毎日新聞社

桜井市教育委員会1997『桜井市 平成８年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会1997『桜井市内埋蔵文化財1996年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会1997『桜井市内埋蔵文化財1996年度発掘調査報告書２』

桜井市文化財協会1997「上之庄遺跡第４次発掘調査の概要」『平成８年度奈良県内市町村埋蔵文化財発掘調査

報告会資料』奈良県内市町村埋蔵文化財技術担当者連絡協議会

島田敏男1997 「藤原宮」『古代都城制研究集会第２回報告集 都城における行政機構の成立と展開』

奈良国立文化財研究所

竹田政敬1997 「藤原京の十二条大路と山田道」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

巽淳一郎1997 「飛鳥の開拓者・渡来人の軌跡」『季刊明日香風 第62号』飛鳥保存財団

巽淳一郎1997 「飛鳥石神遺跡出土の東北系土師器」『蝦夷・律令国家・日本海－シンポジウムⅡ・資料集』

日本考古学協会1997年度秋田大会実行委員会

田中一廣・吉田優1997「高松塚星辰図再考」『大阪文化財研究 第12号』大阪府文化財調査研究センター

千田剛道1997 「古代山城研究と都城制研究」『青丘学術論集 第10集』韓国文化研究振興財団

千田剛道1997 「飛鳥寺と石舞台古墳から考える」『堅田直先生古希記念論文集』同刊行会

次山 淳1997 「川原寺出土の渦文塼」『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅰ』

寺崎保広1997 「藤原宮出土『大贄』木簡補遺」『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅰ』

寺崎保広1997 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第19号』木簡学会

東野治之1997 『貨幣の日本史』朝日選書

奈良県立橿原考古学研究所1997『奈良県遺跡調査概報1996年度（第２分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1997『古墳が消える時』学生社

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1997『大和の考古学－常設展示図録－』

奈良国立文化財研究所1997『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅱ』

西口壽生1997 「石神遺跡ＳＥ800出土土器の再検討」『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅰ』

畑中英二1997 「隼上り窯跡と豊浦寺」『京都考古 第85号』京都考古刊行会

花谷 浩1997 「本薬師寺の発掘調査」『佛教芸術 第235号』毎日新聞社

花谷 浩1997 「７世紀の飛鳥・藤原地域の寺院・宮殿と瓦」

『古代の土器研究－律令的土器様式の西・東５ ７世紀の土器－』古代の土器研究会

花谷 浩1997 「飛鳥寺同笵瓦二題」『奈良国立文化財研究所年報1997－Ⅰ』

松田真一1997 『奈良県の縄文時代遺跡研究』由良大和古代文化研究協会

松村恵司1997 「藤原宮呪符木簡に描かれた星座」『季刊明日香風 第61号』飛鳥保存財団

丸山顕徳1997 「明日香村の亀石伝説の背景」『日本書紀研究 第21冊』日本書紀研究会

湊 哲夫1997 「倭京の再検討」『立命館大学考古学論集Ⅰ』立命館大学考古学論集刊行会

村上隆・肥塚隆保・沢田正昭1997「古代銅製品におけるアンチモンについて」

『日本文化財科学会第14回大会研究発表要旨集』日本文化財科学会

毛利光俊彦1997「吉備池廃寺を掘る－百済大寺の謎を追う－」『季刊明日香風 第64号』飛鳥保存財団

山中 章1997 『日本古代都城の研究』柏書房
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平平成成1100（（11999988））年年

相原嘉之1998 「飛鳥地域における古代道路体系の検討－都市空間復原に向けての基礎研究－」

『郵政考古紀要25（通巻34冊）』大阪・郵政考古学会

相原嘉之1998 「川原下ノ茶屋遺跡」

『大和を掘る16－1995～1997年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

相原嘉之・西光慎治 1998「キトラ古墳の調査」『考古学ジャーナル No.432』ニューサイエンス社

相原嘉之・寺崎保広1998「奈良・酒船石遺跡」『木簡研究 第20号』木簡学会

飛鳥資料館1998『それからの飛鳥』

飛鳥資料館1998『ＵＴＡＭＡＫＵＲＡ』

明日香村1998 『水落遺跡・石神遺跡周辺地区環境整備基本計画』

明日香村教育委員会1998『明日香村遺跡調査概報 平成８年度』

雨海博洋1998 「藤原京と『竹取物語』」『文学と風土』勉誠出版

網干善教1998 「四神図の頸部装飾とその類型」『関西大学博物館紀要 第４号』

石田尚豊1998 「飛鳥の曙－小墾田新宮殿」『学鐙９５－５』丸善出版

市毛 勲1998 『新版 朱の考古学－日本古代朱の史的研究－』雄山閣

今尾文昭1998 「ふたつの斉明陵」『古代探求 森浩一70の疑問』中央公論社

今尾文昭1998 「新益京の調査と課題」

『古代都城制研究集会第３回報告集 古代都市の構造と展開』奈良国立文化財研究所

上田正昭1998 「天皇木簡とキトラ古墳」『東アジアの古代文化 97号』大和書房

上原 和1998 「キトラ古墳と高松塚古墳－壁画の年代観と今後の発掘・保存・公開の問題－」

『東アジアの古代文化 97号』大和書房

近江俊秀1998 「瓦当文様に現れない瓦工の系譜復元の試み－奥山久米寺出土軒丸瓦を中心として－」

『橿原考古学研究所論集 第13』吉川弘文館

近江俊秀1998 「吉備池廃寺は百済大寺か－百済大寺と高市大寺の所在地をめぐって－」

『シンポジウム 吉備池廃寺をめぐって－百済大寺はどこか－』帝塚山大学考古学研究所

近江俊秀1998 『大和考古資料目録 第23集 飛鳥・奈良時代寺院出土の軒瓦』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

大久間喜一郎1998「明日香川に寄せる哀歓－『水辺の万葉集』序論」『水辺の万葉集』高岡市万葉歴史観

大阪府立近つ飛鳥博物館1998『大化の薄葬令－古墳のおわり－』

太田三喜1998 「軽寺の瓦」『天理参考館報 第12号』

大西貴夫1998 「豊浦寺跡第３次調査」

『大和を掘る16－1995～1997年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

大脇 潔1998 「藤原京京域復原論」『文学・芸術・文化 第９巻第２号』近畿大学文芸学部

大脇 潔1998 「『百済大寺』論争の行方をめぐって」

『シンポジウム 吉備池廃寺をめぐって－百済大寺はどこか－』帝塚山大学考古学研究所

小澤 毅1998 「都城としての藤原京・平城京」『奈良県史 第８巻建築』名著出版

小澤 毅1998 「吉備池廃寺と百済大寺」

『シンポジウム吉備池廃寺をめぐって－百済大寺はどこか－』帝塚山大学考古学研究所

小澤 毅1998 「浄御原宮と藤原京の発掘」『別冊歴史読本 古代史研究最前線』新人物往来社

橿原市教育委員会1998『平成9年度 藤原京跡発掘調査概報』
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佐々木好直ほか1999「上５号墳」

『大和を掘る17－1988年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

自然文化誌研究会1999『日本環境教育学会第９回大会プレイベント フィールドワークショップ（ＦＷＳ）

明日香からの21世紀を展望する』

清水眞一1999 「須弥山・呉橋考」『同志社大学考古学考古学シリーズⅦ 考古学に学ぶ』同志社大学

関川尚功1999 「中尾山古墳に眠るのは文武天皇か」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

千田 稔1999 「キトラ古墳の被葬者を究明する 被葬者は百済の王族か」

『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

高木繁司1999 「富夲銭銭文考」『貨幣 第43巻第３号』日本貨幣協会

武光 誠1999 「高松塚古墳の主は誰か」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

武光 誠1999 「風水思想と都市計画」『別冊歴史読本 日本古代史 王城と都市の最前線』新人物往来社

巽淳一郎1999 「須恵器の調納制に関する覚書」『季刊明日香風 第70号』飛鳥保存財団

田辺征夫1999 「屋根から見た王都の景観」

『別冊歴史読本 日本古代史 王城と都市の最前線』新人物往来社

千田剛道1999 「キトラ古墳と高松塚古墳の星図」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

寺崎保広1999 「飛鳥池遺跡の木簡」『木簡研究 第21号』木簡学会

寺崎保広1999 「古代都市の成立を藤原京とした理由」『シンポジウム都市の誕生』奈良女子大学

寺崎保広1999 「富本銭の発見」『国史談話会雑誌 第40号』東北大学国史談話会

寺崎保広1999 「藤原宮出土『尾張国知多評』木簡補訂」『奈良国立文化財研究所年報1999－Ⅰ』

寺崎保広1999 「奈良・飛鳥池遺跡」『木簡研究 第21号』木簡学会

寺崎保広1999 「奈良・飛鳥池東方遺跡」『木簡研究 第21号』木簡学会

寺崎保広1999 「奈良・吉備池廃寺」『木簡研究 第21号』木簡学会

東野治之1999 「薬師寺仏足石記と龍福寺石塔銘」『青陵 101号』奈良県立橿原考古学研究所

直木孝次郎1999「キトラ古墳の被葬者を究明する 被葬者は阿倍御主人か」

『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

中村太一1999 「藤原京の『条坊制』」『日本歴史 第612号』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所1999『奈良県遺跡調査概報1998年度（第三分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所1999『橘寺』

奈良県立橿原考古学研究所1999『発掘された飛鳥の苑池－都城的視点からの苑池－』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1999『蓮華百相－瓦からみた初期寺院の成立と展開－』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館1999『７世紀後半の瓦づくり』

奈良国立文化財研究所1999『奈良国立文化財研究所年報1999－Ⅱ』

奈良国立文化財研究所1999『藤原京研究資料（1998）』

成家徹郎1999 「キトラ古墳・高松塚の星図の伝来を探る」『東アジアの古代文化 第101号』大和書房

西別府元日1999「飛鳥池遺跡出土『加毛評柞原里人』木簡について」『内海文化研究紀要27』

仁藤敦史1999 「小墾田宮と浄御原宮」『古代文化 第51巻第３号』古代学協会

仁藤敦史1999 「藤原京の京域と条坊」『日本歴史 第619号』吉川弘文館

橋本輝彦1999 「吉備池廃寺の大型建物について」

『笠原勝彦君追悼文集 駆け抜けた人生』笠原勝彦君追悼文集編集委員会

畑中英二1999 「近畿地方の飛鳥・白鳳時代土器編年研究と問題点」

『飛鳥・白鳳の瓦と土器－年代論－』帝塚山考古学研究所・古代の土器研究会

花谷 浩1999 「飛鳥寺東南禅院とその創建瓦」『瓦衣千年』森郁夫先生還暦記念論文集刊行会

花谷 浩1999 「飛鳥池工房の発掘調査成果とその意義」『日本考古学 第８号』日本考古学協会
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花谷 浩1999 「畿内の飛鳥・白鳳時代の瓦とその年代－大和を中心に－」

『飛鳥・白鳳の瓦と土器－年代論－』帝塚山考古学研究所・古代の土器研究会

花谷 浩1999 「川原寺出土重弧紋軒平瓦細見」『奈良国立文化財研究所年報1999－Ⅰ』

土生田純之1999「最後の前方後円墳－古墳文化の転換－」

『古代を考える 継体・欽明朝と仏教伝来』吉川弘文館

濱口和弘1999 「奈良・藤原京跡右京六条四坊北西坪」『木簡研究 第21号』木簡学会

濱口和弘1999 「奈良・大藤原京跡左京北五条三坊南西坪」『木簡研究 第21号』木簡学会

早川万年1999 「丁丑年三野国木簡についての覚書」『岐阜史学 第96号』岐阜史学会

林 宗甫1681 『大和名所記（和州旧跡幽考）』臨川書店

林部 均1999 「藤原宮と『藤原京』－条坊制導入期の古代宮都の一様相－」

『古代学研究 第147号』古代学研究会

林部 均1999 「飛鳥浄御原宮その後－古代における宮都廃絶についての一様相－」

『考古学研究 第45巻第４号』考古学研究会

前園実知雄1999「飛鳥の終末期古墳と中国の陵墓」『考古学に学ぶ』同志社大学

前園実知雄1999「マルコ山古墳に眠るのは川島皇子か」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

増田一裕1999 「見瀬丸山古墳に眠るのは欽明天皇・堅塩媛か」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

松村恵司1999 「富本七曜銭の再検討」『出土銭貨 第11号』出土銭貨研究会

松村恵司1999 「富本七曜銭の鋳銭技術」『出土銭貨 第12号』出土銭貨研究会

松村恵司1999 「飛鳥池工房のガラス」『季刊明日香風 第69号』飛鳥保存財団

松村恵司1999 「飛鳥池遺跡の富本銭」『季刊明日香風 第71号』飛鳥保存財団

松村恵司1999 「飛鳥池遺跡出土の富本銭」『考古学ジャーナル N0.442』ニューサイエンス社

水戸部秀樹・松村恵司1999「飛鳥出土の二つの尖頭器」『奈良国立文化財研究所年報1999－Ⅰ』

宮島一彦1999 「日本の古星図と東アジアの天文学」『人文學報 第82號』同志社大学

村上 隆1999 「第87次調査出土の金銀の材質とルツボ」『奈良国立文化財研究所年報1999－Ⅱ』

村上隆・松村恵司・黒崎直1999「飛鳥池遺跡から出土した富本銭の材質について」

『日本文化財科学会第16回大会研究発表要旨』日本文化財科学会

村田右富実1999「殯宮挽歌の終焉－柿本人麻呂と明日香皇女挽歌」『万葉史を問う』美夫君志会

毛利光俊彦1999「飛鳥池遺跡を掘るⅢ－片鱗を見せた飛鳥寺東南禅院－」

『季刊明日香風 第72号』飛鳥保存財団

安本美典1999 「梅山古墳に眠るのは欽明天皇か」『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

山近久美子1999「古代日本の呪術にみる人間と環境－『藤原京』までの変化」

『防衛大学校紀要（人文科学分冊） 78輯』

大和岩雄1999 「富本銭がなぜ信濃の伊奈で出土したか」『東アジアの古代文化 第100号』大和書房

山中 章1999 「古代都市の中枢部と中軸の変遷」

『別冊歴史読本 日本古代史 王城と都市の最前線』新人物往来社

矢野建一1999 「飛鳥寺の仏舎利埋納前段儀礼と方相氏」『人文科学年報 29号』専修大学人文科学研究所

李タウン1999 「百済の瓦からみた飛鳥時代初期の瓦について」

『飛鳥・白鳳の瓦と土器－年代論－』帝塚山考古学研究所・古代の土器研究会

和田 萃1999 「大藤原京と神社・山陵」『部落解放なら 第11号』奈良県部落解放研究所

和田 萃1999 「飛鳥の開発－今来漢人と蘇我氏－」

『別冊歴史読本 日本古代史 王城と都市の最前線』新人物往来社

和田 萃1999 「四神図の系譜」『国立歴史民俗博物館研究報告 第80集』

和田 萃1999 「キトラ古墳の被葬者を究明する 被葬者は倭漢氏一族か」

『歴史と旅 第26巻４号』秋田書店

平平成成1122（（22000000））年年

相原嘉之2000 「飛鳥地域における空間利用形態についての一試論－掘立柱建物の統計的分析を通して－」

『明日香村文化財調査研究紀要 創刊号』明日香村教育委員会
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相原嘉之2000 「酒船石遺跡－その研究史と現状、課題－」

『別冊歴史読本 日本史研究最前線』新人物往来社

相原嘉之2000 「亀形石造物と酒船石遺跡」『シンポジューム いま探る古代の庭園』奈良大学

相原嘉之2000 「水利用の石造物をめぐる三つの空間」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

相原嘉之2000 「八釣・東山古墳群」

『大和を掘る18－1999年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

飛鳥古京顕彰会2000『新出土亀形石造物遺構』

飛鳥資料館2000『あすかの石造物』

飛鳥資料館2000『飛鳥池遺跡』

明日香村教育委員会2000『明日香村遺跡調査概報 平成10年度』

網干善教2000 『佛教考古学研究』同朋舎

網干善教2000 「潔身の施設か」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

網干善教2000 『新出土亀形石造物についての所見』飛鳥古京顕彰会

新川登亀男2000「『天皇』木簡を考える」『月刊しにか 第11巻第９号』大修館書店

伊藤敬太郎2000「吉備池廃寺・木之本廃寺の創建瓦」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

伊藤敬太郎・竹内亮2000「飛鳥池出土の寺名木簡について」『南都佛教 第79号』南都仏教会

猪熊兼勝2000 「石と水からなる飛鳥の宮都」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

猪熊兼勝他2000「酒船石遺跡シンポジウム」『季刊明日香風 第76号』飛鳥保存財団

今尾文昭2000 「飛鳥の古墳の被葬者を探る－ふたつの欽明大王陵－」『飛鳥・藤原京の謎を掘る』文英堂

今尾文昭2000 「京と横穴－都市におけるケガレ観念形成の考古学的検討－」

『百樹－松村隆文さん追悼集－』松村隆文さん追悼集刊行会

今尾文昭2000 「京と陵」『研究紀要 第７号』北九州市立考古博物館

今村啓爾2000 「無文銀銭の流通とわが国初期貨幣の独自性」『史学雑誌 109編１号』史学会

今村啓爾2000 「和同かいほう説の復活」『貨幣 44巻５号』東洋貨幣協会

井本英一2000 「酒船石考」『東アジアの古代文化 105号』大和書房

岩本圭輔2000 「庭園か」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

上田正昭2000 「亀石と繍帳」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

上田正昭2000 「飛鳥京跡の苑池遺構」『日本歴史 第620号』吉川弘文館

上野 誠2000 『万葉びとの生活空間 歌・庭園・くらし』塙書房

上野 誠2000 「采女の袖吹きかへす明日香風」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

上野 誠2000 「白い喪服の古代学１－柿本人麻呂の挽歌－」『季刊明日香風 第76号』飛鳥保存財団

大西貴夫2000 「豊浦寺の発掘調査」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

大橋一章2000 「新発見の石造亀形水盤について」『佛教芸術 250号』毎日新聞社

小澤毅・西川雄太2000「飛鳥の船橋廃寺式および細弁蓮華文軒丸瓦」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

橿原市教育委員会2000『平成11年度 藤原宮西北官衙地区発掘調査概報』

門脇禎二2000 「飛鳥亀形石槽と斉明女帝」『季刊明日香風 第76号』飛鳥保存財団

亀田 博2000 『日韓古代宮都の研究』学生社

亀田 博2000 「西内成郷と金塚」『季刊明日香風 第73号』飛鳥保存財団

亀田 博2000 「高松塚と中尾山古墳はどちらが古いのか」『季刊明日香風 第74号』飛鳥保存財団

川越俊一2000 「藤原京条坊年代考－出土土器から見たその存続期間－」

『研究論集ⅩⅠ』奈良国立文化財研究所

木下正史2000 「テクノポリス飛鳥 よみがえるライフライン」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

宮内庁書陵部2000「元明天皇陵内陵碑・那富山墓内『隼人石』・桧隈墓内『猿石』の保存処理及び調査報告」

『書陵部紀要 第51号』

黒崎 直2000 「藤原宮・京の範囲とその性格」『研究論集ⅩⅠ』奈良国立文化財研究所

小石房子2000 「斉明女帝の『三失』批判」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

公園緑地管理財団2000『ＡＳＵＫＡ－飛鳥を学ぶ副読本－』飛鳥国営公園出張所
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肥塚隆保・平尾良光・川越俊一・西口壽生2000「鉛ガラスの研究－飛鳥池遺跡出土遺物からの検討－」

『日本文化財科学会第10回大会研究発表要旨集』

古代瓦研究会2000『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

小林敏男2000 「皇極女帝の内政と外交」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

西光慎治2000 「飛鳥地域の地域史研究１ 欽明天皇檜隈坂合陵・陪塚 カナヅカ古墳の覚書」

『明日香村文化財調査研究紀要 創刊号』明日香村教育委員会

西光慎治2000 「酒船石遺跡－亀形導水石造物－」『考古学ジャーナル N0.465』ニュー・サイエンス社

西光慎治2000 「酒船石遺跡の調査－新発見の石造物－」『季刊明日香風 第74号』飛鳥保存財団

西光慎治2000 「酒船石遺跡」

『大和を掘る18－1999年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

斎藤安輝2000 「飛ぶ鳥の明日香の里を置きて往なば－寧楽京遷都の歌」『万葉30』橿原図書館

佐川正敏・西川雄太2000「奥山廃寺の創建瓦」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

佐川正敏・西川雄太2000「奥山廃寺の高句麗系軒丸瓦」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

桜井市文化財協会2000『桜井市内埋蔵文化財1999年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2000『桜井市内埋蔵文化財1999年度発掘調査報告書３』

桜井市文化財協会2000『桜井市内埋蔵文化財1999年度発掘調査報告書４』

清水昭博2000 「高句麗系軒丸瓦の分布とその背景－豊浦寺同系瓦を中心として－」

『古代文化 第52巻第10号』古代学協会

白石太一郎2000「奈良時代の古墳－高松塚古墳とキトラ古墳－」『古墳と古墳群の研究』塙書房

千田 稔2000 「斉明天皇と古代の国家構想」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

千田 稔2000 「飛鳥の亀形石造物を考える」『東アジアの古代文化 105号』大和書房

千田稔・金子裕之編2000『飛鳥・藤原京の謎を掘る』文英堂

竹田政敬2000 「藤原京の京域」『古代文化 第52巻第２号』古代学協会

竹田政敬2000 「五条野内垣内遺跡」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

竹光 誠2000 「東アジア情勢と斉明政権の消長」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

辰巳和弘2000 「祭儀場か」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

辰巳正明2000 「飛鳥の亀石と蓬莱山」『國學院雑誌 101巻６号』國學院大学

巽淳一郎2000 『記号・文字・印を刻した須恵器の集成』（科学研究費研究成果報告書）

巽淳一郎2000 『記号・文字・印を刻した須恵器の集成－資料編－』（科学研究費研究成果報告書）

鶴見泰寿2000 「奈良・飛鳥京跡」『木簡研究 第22号』木簡学会

寺崎保広2000 「律令国家の源流」『奈良国立文化財研究所総合研究会報告』奈良国立文化財研究所

東野治之2000 「古代石造物の探索」『世界遺産学を学ぶ人のために』世界思想社

遠山美都男2000「斉明女帝の内政と外交」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

直木孝次郎2000「土木・造園と斉明女帝の素顔」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

直木孝次郎・鈴木重治2000『飛鳥池遺跡－富本銭と白鳳文化－』ケイ・アイ・メディア

中野 聡2000 「飛鳥寺の丈六光銘について」『早稲田大学大学院文学研究科紀要（第３分冊）45』

奈良県立橿原考古学研究所2000『奈良県遺跡調査概報1999年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2000『奈良県遺跡調査概報1999年度（第三分冊）』

奈良国立文化財研究所2000『奈良国立文化財研究所年報2000－Ⅱ』

橋本義則2000 「『藤原京』造営試考－『藤原京』造営史料とその京号に関する再検討－」

『研究論集ⅩⅠ』奈良国立文化財研究所

花谷 浩2000 「京内廿四寺について」『研究論集ⅩⅠ』奈良国立文化財研究所

花谷 浩2000 「飛鳥寺・豊浦寺の創建瓦－付論 豊浦寺の伽藍配置について－」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

花谷 浩2000 「豊浦寺の高句麗系軒丸瓦」

『古代瓦研究Ⅰ－飛鳥寺の創建から百済大寺の成立まで－』奈良文化財研究所

花谷 浩2000 「大和と河内を股にかけた瓦－飛鳥時代における同笵瓦三兄弟の新例－」

『奈良国立文化財研究所年報2000－Ⅰ』
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林部 均2000 「都城論－藤原京と平城京－」『別冊歴史読本 日本史研究最前線』新人物往来社

福尾正彦2000 「東明寺塚古墳・見瀬丸山古墳・畝傍陵墓参考地－名称に関する研究ノート－」

『奥津城研究 創刊号』奥津城研究会

前田晴人2000 「蘇我蝦夷・入鹿の『双墓』について」『日本歴史 第631号』吉川弘文館

松尾 光2000 「斉明が天武に託した『大王家』の思想」『歴史と旅 第27巻第９号』秋田書店

松村恵司2000 「富本銭と藤原京」『歴史と地理 535号』山川出版

松村恵司2000 「飛鳥池遺跡の富本銭」『出土銭貨14』出土銭貨研究会

松村恵司2000 「飛鳥池遺跡出土の金銀」『季刊明日香風 第75号』飛鳥保存財団

三上喜孝2000 「富本銭の史的意義」『山形県立米沢女史短期大学紀要35』米沢女史短期大学

宮澤智之2000 「天武紀信濃遣使団と伊奈評の富本銭」『伊奈 48号』伊那文化研究社

村上 隆2000 「材質から富本銭を考える－（銅－アンチモン）系合金をめぐって－」

『考古学ジャーナル No.454』ニュー・サイエンス社

村上 隆2000 「飛鳥寺塔心礎から出土した金製品の材質に関する考察」

『奈良国立文化財研究所年報2000－Ⅰ』

毛利光俊彦2000「飛鳥池遺跡出土の箸と匙」『季刊明日香風 第76号』飛鳥保存財団

安田龍太郎2000「飛鳥池遺跡下層の調査」『季刊明日香風 第73号』飛鳥保存財団

横山 聡2000 「『名所歌枕』の発生と『万葉集』－『飛鳥川』の世界を通じて」

『武蔵野女子大学文学部紀要 1号』

吉兼秀夫2000 「遺跡保存と住民生活－明日香村の古都保存－」

『シリーズ環境社会学３ 歴史的環境の社会学』新曜社

和田 萃2000 「二つの亀石」『東アジアの古代文化 第105号』大和書房

渡邉淳子2000 「都と甕－七世紀飛鳥・藤原地域における煮炊具の研究－」

『文化財学報 第18集』奈良大学文学部文化財学科

平平成成1133（（22000011））年年

相原嘉之2001 「飛鳥亀形石造物の発見と水利用石造物群」

『朝日百科 日本の国宝別冊 国宝と歴史の旅 10号』朝日新聞社

相原嘉之2001 「亀形石の発掘からせまる石の都、飛鳥の謎」

『日本文化財科学会会報 第41号』日本文化財科学会

相原嘉之2001 「酒船石遺跡研究の一視点－第14次調査の成果から－」

『季刊明日香風 第78号』飛鳥保存財団

相原嘉之2001 「デジタルカメラが捉えた飛鳥の神獣－キトラ古墳第３次探査の速報－」

『季刊明日香風 第79号』飛鳥保存財団

相原嘉之2001 「酒船石遺跡第14次調査」

『大和を掘る19－2000年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

相原嘉之・山下信一郎2001「奈良・酒船石遺跡」『木簡研究 第23号』木簡学会

飛鳥古京顕彰会2001『キトラ古墳と壁画』

飛鳥自然環境研究会2001『オオムラサキがおしえてくれたこと』信山社サイテック

飛鳥資料館2001『遺跡を探る』

飛鳥資料館2001『飛鳥のイメージ』

明日香村教育委員会2001『明日香村遺跡調査概報 平成11年度』

網干善教2001 「明日香キトラ古墳壁画の玄武図について」『阡陵 第43号』関西大学博物館

網干善教2001 「斉明天皇と後飛鳥岡本宮」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

荒川 絋2001 『日本人の宇宙観－飛鳥から現代まで－』紀伊國屋書店

泉森 皎2001 「飛鳥キトラ古墳の立地と内視調査の所見」『季刊明日香風 第80号』飛鳥保存財団

伊藤正志2001 「飛鳥寺創建と渡来人」『日本宗教文化史研究 第５巻第２号』日本宗教文化史学会

伊藤義教2001 「萬葉集にみえるイラン人名について－天武天皇挽歌２首をめぐる所問題－」

『ゾロアスター教論集』平河出版社

井上直夫2001 「キトラ古墳壁画デジタル撮影」『奈良文化財研究所紀要2001』
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井上直夫2001 「キトラ古墳星宿図金箔の根拠」『季刊明日香風 第80号』飛鳥保存財団

井上直夫2001 「キトラ古墳撮影顛末記」『埋文写真研究 Vol.12』埋蔵文化財写真技術研究会

猪熊兼勝2001 「朱雀とともに眠る古墳の被葬者像」『季刊明日香風 第80号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝2001 「真夜中の猿石たち」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

市毛 勲2001 「近年における飛鳥発掘の成果と酒船石『朱造説』」『研究紀要 第35号』早稲田実業学校

今尾文昭2001 「天武・持統天皇陵」『別冊歴史読本 歴史検証天皇陵』新人物往来社

今村啓爾2001 『富本銭と謎の銀銭ー貨幣誕生の真相ー』小学館

今村啓爾2001 「和同開珎銀銭と銅銭の発行当初の交換比率」『史学雑誌 第110巻第７号』史学会

上野勝己2001 「植山古墳＝推古天皇陵説と記紀の検証－植山古墳は推古天皇陵か－」

『太子町立竹内街道歴史資料館報 第７号』

上野 誠2001 「白い喪服の古代学２」『季刊明日香風 第77号』飛鳥保存財団

上野 誠2001 「白い喪服の古代学３」『季刊明日香風 第78号』飛鳥保存財団

上野 誠2001 「万葉びとの喜怒哀楽－藤原鎌足の喜色満面－」『季刊明日香風 第79号』飛鳥保存財団

上野 誠2001 「本居宣長の飛鳥」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

上田正昭2001 「浄御原宮の息吹」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

上田正昭2001 「富本銭と天武朝」『大阪商業大学商業史博物館紀要 第１号』

上原 和2001 「キトラ古墳朱雀図の祖型－高句麗の最終期の陵墓と中国の北斉墓にみる－」

『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

上村淳之2001 「朱雀は駆ける」『季刊明日香風 第80号』飛鳥保存財団

烏頭尾精2001 「私の風景考」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

ト部行弘2001 「飛鳥京苑池の発掘調査」『季刊明日香風 第79号』飛鳥保存財団

ト部行弘ほか2001「飛鳥京跡苑池遺構第２次調査」

『大和を掘る19－2000年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

卜部行弘2001 「奈良・藤原京跡十一条・朱雀大路」『木簡研究 第23号』木簡学会

江草宣友2001 「古代日本における銭貨の成立－富本銭の検討－」『國學院雑誌 102巻４号』國學院大學

大蔵天目人2001「富本銭七曜の意味」『コインポット 銭の道６』ＭＴＤジャパン

大阪府立近つ飛鳥博物館2001『モノクロームの守り神－画像石と十二支像－』

太田三喜2001 「奈良県下の城館発掘調査事例」『大和高取城』城郭談話会

岡 寺 2001 『岡寺の霊宝』

岡本健一2001 「『飛ぶ鳥の明日香』再考－語源考古学の試み－」

『人間文化研究 第７号』京都学園大学人間文化学会

奥田 尚2001 「植山古墳の閾石から考えること」『古代学研究 第153号』古代学研究会

小澤 毅2001 「藤原京の条坊と寺院占地」『古代 第110号』早稲田大学考古学会

小澤 毅2001 「書評 林部均著『古代宮都形成過程の研究』」『考古学研究 第48巻第１号』考古学研究会

橿原市教育委員会2001『橿原市埋蔵文化財発掘調査概報 平成12年度』

橿原市教育委員会2001『平成12年度 大藤原京跡・植山古墳発掘調査概報』

橿原市教育委員会2001『奈良県橿原市植山古墳発掘調査成果概要』

橿原市千塚資料館2001『かしはらの歴史をさぐる８－平成11年度埋蔵文化財発掘調査成果展－』

橿原市千塚資料館2001『かしはらの歴史をさぐる９－平成12年度埋蔵文化財発掘調査成果展－』

門脇禎二2001 「飛鳥を、民族の視点で」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

金沢悦男2001 「富本銭に関する一考察」『古代史研究19』古代史研究会

金子裕之編2001『朝日百科 日本の国宝別冊 国宝と歴史の旅10 新しい飛鳥の歩き方』朝日新聞社

金子裕之2001 「苑と池－嶋をめぐる用語から－」『奈良文化財研究所紀要2001』

栢木喜一2001 「飛鳥風土の展望」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

河上邦彦2001 「植山古墳の被葬者」『季刊明日香風 第77号』飛鳥保存財団

河上邦彦2001 「水の都－飛鳥京跡」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

川崎 晃2001 「『越』木簡覚書－飛鳥池遺跡出土木簡と東木津遺跡出土木簡」

『高岡市万葉歴史館紀要 第11号』

河角龍典2001 「『飛鳥・藤原地域』における弥生時代中期以降の地形環境変遷と土地開発」

『人文地理 第53巻第５号』人文地理学会
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木下正史2001 「飛鳥・藤原京の水運利用」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

吉良裕美子2001「『海道記』における「都」の意味－「出発点」が旅に及ぼす影響」

『言語・文学研究論集』白百合女子大学

熊谷公男2001 「斉明紀の須弥山像と石神遺跡」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

桜井市文化財協会1997『桜井市内埋蔵文化財1996年度発掘調査報告書２』

熊谷公男2001 『日本の歴史03 大王から天皇へ』講談社

黒岩重吾2001 「思い出の飛鳥」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

黒崎 直2001 「飛鳥水落遺跡は漏刻台か？給水塔か？」『季刊明日香風 第79号』飛鳥保存財団

黒崎 直2001 「藤原京と大宝律令制定1300年」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

黒崎 直2001 「古代都市 飛鳥・藤原の謎」『日本文化財科学会会報 第41号』日本文化財科学会

郡司裕昭2001 「富本銭と古代日本の経済」『明海大学経済学論集13-1』明海大学経済学会

木場幸弘2001 「高取町寺崎 白壁塚古墳の調査」『季刊明日香風 第77号』飛鳥保存財団

西光慎治2001 「飛鳥地域の地域史研究２ 石上山石」

『花園大学考古学研究論叢』花園大学考古学研究室20周年記念論集刊行会

西光慎治2001 「酒船石遺跡と石上山石」『歴史と地理 第547号』山川出版

西光慎治2001 「聖なる水と湧水施設－湧水施設・導水石造物の系譜についての臆測」

『季刊明日香風 第77号』飛鳥保存財団

西光慎治2001 「キトラ古墳」

『大和を掘る19－2000年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西藤清秀2001 「四条古墳群と木製樹物」『季刊明日香風 第78号』飛鳥保存財団

斎藤 忠2001 「飛鳥の地を顕彰した先覚を想う」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

栄原永遠男2001「日本古代国家の銭貨発行－富本銭から和同開珎へ－」

『銭貨－前近代日本の貨幣と国家－』青木書店

坂本信幸2001 「万葉とキトラ古墳」『季刊明日香風 第80号』飛鳥保存財団

坂本信幸2001 「采女の袖吹き返す明日香風」『飛鳥に学ぶ』飛鳥保存財団

桜井久之2001 「富本銭の星文様」『大阪の歴史と文化 第７号』大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

桜井市文化財協会2001『桜井市内埋蔵文化財2000年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2001『桜井市内埋蔵文化財2000年度発掘調査報告書２』
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奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2003『特別陳列 飛鳥の苑池』

奈良文化財研究所2003『宮内庁三の丸尚蔵館所蔵 金銅製四環壺の調査』

奈良文化財研究所2003『奈良文化財研究所紀要2003』

奈良文化財研究所2003『吉備池廃寺発掘調査報告－百済大寺跡の調査－』

奈良文化財研究所2003『古代庭園に関する調査研究報告書－飛鳥時代庭園遺構の検討－』

納谷守幸2003 「地域の特性を活かした埋蔵文化財保護行政18－奈良県明日香村－」

『考古学ジャーナル 第506号』ニュー・サイエンス社

納谷守幸2003 「酒船石遺跡の調査と報道」『季刊考古学別冊12 ジャーナリストが語る考古学』雄山閣

西口壽生2003 「畿内における陶硯の出現と普及－飛鳥藤原地域出土資料を中心として－」

『古代陶硯をめぐる諸問題－地方における文書行政をめぐって－』奈良文化財研究所

西口壽生・村上隆・大熊敏之2003「宮内庁所蔵金銅製四環壺の調査」『奈良文化財研究所紀要2003』

花谷 浩2003 「飛鳥寺院の奈良時代」『季刊明日香風 第86号』飛鳥保存財団

花谷 浩2003 「飛鳥寺釈迦三尊像の創造復元」『奈良文化財研究所紀要2003』

花谷 浩他2003「キトラ古墳」

『大和を掘る21－2002年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

林 晃平2003 「飛鳥の亀」『国文学 第48巻14号』学燈社

林部均・南部裕樹2003「飛鳥の宮と基幹水路－飛鳥京跡第150次調査から－」

『季刊明日香風 第87号』飛鳥保存財団

林部 均2003 「飛鳥の諸宮と藤原京の成立」『古代王権の空間支配』青木書房

林部 均2003 『飛鳥・藤原京、および平城京の都市機能の比較研究』（科学研究費報告書）

林部 均2003 「古代宮都と難波宮－その画期と限界－」『古代近畿と物流の考古学』

平岩欣太2003 「軽寺出土の瓦について」『続文化財学論集』文化財学論集刊行会

廣岡孝信2003 「飛鳥・藤原地域の磚の使用」『古代近畿と物流の考古学』学生社

堀田啓一2003 「石室と棺」『季刊考古学 第82号』雄山閣

前園実知雄2003「終末期古墳と寺院」『季刊考古学 第82号』雄山閣

松井一晃2003 「ホラント遺跡」

『大和を掘る21－2002年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

松村恵司2003 「飛鳥の漆工房」『季刊明日香風 第85号』飛鳥保存財団

松村恵司・栄原永遠男編2003『わが国鋳銭技術の史的検討』（科学研究費報告書）

松村恵司2003 「墨書土器の出現と展開－飛鳥・藤原地域を中心に－」『駿台史學 第117号』駿台史学会

松村恵司2003 「無文銀銭考」『新世紀の考古学 大塚初重先生喜寿記念論文集』纂修堂

森 公章2003 「評制下の地方支配と令制国の成立時期－飛鳥京跡第一四七次調査出土木簡に接して」

『日本歴史 第657号』吉川弘文館

安田龍太郎2003「藤原宮中枢部の再発掘」『季刊明日香風 第87号』飛鳥保存財団

山田慶兒2003 「飛鳥の天文学的空間」『季刊明日香風 第88号』飛鳥保存財団

山中 章2003 「古代都市と商業」『東アジアと日本の考古学Ⅴ 集落と都市』同成社

吉野裕子2003 「星宿の造型・酒船石遺跡の推理」『東アジアの古代文化 第116号』大和書房

吉野裕子2003 「星宿の造型・酒船石遺跡の推理」『季刊明日香風 第86号』飛鳥保存財団

和田 萃2003 『飛鳥－歴史と風土を歩く－』岩波書店

和田 萃2003 「西州續命湯方」『季刊明日香風 第88号』飛鳥保存財団

和田萃・安田次郎・幡鎌一弘・谷山正道・山上豊2003『県史23 奈良県の歴史』山川出版

渡邊邦雄2003 「天武・持統朝の墓制」『古代学研究』古代學研究会

平平成成1166（（22000044））年年

相原嘉之2004 「酒船石遺跡の発掘調査成果とその意義」『日本考古学 第18号』日本考古学協会

相原嘉之2004 「倭京の守り－古代都市 飛鳥の防衛システム構想－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第４号』明日香村教育委員会
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相原嘉之2004 「飛鳥時代の星空－キトラ古墳の天文図が描かれた頃－」

『季刊明日香風 第90号』飛鳥保存財団

相原嘉之2004 「キトラ古墳管見－発掘調査に参加して－」『季刊明日香風 第92号』飛鳥保存財団

相原嘉之2004 「キトラ古墳の発見から調査に至る経緯と経過－明日香村の調査を中心に－」

『月刊文化財 494号』第一法規

秋山光和2004 「高松塚古墳とキトラ古墳の壁画」『季刊明日香風 第89号』飛鳥保存財団

飛鳥資料館2004『飛鳥の湯屋』

飛鳥資料館2004『古代の梵鐘』

明日香村教育委員会2004『明日香村遺跡調査概報 平成14年度』

明日香村教育委員会2004『明日香村総合管理計画策定調査報告書』（平成16年度）

明日香村教育委員会2004『飛鳥の考古学図録② 飛鳥の古墳－飛鳥の黄泉の世界－』明日香村

網干善教2004 「キトラ・高松塚古墳の壁画の世界」

『季刊考古学別冊13 東アジアの装飾古墳を語る』雄山閣

網干善教・西谷正・全浩天・大塚初重2004「パネルディスカッション 古墳壁画の出現とその展開」

『季刊考古学別冊13 東アジアの装飾古墳を語る』雄山閣

網干善教2004 「飛鳥京の終焉に関する一考察」

『朝枝善照博士還暦記念論文集 仏教と人間社会の研究』同刊行会

網干善教2004 「東アジアにおける壁画古墳の系譜」『関西大学博物館紀要 第10号』

石崎武志・佐野千絵・三浦定俊2004「高松塚古墳石室内の温湿度および墳丘部の水分分布調査」

『保存科学 第43号』東京文化財研究所

石橋茂登2004 「飛鳥藤原の円盤」『奈良文化財研究所紀要2004』

市 大樹2004 「明日香村石神遺跡 最古の暦」『考古学ジャーナル No.513』ニューサイエンス社

市 大樹2004 「藤原京左京七条一坊出土の衛門府関連木簡」『奈良文化財研究所紀要2004』

市 大樹2004 「奈良・石神遺跡」『木簡研究 第26号』木簡学会

市 大樹2004 「奈良・飛鳥寺南方遺跡」『木簡研究 第26号』木簡学会

伊藤延子2004 「明日香皇女殯宮挽歌論－異文歌と本文歌の『明日』」

『国語国文研究 127号』北海道大学国文学会

井上和人2004 『古代都城制条里制の実証的研究』学生社

井上和人2004 「発掘『中ツ道』説批判」『奈良文化財研究所紀要2004』

井上和人2004 「藤原宮南面外郭施設設定規格復元考」『奈良文化財研究所紀要2004』

井上 直2004 「キトラ古墳の壁画撮影」『月刊文化財 494号』第一法規

井上光貞2004 『飛鳥の朝廷』講談社

上野 誠2004 「万葉びとの歌まなび（上）」『季刊明日香風 第89号』飛鳥保存財団

上野 誠2004 「万葉びとの歌まなび（下）」『季刊明日香風 第90号』飛鳥保存財団

上野 誠2004 「藤原宮から、飛鳥を望み、歴史を体感する」『季刊明日香風 第91号』飛鳥保存財団

上野 誠2004 「古代洗濯物語」『季刊明日香風 第92号』飛鳥保存財団

上野 誠2004 『万葉体感紀行－飛鳥・藤原・平城の三都物語－』小学館

大阪府立近つ飛鳥博物館2004『古墳から奈良時代へ－古代律令国家の墓制－』

大阪府立近つ飛鳥博物館2004『今来才伎－古墳・飛鳥の渡来人－』

大阪歴史博物館2004『古代都市誕生－飛鳥時代の仏教と国づくり－』

太田三喜2004 「奥山久米寺の瓦」『天理参考館報 第17号』天理大学出版部

大脇 潔2004 「６～７世紀の王宮と初期寺院－磯城・磐余・百済から飛鳥へ－」

『ふじいでらカルチャーフォーラムⅩ 終末期古墳と初期寺院の造営を考える

－古市古墳群終焉後の藤井寺とその周辺－』藤井寺市教育委員会

小笠原好彦2004「大和紀寺（小山廃寺）の性格と造営氏族」『日本考古学 第18号』日本考古学協会

岡本健一2004 「左大臣石上麻呂の数奇な生涯－高松塚の被葬者再考－」

『人間文化研究 第13号』名古屋市立大学大学院人間文化研究科

橿原市教育委員会2004『橿原市埋蔵文化財発掘調査概報 平成15年度』

橿原市教育委員会2004『平成15年度 千塚山遺跡 藤原京跡 大藤原京跡 下明寺遺跡発掘調査概報』

橿原市千塚資料館2004『かしはらの歴史をさぐる11－平成14年度埋蔵文化財発掘調査成果展－』
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金子裕之2004 「古代都城と園林」『東アジア古代都城の苑地に関する基礎的研究』

金子裕之2004 「都城における山陵－藤原・平城京と喪葬制－」『文化の多様性と比較考古学』考古学研究会

亀谷弘明2004 「七世紀の飛鳥京木簡と地域支配」『歴史評論 No.655』校倉書房

河上邦彦2004 『飛鳥発掘物語』産経新聞社

河上邦彦2004 『大和の終末期古墳』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

川口勝康2004 「古代の飛鳥について」『人文学報 346号』東京都立大学

川野邊渉2004 「壁画の現況と保存処理」『月刊文化財 494号』第一法規

木川りか・佐野千絵・三浦定俊2004

「高松塚古墳の微生物調査の歴史と方法」『保存科学 第43号』東京文化財研究所

北九州市立松本清張記念館2004『松本清張「火の路」誕生秘話－古代史家との往復書簡を中心に－』

来村多加史2004『風水と天皇陵』講談社

来村多加史2004「谷を兆域とする飛鳥の陵墓に関する考察」『関西大学博物館紀要 第10号』

木下正史2004 「考古拾遺－古代宮都と内陸水運利用－」

『Ａrhcaeo-Ｃlio 第５号』東京学芸大学考古学研究室

木下亘・松井一晃2004「藤原京左京十一条一・二坊、右京十一条一坊の調査」

『季刊明日香風 第91号』飛鳥保存財団

清岡廣子2004 「明日香村域の弥生遺跡」『みずほ 第39号』大和弥生文化の会

小池伸彦2004 「銅人形の新例について」『奈良文化財研究所紀要2004』

小谷徳彦2004 「飛鳥における凸面布目平瓦の一事例」『奈良文化財研究所紀要2004』

木場幸弘2004 「高取町勧覚寺遺跡４次調査から」『季刊明日香風 第92号』飛鳥保存財団

西光慎治2004 「飛鳥地域の地域史研究５ 結晶片岩使用古墳研究序説」

『明日香村文化財調査研究紀要 第４号』明日香村教育委員会

西光慎治2004 「島庄遺跡調査速報」『季刊明日香風 第91号』飛鳥保存財団

西光慎治2004 「島庄遺跡」

『大和を掘る22－2003年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

狭川真一・花谷浩2004『解体修理で下ろされた建築部材の基礎的研究』科研費研究成果報告書

桜井市教育委員会2004『桜井市 平成15年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2004『桜井市内埋蔵文化財2003年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2004『桜井市内埋蔵文化財2003年度発掘調査報告書２』

桜井市文化財協会2004『奈良県桜井市 第藤原京関連遺跡第43次調査』

佐野千絵・間渕創・三浦定俊2004「国宝・高松塚古墳壁画保存のための微生物対策に関わる基礎資料

－パラホルムアルデヒドの実空間濃度と浮遊菌・付着菌から見た微生物制御－」

『保存科学 第43号』東京文化財研究所

白石太一郎2004「古墳の終末と古代寺院の造営」『ふじいでらカルチャーフォーラムⅩ 終末期古墳と初期寺

院の造営を考える－古市古墳群終焉後の藤井寺とその周辺－』藤井寺市教育委員会

杉山 洋2004 「飛鳥・奈良時代の梵鐘」『季刊明日香風 第92号』飛鳥保存財団

千田 稔2004 『古代日本の王権空間』吉川弘文館

千田 稔2004 「狂心渠についての小考－水の王朝論に関連して－」『地域と文化』

髙橋幸治・松井一晃2004「明日香村ホラント遺跡の調査」『季刊明日香風 第89号』飛鳥保存財団

髙橋幸治2004 「酒船石遺跡第24－２次調査」『季刊明日香風 第89号』飛鳥保存財団

髙橋幸治2004 「酒船石遺跡」

『大和を掘る22－2003年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

高橋照彦2004 「畿内最後の大型前方後円墳に関する一試論－見瀬丸山古墳と欽明陵古墳の被葬者－」

『西日本における前方後円墳消滅過程の比較研究』大阪大学大学院文学研究科

竹内 亮2004 「赤外線デジタルカメラを用いた山田寺出土木簡の再釈読」『奈良文化財研究所紀要2004』

竹内 亮2004 「文書用界線割付定木二態」『奈良文化財研究所紀要2004』

竹内 亮2004 「木に記された暦－石神遺跡出土具注暦木簡をめぐって－」『木簡研究 第26号』木簡学会

舘野和己2004 「日本古代における遷都」『古代東アジアの遷都』

第17回韓国古代史学会合同討論会国際学術大会（韓国本）

玉田芳英2004 「キトラ古墳の調査と保存」『月刊文化財 494号』第一法規
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露口真広2004 「中ツ道（藤原京東四坊大路）の調査成果から」

『条里制・古代都市研究 第20号』条里制・古代都市研究会

露口真広・平岩欣太・竹内亮2004「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第26号』木簡学会

帝塚山考古学研究所2004『シンポジウム報告書 推古朝の四十六か寺をめぐって』

奈良県立橿原考古学研究所2004『奈良県遺跡調査概報2003年（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2004『天武・持統朝－その時代と人々－』

奈良文化財研究所2004『奈良文化財研究所紀要2004』

奈良文化財研究所2004『川原寺寺域北限の調査－飛鳥藤原第119-5次発掘調査報告－』

成家徹郎2004 『キトラ古墳・高松塚古墳の壁画の系譜－天文画像を中心として－』

大東文化大学人文学科学研究所

納谷守幸2004 「軒丸瓦製作手法の変遷－飛鳥地域出土の７世紀前半代の資料を中心にして－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第４号』明日香村教育委員会

納谷守幸2004 「明日香村まるごと博物館構想の実現を目指して」（再録）

『明日香村文化財調査研究紀要 第４号』明日香村教育委員会
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寺崎保広2005 「飛鳥池遺跡の性格についての覚書」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

東野治之2005 「飛鳥寺の文字瓦をめぐって－七世紀前半の仏教と文字文化－」

『古代日本文字の来た道』大修館書店

百橋明穂2005 「高松塚・キトラ古墳壁画～美術史学の視点から～」

『考古学ジャーナル No.538』ニューサイエンス社

百橋明穂2005 「東アジアの壁画芸術」『高句麗壁画古墳』共同通信社

永島暉臣愼2005「高句麗壁画古墳の四神図墓の出現」『高句麗壁画古墳』共同通信社

奈良県立橿原考古学研究所2005『ホラント遺跡－ふるさと農道緊急整備事業高市地区に伴う発掘調査－』

奈良県立橿原考古学研究所2005『奈良県遺跡調査概報2004年（第二分冊）』

奈良文化財研究所2005『日本の考古学－ドイツで開催された「曙光の時代」展－』小学館

奈良文化財研究所2005『奈良文化財研究所紀要2005』

奈良文化財研究所2005『保存科学における諸問題－キトラ・高松塚古墳壁画の保存科学と修理－』

奈良文化財研究所2005『キトラ古墳』

奈良文化財研究所2005『奈良文化財研究所 五十年史』

納谷守幸2005 「軒丸瓦製作手法の変遷－飛鳥地域出土の７世紀前半代の資料を中心にして－」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

日本考古学協会2005『第３次埋蔵文化財白書－遺跡の保護と開発のはざま－』ケイ・アイ・メディア

花谷 浩2005 「軒裏の華－飛鳥寺院の垂木先装飾－」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

花谷 浩2005 「キトラ古墳の発掘とその壁画」『考古学ジャーナル No.538』ニューサイエンス社

土生田純之2005「終末期の横穴式石室と横口式石槨」『古代を考える 終末期古墳と古代国家』吉川弘文館

林部 均2005 「飛鳥京跡内郭中枢の調査Ⅱ」『季刊明日香風 第96号』飛鳥保存財団

林部 均2005 「飛鳥の『宮』の構造と『京』の成立」『東アジアの古代文化 125号』大和書房

林部 均2005 「伝承飛鳥板蓋宮Ⅲ期の構造と変遷－後飛鳥岡本宮から飛鳥浄御原宮－」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

林部 均2005 「飛鳥の諸宮と藤原京－都城の成立－」『都城のシンボリズム』明治大学
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林部 均2005 「古代宮都と天命思想－飛鳥浄御原宮における大極殿の成立をめぐって－」

『律令制国家と古代社会』塙書房

林部 均2005 「飛鳥・藤原京の実像－『日本的』都城の成立－」

『東アジアの都市史と環境史－新しい世界へ－』中央大学

平岩欣太・米田一・市 大樹2005「奈良・藤原京跡右京十一条四坊」『木簡研究 第27号』木簡学会

古市 晃2005 「小澤毅著『日本古代宮都構造の研究』」『日本史研究 516号』日本史研究会

文化庁美術学芸課2005「高松塚古墳壁画の現状について－国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討会資料の理解

のために－」『月刊文化財 506号』第一法規

堀部 猛2005 「工房の運営－飛鳥池遺跡を中心として－」

『文字と古代日本第３巻 流通と文字』吉川弘文館

前園實知雄2005「高松塚古墳とその前後」『古代を考える 終末期古墳と古代国家』吉川弘文館

増渕 徹2005 「明日香村と世界遺産」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

松井一晃・鶴見泰寿2005「奈良・四条遺跡」『木簡研究 第27号』木簡学会

松田真一2005 「飛鳥の遺跡と自然災害」『季刊明日香風 第94号』飛鳥保存財団

松村恵司2005 「川原寺寺域北端の遺構」『季刊明日香風 第94号』飛鳥保存財団

松村恵司2005 「高松塚古墳発掘調査の成果と課題」『季刊明日香風 第96号』飛鳥保存財団

松村恵司2005 「日本初期貨幣研究史略－和同開珎と富本銭・無文銀銭の評価をめぐって－」

『金融研究 第24巻第１号』日本銀行金融研究所

松村恵司2005 「出土銭貨研究の地平」『考古学ジャーナル No.526』ニュー・サイエンス社

松村恵司2005 「飛鳥の古和同銅銭」

『飛鳥文化財論攷－納谷守幸氏追悼論文集－』納谷守幸氏追悼論文集刊行会

三浦定俊・石崎武志・赤松俊祐2005

「高松塚古墳における30年間の気温変動」『保存科学 第44号』東京文化財研究所

三上喜孝2005 『日本古代の貨幣と社会』吉川弘文館

毛利和雄2005 「あかい奈良インタビュー（高松塚古墳）」『あかい奈良 通巻29号』グループ丹

毛利和雄2005 「法隆寺金堂壁画と高松塚古墳壁画」『博古研究 第19号』博古研究会

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－海外の壁画保存－」『月刊ミュゼ 第68号』アム・プロモーション

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－法隆寺と高松塚－」『月刊ミュゼ 第69号』アム・プロモーション

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－地震考古学と高松塚－」『月刊ミュゼ 第70号』アム・プロモーション

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－壁画の劣化と解体修理－」『月刊ミュゼ 第71号』アム・プロモーショ

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－『明日香村まるごと博物館』そして『世界遺産』－」

『月刊ミュゼ 第72号』アム・プロモーション

毛利和雄2005 「守れるか古墳壁画－イタリアに学ぶ－」『月刊ミュゼ 第73号』アム・プロモーション

森 公章2005 「民官と部民制－石神遺跡出土の木簡に接して－」

『弘前大学國史研究 第119号』弘前大学國史研究会

安田龍太郎2005「平城遷都後の藤原宮」『季刊明日香風 第93号』飛鳥保存財団

山尾幸久2005 「律令体制建設期の国家的喪葬統制－「大化薄葬令」の実年代－」

『古代を考える 終末期古墳と古代国家』吉川弘文館

山成孝治2005 「『文化財とは何か』－高松塚古墳壁画『恒久保存』策決定に寄せて－」

『考古学研究第52巻第３号』考古学研究会

吉田武彦2005 「古代の政治と藤原京・平城京」『律令制国家と古代社会』塙書房

和田 萃2005 「飛鳥の陵墓－檜隈坂合陵の再検討－」『古代を考える 終末期古墳と古代国家』吉川弘文館

和田 萃2005 「桜児の歌－娘子塚の背景－」『季刊明日香風 第96号』飛鳥保存財団

和田 萃2005 「まつりと水“飛鳥”」『第12回春日井シンポジウム 水とまつりの古代史』大巧社

平平成成1188（（22000066））年年

相原嘉之2006 「飛鳥研究学史（1991～2000）－調査研究の現状と課題－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第５号』明日香村教育委員会
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相原嘉之2006 「付．飛鳥研究関連文献目録1991～2000（稿）」

『明日香村文化財調査研究紀要 第５号』明日香村教育委員会

明日香風編集部2006「特別史跡高松塚古墳の修復をめぐって」『季刊明日香風 第97号』飛鳥保存財団

飛鳥資料館2006『うずもれた古文書－みやこの漆紙文書の世界－』

飛鳥資料館2006『キトラ古墳と発掘された壁画たち』

飛鳥資料館2006『東アジアの十二支像』

飛鳥資料館2006『飛鳥の金工 海獣葡萄鏡の諸相』

明日香村2006 『続明日香村史 上巻・中巻・下巻』

明日香村教育委員会2006『明日香村遺跡調査概報 平成16年度』

明日香村教育委員会2006『酒船石遺跡発掘調査報告書－付．飛鳥東垣内遺跡・飛鳥宮ノ下遺跡－』

網干善教2006 『壁画古墳の研究』学生社

網干善教2006 『大和の古代寺院跡をめぐる』学生社

網干善教2006 「高松塚・キトラ古墳の壁画とその意義」『続明日香村史 上巻』明日香村

網干善教2006 『飛鳥逍遥』網干善教先生を偲ぶ会実候委員会

阿部義平2006 「平城京の都市設計」『国立歴史民俗博物館研究報告 第125集』

網干善教2006 「飛鳥の石造遺物」『続明日香村史 中巻』明日香村

石崎武志・三浦定俊・犬塚将英・カリルマグティ2006

「高松塚古墳墳丘の生物対策としての冷却方法の検討」『保存科学 第45号』東京文化財研究所

石崎武志・犬塚将英・三村衛2006

「高松塚古墳墳丘の土質および水分分布調査」『保存科学 第45号』東京文化財研究所

市 大樹2006 「藤原宮朝堂院東第六堂の調査」『季刊明日香風 第99号』飛鳥保存財団

市 大樹2006 「奈良・石神遺跡」『木簡研究 第28号』木簡学会

市 大樹2006 「奈良・山田道跡」『木簡研究 第28号』木簡学会

市大樹・竹内亮2006「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第28号』木簡学会

乾 善彦2006 「表記史に再検討を迫った木簡群－飛鳥池遺跡の木簡から－」

『季刊明日香風 第97号』飛鳥保存財団

井上和人2006 「藤原京の建設と廃都－東アジア世界の激動する歴史のうねりの中で－」

『季刊明日香風 第98号』飛鳥保存財団

井上和人2006 「古代東アジア都城形制研究の新視角－藤原京・平城京・渤海上京龍泉府そして唐長安城－」

『条里制・古代都市研究 第21号』条里制・古代都市研究会

井上直夫2006 「キトラ古墳を覗いてみると……」

『考古学リーダー８ 黄泉之国再見－西山古墳街道－』六一書房

今尾文昭2006 「考古学からみた律令期陵墓の実像」『日本史研究 第521号』日本史研究会

上野 誠2006 「万葉恋歌新訳抄（中）」『季刊明日香風 第97号』飛鳥保存財団

上野 誠2006 「万葉恋歌新訳抄（下）」『季刊明日香風 第98号』飛鳥保存財団

上野 誠2006 「いにしへのふみをよむ」『季刊明日香風 第99号』飛鳥保存財団

上野 誠2006 「金子裕之『古代都城と道教思想』の問いかけるもの－万葉歌の三山－」

『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

浦西 勉2006 「明日香村の宮座」『続明日香村史 中巻』明日香村

卜部行弘2006 「飛鳥の苑池」『続明日香村史 上巻』明日香村

近江俊秀2006 『古代国家と道路－考古学からの検証－』青木書店

大阪府立近つ飛鳥博物館2006『古代の工房－豊かなる都・寺のきらめき－』

大脇 潔2006 「六～七世紀の王宮と初期寺院」『終末期古墳と初期寺院の造営を考える

－古市古墳群終焉後の藤井寺とその周辺－』藤井寺市教育委員会

大脇 潔2006 「飛鳥の地名を発掘する－山田道のアルケオロジー－」『美夫君志 第71号』美夫君志会

奥田 尚2006 『古代飛鳥「石」の謎』学生社

奥野義雄2006 「飛鳥に遺る念仏講文書の語り」『続明日香村史 中巻』明日香村

小栗明彦2006 「島庄遺跡 第31次」

『大和を掘る24－2005年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

小澤 毅2006 「日本百済大寺と大官大寺の発掘調査」『東北大学論集 歴史と文化』
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甲斐弓子2006 「天武・持統朝における飛鳥から遠隔地の掌握」『奈良学研究 第８号』奈良学学会

甲斐弓子2006 「本薬師寺と新羅感恩寺」『日本宗教文化史研究 第10巻第１号（通巻第19号）』

橿原市教育委員会2006『平成16年度 橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2006『平成17年度 藤原宮朝堂院東地区発掘調査概報』

加藤謙吉2006 「飛鳥と渡来人」『続明日香村史 上巻』明日香村

河上邦彦2006 「終末期古墳の立地と風水思想」『続明日香村史 上巻』明日香村

河上邦彦2006 『「日日新」の考古学』橿原考古学研究所附属博物館

木川りか・佐野千絵・石崎武志・三浦定俊2006

「高松塚古墳の微生物対策の経緯と現状」『保存科学 第45号』東京文化財研究所

木川りか・間渕創・佐野千絵・三浦定俊2006

「キトラ古墳における菌類等生物調査報告」『保存科学 第45号』東京文化財研究所

北村優季2006 「飛鳥の政治空間」『続明日香村史 上巻』明日香村

熊谷公男2006 「日本百済大寺の造営と東アジア」『東北学院大学論集 歴史と文化 第40号』

黒崎 直2006 「藤原京の条坊遺構を考える－発掘遺構の評価をめぐって－」

『遺跡学研究 第３号』日本遺跡学会

芸術新潮編集部2006『芸術新潮 2006年９月号－特集 ７つの謎でめぐる飛鳥－』新潮社

木場幸弘2006 「観覚寺遺跡 第７次発掘調査概要」『平成17年度 奈良県内市町村埋蔵文化財発掘調査報告

会資料』奈良県内市町村埋蔵文化財技術担当者連絡協議会

西光慎治2006 「飛鳥の磚積石室墳－カヅマヤマ古墳の調査－」

『季刊明日香風 第98号』飛鳥保存財団

西光慎治2006 「王陵の地域史研究－飛鳥地域の終末期古墳測量調査報告Ⅰ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第５号』明日香村教育委員会

西光慎治2006 「カヅマヤマ古墳」

『大和を掘る24－2005年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

佐伯俊源2006 「『日本書紀』敏達十三年条『仏法之初、自茲而作』の背景」

『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

桜井市教育委員会2006『桜井市 平成17年度国庫補助による発掘調査報告書』

佐野千絵・犬塚将英・吉田直人・森井順之・加藤雅人・村上隆・高妻洋成・降幡順子・肥塚隆保・石崎武志

・三浦定俊2006「キトラ古墳保護覆屋内の環境について－温度・湿度と炭酸ガス濃度－」

『保存科学 第45号』東京文化財研究所

寒川 旭2006 「明日香が揺れる日－地震考古学からのメッセージ－」

『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

高取町教育委員会2006『観覚寺遺跡発掘調査報告書Ⅱ（第４次調査）』

高取町教育委員会2006『寺崎白壁塚古墳発掘調査報告書』

髙橋幸治2006 「島庄遺跡 2005－３・６・12次」

『大和を掘る24－2005年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

高松塚古墳取会部天井の崩落止め工事及び石室西壁の損傷事故に関する調査委員会2006

『高松塚古墳取会部天井の崩落止め工事及び石室西壁の損傷事故に関する調査報告書』文化庁

田寺英治2006 「酒船石、亀形石と田身嶺山城」『史迹と美術 76巻８号』史迹美術同攷会

田辺征夫2006 「飛鳥時代寺院の堂内壁面荘厳について」『続明日香村史 上巻』明日香村

田村圓澄2006 「飛鳥の倭王・飛鳥の天皇」『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

寺崎保広2006 『古代日本の都城と木簡』吉川弘文館

遠山美都男2006『蘇我氏四代』ミネルヴァ書房

戸花亜利州2006「山田寺講堂薬師三尊像移座について」『奈良学研究 第８号』奈良学学会

直木孝次郎2006「万葉歌人鏡王女と額田王」『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

中西 進2006 「万葉飛鳥歌の叙景と抒情」『続明日香村史 中巻』明日香村

奈良県立橿原考古学研究所2006『奈良県遺跡調査概報2005年（第二分冊）』

奈良文化財研究所2006『奈良文化財研究所紀要2006』

奈良文化財研究所2006『高所寺池発掘調査報告－藤原宮および藤原京左京七条二坊の調査－』
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奈良文化財研究所2006『高松塚古墳の調査

－国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策検討のための平成16年度発掘調査報告－』

奈良文化財研究所2006『評制下荷札木簡集成』

奈良文化財研究所2006『古代庭園研究Ⅰ－古墳時代以前～奈良時代－』

西宮一民2006 「飛鳥万葉歌の『神岳』と『神なび山』」『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

仁藤敦史2006 「藤原京と官員令別記」『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

日本遺跡学会2006「シンポジウムの記録 高松塚古墳・キトラ古墳を考える－遺跡保存活用を考える－」

『遺跡学研究 第３号』

花谷 浩2006 「飛鳥の瓦礫、落ち穂拾い」『季刊明日香風 第97号』飛鳥保存財団

林部 均2006 「飛鳥・藤原京の実像－『日本的』都城の成立－」『都市と環境の歴史学２』中央大学

林部 均2006 「飛鳥宮の廃絶－飛鳥京跡内郭中枢の調査から－」『季刊明日香風 第98号』飛鳥保存財団

林部 均2006 「飛鳥京跡 第155次－内郭中枢の調査－」

『大和を掘る24－2005年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

林部 均2006 「古代宮都研究と飛鳥京跡の発掘調査」『続明日香村史 上巻』明日香村

林部 均2006 「歴代遷宮と飛鳥・藤原京と平城京」『季刊河川レビュー 35-2』新中央公論社

文化庁美術学芸課2005

「国宝高松塚古墳壁画の『恒久保存方針』実施に向けて」『月刊文化財 511号』第一法規

毛利和雄2006 「守れるか古墳壁画－装飾古墳と高松塚古墳－」

『月刊ミュゼ 第74号』アム・プロモーション

毛利和雄2006 「守れるか古墳壁画－現地保存の可能性－」

『月刊ミュゼ 第75号』アム・プロモーション

毛利和雄2006 「守れるか古墳壁画－高句麗壁画古墳－」

『月刊ミュゼ 第76号』アム・プロモーション

毛利和雄2006 「守れるか古墳壁画－今、何が問われているのか－」

『月刊ミュゼ 第77号』アム・プロモーション

毛利和雄2006 「壁画古墳の保存」『－文化財保護を問い直す－高句麗・高松塚シンポジウム』

文化財保護のネットワークの構築を目指すミニコミ誌『トンボの眼』

森 公章2006 「中大兄皇子（天智天皇）と大海人皇子（天武天皇）－律令国家をつくった兄弟－」

『季刊明日香風 第98号』飛鳥保存財団

森 公章2006 「七世紀の荷札木簡と税制」『木簡研究 第28号』木簡学会

山崎 馨2006 「岡寺－義淵から飛天まで－」『季刊明日香風 第100号』飛鳥保存財団

山崎 馨2006 「古代の日本語」『続明日香村史 中巻』明日香村

和田 萃2006 「新城と大藤原京－万葉歌の歴史的背景－」『万葉 196号』万葉学会

渡里恒信2006 「百済大井宮と百済大井家の所在地」『日本歴史 第702号』吉川弘文館

平平成成1199（（22000077））年年

相原嘉之2007 「飛鳥の石造物－水利用石造物群の構造とその遺跡－」『季刊考古学 第99号』雄山閣

相原嘉之2007 「飛鳥古京から明日香へ－飛鳥地域における歴史的風土の形成過程－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第６号』明日香村教育委員会

相原嘉之2007 「発掘された蘇我氏の飛鳥－近年の調査からみた蘇我氏の実像－」

『東アジアの古代文化 133号』大和書房

飛鳥資料館2007『飛鳥の考古学2006』

飛鳥資料館2007『東アジア金属工芸史の研究９ 海獣葡萄鏡研究図録』

飛鳥資料館2007『キトラ古墳壁画四神－玄武－』

飛鳥資料館2007『「とき」を撮す－発掘調査と写真－』

飛鳥資料館2007『重要文化財指定記念 奇偉荘厳 山田寺』

明日香村教育委員会2007『明日香村遺跡調査概報 平成17年度』

明日香村教育委員会2007『カヅマヤマ古墳発掘調査報告書－飛鳥の磚積石室墳の調査－』

明日香村教育委員会2007『飛鳥の考古学図録⑤ 飛鳥の寺院－古代寺院の興隆－』明日香村
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網干善教2007 『高松塚への道』草思社

網 伸也2007 「古代都城における二つの形態－都城形態からみた長岡京－」

『国立歴史民俗博物館研究報告 第134集』

有賀祥隆2007 「高松塚古墳壁画製作年代再考」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

有賀祥隆2007 「高松塚古墳壁画の意義」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

飯泉健司2007 「蘇我氏時代の歌謡－ねつ造された歴史と鎮魂－」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

石崎武志2007 「緊急保存対策としての墳丘部の冷却」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

石崎武志・木川りか2007「内部断熱覆屋と生物」『文化庁月報 通巻467号』ぎょうせい

石橋茂登・増記隆介2007「高松塚古墳とは」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

市 大樹2007 「木簡からみた石神遺跡」『季刊明日香風 第104号』飛鳥保存財団

市 大樹2007 「大宝令施行直後の衛門府木簡群－藤原京跡左京七条一坊出土木簡の基礎的考察」

『木簡研究 第29号』木簡学会

市 大樹2007 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第29号』木簡学会

市 大樹2007 「奈良・石神遺跡」『木簡研究 第29号』木簡学会

市 大樹2007 「奈良・本薬師寺跡」『木簡研究 第29号』木簡学会

犬養万葉記念館図録編集委員会2007

『南都明日香ふれあいセンター 犬養万葉記念館図録』明日香村教育委員会

犬塚将英・石崎武志2007「高松塚古墳解体時のための観測システム」『保存科学 第46号』東京文化財研究所

井上和人2007 「『飛鳥の道路遺構と方格地割』説批判」

『条里制・古代都市研究 通巻22号』条里制・古代都市研究会

猪熊兼勝2007 「高松塚からキトラ古墳へ」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

猪熊兼勝2007 「蘇我氏の遺跡」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

今尾文昭2007 「飛鳥の諸宮」『古代日本と朝鮮の都城』ミネルヴァ書房

上田正昭2007 「飛鳥廻望」『季刊明日香風 第101号』飛鳥保存財団

内田和伸2007 「高松塚古墳の仮整備」『文化庁月報 通巻466号』ぎょうせい

近江俊秀2007 「都城と交通」『都城 古代日本のシンボリズム－飛鳥から平安京へ－』青木書房

大脇和明2007 「高松塚壁画 劣化と解体の裏側」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

大脇 潔2007 「奥山廃寺再考」

『考古学論究－小笠原好彦先生退任記念論集－』小笠原好彦先生退任記念論集刊行会

大脇 潔2007 「出土文字資料からみた飛鳥の寺」『季刊明日香風 第104号』飛鳥保存財団

岡岩太郎2007 「日本における壁画の修理」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

小笠原好彦2007「藤原宮・京」『古代日本と朝鮮の都城』ミネルヴァ書房

岡林孝作2007 「高松塚古墳」

『大和を掘る25－2006年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

小椋大輔・石崎武志・鉾井修一・北原博幸・犬塚将英・多羅間次郎・木下舞子2007

「高松塚古墳石室解体時の空調方法の検討」『保存科学 第46号』東京文化財研究所

橿原市教育委員会2007『平成17年度 橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2007『名勝指定 大和三山』

加藤謙吉2007 「蘇我氏四代をどうとらえるか？」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

加藤真二2007 「キトラ展と飛鳥資料館の取り組み」『月刊文化財 第524号』第一法規

加藤雅士2007 「山田寺出土の硯」『奈良文化財研究所紀要2007』

金子裕之2007 「飛鳥・藤原京と平城京－七・八世紀の都と舒明王朝－」

『都城制研究（１）』奈良女子大学ＣＯＥ研究室

川野邊渉2007 「キトラ古墳壁画の保存と修復」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

川野邊渉2007 「キトラ古墳壁画の取り外しと保存処置」『月刊文化財 第524号』第一法規

川野邊渉2007 「高松塚古墳壁画の保存処置」『文化庁月報 通巻467号』ぎょうせい

木川りか2007 「高松塚古墳に生息するカビ」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

木川りか2007 「古墳壁画の取り外し片等の保管時に使用する仮止めテープのカビ耐性簡易スクリーニング試

験について」『保存科学 第46号』東京文化財研究所
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木川りか・佐野千絵・立里臨・喜友名朝彦・小出知己・杉山純多2007

「キトラ古墳のバイオフィルムから分離されたバクテリア・菌類に対するケーソンＣＧ相当品

（抗菌剤）の効果」『保存科学 第46号』東京文化財研究所

木川りか・佐野千絵・石崎武志・三浦定俊2007「高松塚古墳における菌類等微生物調査報告（平成18年）」

『保存科学 第46号』東京文化財研究所

木川りか・佐野千絵・間渕創・三浦定俊2007

「キトラ古墳における菌類等生物調査報告３」『保存科学 第46号』東京文化財研究所

木下正史2007 「古代宮都における内陸水運利用の展開」『日中交流の考古学』同成社

黒木俊澄2007 「仮設修理施設 魔法瓶の中の修理作業室」『文化庁月報 通巻466号』ぎょうせい

黒崎 直2007 『日本史リブレット71 飛鳥宮と寺』山川出版社

高妻洋成2007 「高松塚古墳石室石材の運搬」『文化庁月報 通巻466号』ぎょうせい

肥塚隆保2007 「石室解体にむけた実験」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

肥塚隆保・建石徹2007「高松塚古墳の石室解体の実施」『文化庁月報 通巻467号』ぎょうせい

国土交通省近畿地方整備局奈良国道事務所2007『ならの道 【増補版】』

西光慎治2007 「王陵の地域史研究－飛鳥地域の終末期古墳測量調査報告Ⅱ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第６号』明日香村教育委員会

坂本信幸2007 「わたしと明日香」『季刊明日香風 第101号』飛鳥保存財団

桜井市文化財協会2007『桜井公園遺跡群－双葉古墳群と安倍山遺跡の発掘調査－』

佐野千絵・犬塚将英・間渕創・木川りか・吉田直人・森井順之・加藤雅人・降幡順子・石崎武志2007

「キトラ古墳保護覆屋内の環境について２－土壌水分量推移と環境管理－」

『保存科学 第46号』東京文化財研究所

澤田正昭2007 「古墳壁画保存を考える－壁体構造と修復素材－」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

重見 泰2007 「石神遺跡の再検討－中大兄皇子と小墾田宮－」『考古学雑誌 第91巻第１号』日本考古学会

清水昭博2007 「斑鳩からみた飛鳥－飛鳥時代前半期の斑鳩－」

『都城 古代日本のシンボリズム－飛鳥から平安京へ－』青木書房

清水重敦2007 「山田寺金堂復元案批判」『2007年度日本建築学会大会（九州）梗概集』

鈴木嘉吉2007 「明日香建築雑感」『季刊明日香風 第101号』飛鳥保存財団

鈴木景二2007 「飛鳥寺西の槻の位置について」『古代中世史の探求』法蔵館

鈴木裕明2007 「飛鳥京跡 第157次」

『大和を掘る25－2006年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

髙橋幸治2007 「竹田遺跡 2006-4・11次調査」

『大和を掘る25－2006年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

高取町教育委員会2007『観覚寺遺跡発掘調査報告書Ⅲ（第６次調査）』

竹内 亮2007 「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第29号』木簡学会

竹田政敬2007 「藤原京成立前史－京形成以前の景観素描－」『日中交流の考古学』同成社

辰巳和弘2007 「聖なる山と王宮の風景」『名勝指定 大和三山』橿原市教育委員会

舘野和己2007 「古代都城の成立とその意義」『都城制研究（１）』奈良女子大学ＣＯＥ研究室

田渕句美子2007「『夫木和歌抄』における名所歌－日記・紀行を中心に」

『夫木和歌抄 編纂と享受』風間書房

坪井清足2007 「初期発掘のおもいで」『季刊明日香風 第101号』飛鳥保存財団

鶴見泰寿2007 「飛鳥京出土の木簡をめぐって」『季刊明日香風 第104号』飛鳥保存財団

鉄野昌弘2007 「万葉研究、読みの深まり（？）－持統天皇御製歌の解釈をめぐって－」

『季刊明日香風 第102号』飛鳥保存財団

東野治之2007 「壁画古墳の文化史的考察」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

豊田裕章2007 「藤原京の宮域と周制の王城（國）との関わりについて」『古代文化 59号』古代学協会

百橋明穂2007 「キトラ古墳壁画の美術史的位置」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

中尾芳治2007 「日本都城研究の現状」『古代日本と朝鮮の都城』ミネルヴァ書房

奈良県立橿原考古学研究所2007『奈良県遺跡調査概報2006年（第二分冊）』

奈良文化財研究所2007『奈良文化財研究所紀要2007』

奈良文化財研究所2007『飛鳥藤原京木簡一 －飛鳥池・山田寺木簡－』
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西田輝彦2007 「国宝高松塚古墳壁画の劣化と保存」『近畿支部だより No.96号』日本技術士会近畿支部

長谷川透2007 「石神遺跡と法隆寺の鋸」『奈良文化財研究所紀要2007』

早川泰弘・城野誠治2007「高松塚古墳壁画の彩色材料について」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

花谷浩・宮原晋一・相原嘉之・玉田芳英・村上隆2007

「キトラ古墳の発掘調査」『日本考古学 第23号』日本考古学協会

花谷 浩2007 「キトラ古墳の発掘調査」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

花谷 浩2007 「日本 藤原京と王宮城」『馬韓・百済文化 第17輯』WONKWANG UNIVERSITY

花谷 浩2007 「瓦からみた蘇我氏の寺院について」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

林部 均2007 「飛鳥の諸宮と藤原京－都城の成立－」

『都城 古代日本のシンボリズム－飛鳥から平安京へ－』青木書房

林部 均2007 「飛鳥宮－大極殿の成立－」『都城制研究集会第一回 宮中枢部の形成と展開』奈良女子大学

林部 均2007 「藤原京の条坊制－その実像と意義－」『都城制研究（１）』奈良女子大学ＣＯＥ研究室

廣川晶輝2007 「鑑賞、明日香関係歌」『季刊明日香風 第102号』飛鳥保存財団

文化財部美術学芸課2007「高松塚古墳壁画の保存対策」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

文 化 庁2007 『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

文 化 庁2007 『文化庁月報 通巻466号』ぎょうせい

文 化 庁2007 『文化庁月報 通巻467号』ぎょうせい

松井一晃2007 「飛鳥における建物と石敷」『Arhcaeo-Clio 第８号』東京学芸大学考古学研究室

松村恵司2007 「高松塚古墳の石室解体修理に伴う発掘調査」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

松村恵司2007 「高松塚古墳石室の発掘調査」『文化庁月報 通巻466号』ぎょうせい

間渕創・佐野千絵2007「浮遊真菌調査を用いた動的な室内環境評価法の検討－特別史跡キトラ古墳仮設保護覆

屋をモデルとして－」『保存科学 第46号』東京文化財研究所

丸山真史・松井章2007「飛鳥京苑池遺構から出土した動物遺存体」『青陵 123号』奈良県立橿原考古学研究所

三浦定俊2007 「古墳壁画の保存と課題」『仏教藝術 290』毎日新聞社

三浦定俊2007 「高松塚古墳壁画とラスコー洞窟壁画」『文化庁月報 通巻461号』ぎょうせい

三野 徹2007 「現代科学から見た古代飛鳥京の水利基盤」

『農村計画 第55号』農業農村工学会農村計画研究部会

宮島一彦2007 「キトラ天文図と東アジアの古星図」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

村上 隆2007 「キトラ古墳出土遺物に関する科学的調査研究」『仏教藝術 290号』毎日新聞社

村上 隆2007 「古代の金・銀精錬を考える－飛鳥池遺跡の事例を中心に－」『奈良文化財研究所紀要2007』

村上 隆2007 『金・銀・銅の日本史』岩波新書

村田右富実2007「『春草の』木簡出土の意義」『季刊明日香風 第102号』飛鳥保存財団

毛利和雄2007 「守れるか古墳壁画－解体を前に－」『月刊ミュゼ 第79号』アム・プロモーション

毛利和雄2007 「守れるか古墳壁画－高松塚壁画、保存修理へ－」

『月刊ミュゼ 第82号』アム・プロモーション

毛利和雄2007 『高松塚古墳は守れるか－保存科学の挑戦－』日本放送出版協会

毛利和雄2007 「壁画古墳の保存」『季刊考古学 第100号』雄山閣

山路直充2007 「京と寺－東国の京、そして倭京・藤原京－」

『都城 古代日本のシンボリズム－飛鳥から平安京へ－』青木書房

吉村武彦2007 「古代天皇制支配と律令・宮都（覚書）」

『都城 古代日本のシンボリズム－飛鳥から平安京へ－』青木書房

米川裕治2007 「シロカイト遺跡」

『大和を掘る25－2006年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

和田 萃2007 「飛鳥－私的回想－」『季刊明日香風 第101号』飛鳥保存財団

和田 萃2007 「石川氏－その後の蘇我氏－」『季刊明日香風 第103号』飛鳥保存財団

和田 萃2007 「飛鳥出土の七世紀の木簡」『季刊明日香風 第104号』飛鳥保存財団

和田 萃2007 『図説 飛鳥の古社を歩く－飛鳥・山辺の道－』河出書房新社

和田 萃2007 「大和三山－その伝承と史実－」『名勝指定 大和三山』橿原市教育委員会

渡辺丈彦2007 「キトラ古墳調査のあゆみと公開活用への展望」『月刊文化財 第524号』第一法規
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平平成成2200（（22000088））年年

相原嘉之2008 「飛鳥・藤原地域における文化遺産の特質－世界遺産登録へ向けての覚書－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第７号』明日香村教育委員会

相原嘉之2008 「飛鳥における斉明朝の土木技術－酒船石遺跡の造営と『日本書紀』の「宮東山」－」

『季刊考古学 第102号』雄山閣出版

相原嘉之2008 「飛鳥と宮滝－飛鳥川をめぐる遺跡の諸相－」『季刊明日香風 第105号』飛鳥保存財団

相原嘉之2008 「飛鳥の奥津城」『月刊文化財 第532号』第一法規

青木 保2008 「高松塚古墳壁画の保存－文化財保護の使命－」『月刊文化財 第532号』第一法規

飛鳥資料館2008『飛鳥の考古学2007』

飛鳥資料館2008『キトラ古墳壁画十二支－子丑寅－』

明日香村教育委員会2008『島庄遺跡発掘調査報告書－嶋宮伝承地における発掘調査－』

明日香村教育委員会2008『明日香村遺跡調査概報 平成18年度』

明日香村教育委員会2008『飛鳥の考古学図録⑥ 飛鳥の神社－神々のやどる社－』明日香村

粟野 隆2008 「庭園スタイルの模倣と創造－苑池の空間デザインと古代日韓－」

『日韓文化財論集Ⅰ』奈良文化財研究所

市原富士夫2008「特別史跡高松塚古墳の仮整備」『月刊文化財 第532号』第一法規

市 大樹2008 「藤原地域出土の荷札木簡補遺」『奈良文化財研究所紀要2008』

市 大樹2008 「奈良・石神遺跡」『木簡研究 第30号』木簡学会

井上和人2008 『日本古代都城制の研究－藤原京・平城京の史的意義－』吉川弘文館

井上直夫2008 「高松塚古墳石室内フォトマップ撮影」『月刊文化財 第532号』第一法規

井上和人2008 「日本古代都城造営の史的意義－東アジア世界の歴史潮流の中で－」

『古代東アジア交流の総合的研究』国際日本文化研究センター

猪熊兼勝2008 「斉明女帝のわすれもの」『季刊明日香風 第106号』飛鳥保存財団

今尾文昭2008 『律令期陵墓の成立と都城』青木書店

入倉徳裕2008 「藤原京条坊の精度」『橿原考古学研究所論集 第15』八木書店

入倉徳裕・小澤毅2008「藤原京六条大路の再検討」『奈良文化財研究所紀要2008』

上野 誠2008 『大和三山の古代』講談社

上野 誠2008 「折口信夫と天子非即神論」『季刊明日香風 第108号』飛鳥保存財団

上村淳之2008 「飛鳥における石造物」『季刊明日香風 第106号』飛鳥保存財団

ト部行弘2008 「飛鳥島庄遺跡についての覚書」『王権と武器と信仰』同成社

近江俊秀2008 『道路誕生 考古学からみた道づくり』青木書店

大浦誠士2008 「“歌ことば”『あすか川』の源流を訪ねて」『季刊明日香風 第105号』飛鳥保存財団

小笠原具子2008「高松塚古墳石室解体に際する壁画の養生作業」『月刊文化財 第532号』第一法規

岡林孝作2008 「高松塚古墳の木棺と棺台」『月刊文化財 第532号』第一法規

小澤 毅2008 「藤原京の成立と構造をめぐる諸問題」

『古代東アジア交流の総合的研究』国際日本文化研究センター

甲斐弓子2008 「初期寺院造営の背景－大和を中心として－」『奈良学研究 第10号』奈良学学会

筧 和也2008 「軽寺の創建年代と造営氏族」

『帝塚山大学大学院人文科学研究科紀要 第10号』帝塚山大学大学院人文科学研究科

橿原市2008 『世界遺産暫定一覧表記載資産「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」記念講演会』

橿原市教育委員会2008『平成18年度（2006年度）橿原市文化財調査年報』

加藤雅士2008 「把手つけたはなし 使用痕跡からみた７世紀後半、飛鳥・藤原の煮炊具」『吾々の考古学』

金子裕之2008 「神武神話と藤原京」『日本史の方法７』日本史の方法研究会

川野邊渉2008 「壁画の修理」『月刊文化財 第532号』第一法規

鐘江宏之2008 『全集日本の歴史 第３巻 律令国家と万葉びと』小学館

木川りか2008 「高松塚古墳の保存と壁画発見から現在に至る生物環境の変化」

『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

来村多加史2008『高松塚とキトラ－古墳壁画の謎－』講談社

木下正史2008 「本格的都城・藤原京の形成と都市生活」『現代の考古学７ 国家形成の考古学』朝倉書店

木原克司2008 「日本古代宮都・宮室の構造と諸類型」『鳴門教育大学研究紀要 第23巻』
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鬼原俊枝2008 「壁画の修理にあたって」『月刊文化財 第532号』第一法規

金哲主・卓京柏2008「韓日古代寺院の整備方法研究－６・７世紀の寺院を中心に－」

『日韓文化財論集Ⅰ』奈良文化財研究所

高妻洋成2008 「石室石材の搬送」『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

肥塚隆保・高妻洋成・降幡順子2008「石室解体と輸送」『月刊文化財 第532号』第一法規

肥塚隆保・高妻洋成・降幡順子2008「高松塚古墳石室解体」『奈良文化財研究所紀要2008』

肥塚隆保2008 「石室の解体」『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

小林茂文2008 「藤原京の造営思想と天皇制」『史学 第77巻第２・３号』

木場幸弘2008 「高取町内紀路沿いの渡来系氏族の遺跡」『季刊明日香風 第107号』飛鳥保存財団

木場佳子2008 「奈良・阿倍寺跡」『木簡研究 第30号』木簡学会

西光慎治2008 「大和における結晶片岩使用古墳の動向」『季刊明日香風 第107号』飛鳥保存財団

西光慎治2008 「真弓鑵子塚古墳」

『大和を掘る26－2007年度発掘調査速報展－』橿原考古学研究所附属博物館

酒井龍一2008 「蘇我馬子の都市計画－画策は槻の広場でいたすべし－」

『文化財学報 第26集』奈良大学文学部文化財学科

桜井市教育委員会2008『桜井市 平成18年度国庫補助による発掘調査報告書』

滋賀県立安土城考古博物館2008『仏法の初め、茲より作れり』

清水昭博2008 「初期瓦窯の造瓦技術－隼上り瓦窯を例として－」『帝塚山大学考古学研究所研究報告ⅩⅠ』

清水俊明2008 「“飛鳥の石”『亀石』と『亀形石造物』」『季刊明日香風 第106号』飛鳥保存財団

志村佳名子2008「飛鳥浄御原宮におけ儀礼空間の復原的考察」『文学研究論集 第28号』明治大学大学院

鈴木一議2008 「明日香村川原の亀石」『Archaeo-Clio 第９号』東京学芸大学考古学研究室

千田 稔2008 『平城京遷都－女帝・皇后と「ヤマトの時代」－』中央公論社

高取町教育委員会2008『観覚寺遺跡発掘調査報告書Ⅳ（第７・８次調査）』

髙橋幸治2008 「島庄遺跡」

『大和を掘る26－2007年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

竹田政敬2008 「藤原京の景観－出土遺構（柱掘形の規模）を中心に－」『王権と武器と信仰』同成社

竹本 晃2008 「京職と祈雨祭祀－藤原京右京七条一坊西北坪出土の木簡－」『奈良文化財研究所紀要2008』

巽淳一郎2008 「飛鳥池工房遺跡にみえる古代国家前期の官営工房の構造と実態」

『国学院雑誌 第109巻第11号』國學院大學

建石徹・堀敏治2008「壁画の保存管理の経緯」『月刊文化財 第532号』第一法規

舘野和己2008 「古代奈良盆地の水運」『季刊明日香風 第105号』飛鳥保存財団

谷口雅一2008 『「大化改新」隠された真相－蘇我氏は本当に逆臣だったのか？－』ダイヤモンド社

田 庸昊2008 「古代韓日の金属・ガラス製品生産関連研究の現状と課題

－坩堝とガラス鋳造用槌製鋳型を中心に－」『日韓文化財論集Ⅰ』奈良文化財研究所

千田剛道2008 「百済および日本の垂木先瓦に関する二、三の考察」『日韓文化財論集Ⅰ』奈良文化財研究所

月岡道晴2008 「いにしへびと あるは来逢はむ。－折口信夫飛鳥関係歌鑑賞－」

『季刊明日香風 第108号』飛鳥保存財団

遠山美都男2008『蘇我氏四代の冤罪を晴らす』学習研究社

長岡千尋2008 「飛鳥びと、釋迢空－わが青春の折口信夫－」『季刊明日香風 第108号』飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所2008『奈良県遺跡調査概報2007年(第二分冊)』

奈良県立橿原考古学研究所2008

『慈明寺遺跡(藤原京右京五条八坊)－藤原京と縄文・弥生時代の自然流路の調査－』

奈良県立橿原考古学研究所2008『飛鳥京跡Ⅲ－内郭中枢の調査(１)－』

奈良県立橿原考古学研究所2008

『第27回奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 テーマ「飛鳥宮と東アジアの都城」』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2008『藤原京の実態－持統・文武・元明 三代の都－』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2008『宮都 飛鳥』

奈良文化財研究所2008『特別史跡キトラ古墳発掘調査報告』

文化庁・奈良文化財研究所・橿原考古学研究所・明日香村教育委員会

奈良文化財研究所2008『奈良文化財研究所紀要2008』
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奈良文化財研究所2008『飛鳥・藤原宮発掘調査出土木簡概報22』

奈良文化財研究所2008

『埋蔵文化財センターニュース131－高松塚古墳 壁画保存修理のための石室解体から－』

仁富士敦史2008「６、７世紀の宮と支配関係」『考古学研究 218号』考古学研究会

長谷川透2008 「檜隈寺跡（キトラ公園内遺跡」

『大和を掘る26－2007年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

服部明世2008 「飛鳥の石造物」『季刊明日香風 第106号』飛鳥保存財団

早川典子2008 「解体にともなう壁画の処置－絵画的観点から－」

『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

林 博通2008 「飛鳥の『京』と大津の『京』」『王権と武器と信仰』同成社

林部 均2008 『飛鳥の宮と藤原京－よみがえる古代王宮－』吉川弘文館

林部 均2008 「『飛鳥京』と藤原京－東アジアの中の飛鳥－」

『第27回奈良県立橿原考古学研究所公開講演会－飛鳥宮と東アジアの都城－』

林由紀子2008 「石室解体と情報公開－報道の立場から－」『月刊文化財 第532号』第一法規

降幡順子2008 「事前調査」『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

文化庁文化財部2008『月刊文化財 第532号』第一法規

鉾井修一・小椋大輔・石崎武志2008

「石室の解体過程における温湿度環境の管理について」『月刊文化財 第532号』第一法規

保坂達雄2008 「折口信夫の飛鳥万葉旅行」『季刊明日香風 第108号』飛鳥保存財団

保存科学研究集会事務局2008『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

増記隆介2008 「壁画に関する二、三の新知見」『月刊文化財 第532号』第一法規

松田真一2008 「飛鳥川流域開発の歴史－飛鳥川に沿った原始・古代の遺跡から－」

『季刊明日香風 第105号』飛鳥保存財団

松村恵司2008 「石室解体修理事業に伴う発掘調査」『月刊文化財 第532号』第一法規

松村恵司2008 「高松塚古墳石室解体に向けた発掘調査」

『壁画古墳の保存に関わる諸問題』奈良文化財研究所

三浦定俊2008 「生物被害とのたたかい」『月刊文化財 第532号』第一法規

毛利和雄2008 「守れるか古墳壁画－原因究明と保存修理－」『月刊ミュゼ 第83号』アム・プロモーション

毛利和雄2008 「守れるか古墳壁画－保存活用、新段階へ－」『月刊ミュゼ 第85号』アム・プロモーション

毛利和雄2008 「守れるか古墳壁画－国営飛鳥歴史公園の整備－」

『月刊ミュゼ 第86号』アム・プロモーション

茂木雅博2008 「飛鳥の宮と陵墓」『古代学研究 180号－森浩一先生傘壽記念論文集－』古代学研究会

山崎秀保2008 「壁画保存へ向けての組織再編について」『月刊文化財 第532号』第一法規

山近久美子2008「日本古代都市論と藤原京の条坊－『詩経』に描かれた中国年建設との比較」

『防衛大学校紀要（人文科学分冊） 第96輯』

山本耕治2008 「吊り上げ治具の開発」『月刊文化財 第532号』第一法規

山本忠直2008 「キトラ・高松塚古墳の四神図をめぐって」『郵政考古学紀要 第46号』郵政考古学会

和田 萃2008 「紀路の再検討」『季刊明日香風 第107号』飛鳥保存財団

和田 萃2008 「『御す』と『幸す』」『古代学研究 180号－森浩一先生傘壽記念論文集－』古代学研究会

渡辺丈彦・石橋茂登2008「高松塚古墳の概要」『月刊文化財 第532号』第一法規

平平成成2211（（22000099））年年

相原嘉之2009 「奥飛鳥における文化的景観の形成－飛鳥川上流域の考古学研究を中心に－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第８号』明日香村教育委員会

相原嘉之2009 「奈良県明日香村－遺跡と景観、そして地域住民－」『文化遺産と現代』同成社

相原嘉之2009 「飛鳥の奥津城と二つの壁画古墳」

『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

青木 敬2009 「石神遺跡 第21次調査（飛鳥藤原第156次）」

『大和を掘る27－2008年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
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青柳泰介2009 「橿原地域の『渡来人』と蘇我氏」『季刊明日香風 第109号』飛鳥保存財団

飛鳥資料館2009『飛鳥の考古学2008』

飛鳥資料館2009「キトラ古墳壁画四神－青龍白虎－」

明日香村2009 『第４次明日香村総合計画』

明日香村2009 『平成20年度 明日香村文化的景観基礎調査報告書』

明日香村教育委員会2009『明日香村遺跡調査概報 平成19年度』

明日香村教育委員会2009『飛鳥の考古学図録⑦ 明日香文化財の精華』明日香村

明日香村教育委員会2009『国宝高松塚古墳壁画』飛鳥保存財団高松塚壁画館

足立久美子2009「世界遺産登録に向けて『世界遺産登録と飛鳥』」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

犬塚将英・佐野千絵・木川りか・石崎武志・建石徹2009

「国宝高松塚古墳壁画修理作業室の一般公開時における環境測定」『保存科学』東京文化財研究所

井上和人2009 「日本古代都城の出現と変質」『都市と環境の歴史学４』中央大学文学部東洋史学研究室

猪熊兼勝2009 「飛鳥の渡来系遺跡」『季刊明日香風 第109号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝2009 「宣長の見た酒船石」『季刊明日香風 第110号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝2009 「聖徳太子の考古学」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝・和田萃・上野誠2009

「鼎談 飛鳥学最前線－考古・歴史・文学－」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

上野 誠2009 「本居宣長『菅笠日記』の大和三山」『季刊明日香風 第110号』飛鳥保存財団

上野 誠2009 「木簡に書かれたヤマトウタ」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

上野 誠2009 「明日香からの視線で舒明天皇御製歌を読む」『万葉集の今を考える』

近江俊秀2009 「大和地域の雷文縁軒丸瓦」『古代瓦研究Ⅳ－法隆寺式軒瓦の成立と展開、雷文縁・輻線文縁

・重圏文縁複弁蓮華文軒丸瓦の展開－』奈良文化財研究所

近江俊秀2009 「下ツ道考－大和における正方位直線道路の成立時期をめぐる検討－」

『古代文化 第577号』古代学協会

小川靖彦2009 「『万葉集』の歴史意識」『季刊明日香風 第111号』飛鳥保存財団

小川裕見子2009「終末期群集墳内における八角墳と大型八角墳の関係」『古代学研究 184号』古代学研究会

小椋大輔・鉾井修一・李永輝・石崎武志・三浦定俊2009

「過去の高松塚古墳石室内の温湿度変動解析－保存施設稼働時の気象条件の影響と、発掘直後

の仮保護施設の影響－」『保存科学』東京文化財研究所

奥田 尚2009 『石造物の石材研究１－奈良盆地東南部の中・近世石造物－』考古石材の研究会

小澤毅・入倉徳裕2009「藤原京中軸線と古墳の占地」『季刊明日香風 第111号』飛鳥保存財団

小野健吉2009 『日本庭園－空間の美の歴史－』岩波新書

影山尚之2009 「藤原宮役民作歌と御井の歌」『季刊明日香風 第111号』飛鳥保存財団

梶川信行2009 「『万葉集』の「明日香」」『万葉集の今を考える』

橿原市教育委員会2009『平成19年度 橿原市埋蔵文化財年報』

加藤雅士2009 「大官大寺の縄文土器（１）」『奈良文化財研究所紀要2009』

川野邊渉2009 「キトラ古墳壁画天文図の取り外しについて」『月刊文化財 第547号』第一法規

木川りか・佐野千絵・間渕創・喜友名朝彦・立里臨・西島美由紀・杉山純多2009

「キトラ古墳の微生物等の状況報告（2008）」『保存科学』東京文化財研究所

菊井佳弥2009 「奈良・一町西遺跡」『木簡研究 第31号』木簡学会

北山峰生2009 「薩摩遺跡 第８次調査」

『大和を掘る27－2008年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

肥塚隆保2009 「高松塚古墳壁画の材料調査（進捗報告）」『月刊文化財 第547号』第一法規

小谷徳彦2009 「川原寺の創建瓦」『古代瓦研究Ⅲ－川原寺式軒瓦の成立と展開－』奈良文化財研究所

木場幸弘2009 「高取町内 渡来系氏族の古墳」『季刊明日香風 第109号』飛鳥保存財団

西光慎治2009 「飛鳥の穹窿状横穴式石室－真弓鑵子塚古墳の調査－」

『季刊明日香風 第109号』飛鳥保存財団

西光慎治2009 「本居宣長と飛鳥の王陵」『季刊明日香風 第110号』飛鳥保存財団

西光慎治ほか2009「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅲ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第８号』明日香村教育委員会
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酒井龍一2009 「推古朝都市計画の復元的研究」『文化財学報 第27集』奈良大学文化財学科

桜井市文化財協会2009『桜井市内埋蔵文化財2004年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2009『桜井市内埋蔵文化財2007年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2009『桜井市内埋蔵文化財2008年度発掘調査報告書１』

左野勝司2009 『石ひとすじ－歴史の石を動かす－』学生社

佐野千絵・早川泰弘・三浦定俊2009

「国宝高松塚古墳壁画の材料調査の変遷」『保存科学 第48号』東京文化財研究所

清水昭博2009 「大和の輻線紋・重圏紋縁複弁蓮華紋軒丸瓦」

『古代瓦研究Ⅳ－法隆寺式軒瓦の成立と展開、雷文縁・輻線文縁・重圏文縁複弁蓮華文軒丸瓦

の展開－』奈良文化財研究所

白石太一郎2009「五条野丸山古墳の被葬者をめくって」『大阪府立近つ飛鳥博物館 館報12』

関口靖之2009 「大和三山の古社を歩く」『季刊明日香風 第111号』飛鳥保存財団

積山 洋2009 「大極殿の成立と前期難波宮内裏前殿」

『都城制研究（２）宮中枢部の形成と展開－大極殿の成立めぐって－』

奈良女子大学21世紀ＣＯＥプログラム古代日本形成の特質解明の研究教育拠点

辰巳和弘2009 『聖樹と古代大和の王宮』中央公論新社

舘野和己2009 「古代都城の成立過程－京の国からの分立－」『古代史選書３ 古代都城のかたち』同成社

鶴見泰寿・東影悠2009「飛鳥京跡」

『大和を掘る27－2008年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

直木孝次郎2009『飛鳥の都』吉川弘文館

中村修也2009 「富本銭の意義」『東アジアの古代文化 137号』大和書房

奈良県立橿原考古学研究所2009『奈良県遺跡調査概報2008年（第二分冊）』

奈良文化財研究所2009『奈良文化財研究所紀要2009』

奈良文化財研究所2009『飛鳥藤原京木簡二－藤原京木簡一－』

奈良文化財研究所2009『高松塚古墳壁画フォトマップ資料』

奈良文化財研究所2009『古代瓦研究Ⅲ－川原寺式軒瓦の成立と展開－』

奈良文化財研究所2009『古代瓦研究Ⅳ－法隆寺式軒瓦の成立と展開、雷文縁・輻線文縁・重圏文縁複弁蓮華文

軒丸瓦の展開－』

西川寿勝編2009『蘇我三代と二つの飛鳥－近つ飛鳥と遠つ飛鳥－』新泉社

橋本輝彦2009 「桜井市域における渡来人の足跡」『季刊明日香風 第109号』飛鳥保存財団

長谷川透2009 「石神遺跡出土鋸の考察」『明日香村文化財調査研究紀要 第８号』明日香村教育委員会

長谷川透2009 「檜前遺跡群」

『大和を掘る27－2008年度 発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川透2009 「檜隈寺跡」

『大和を掘る27－2008年度 発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

花谷 浩2009 「飛鳥の瓦と百済の瓦」『古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播』奈良文化財研究所

花谷 浩2009 「飛鳥の川原寺式軒瓦」『古代瓦研究Ⅲ－川原寺式軒瓦の成立と展開－』奈良文化財研究所

林部 均2009 「飛鳥宮－大極殿の成立－」

『都城制研究(２)宮中枢部の形成と展開－大極殿の成立めぐって－』

奈良女子大学21世紀ＣＯＥプログラム古代日本形成の特質解明の研究教育拠点

藤野健一2009 「キトラ古墳周辺地区の国営公園化計画」『月刊文化財 第547号』第一法規

藤本強・永井順國・青柳正規・毛利和雄2009

「古墳壁画が現代の私たちに語りかけるもの」『月刊文化財 第547号』第一法規

降幡順子・大河内隆之2009「黒漆塗工具及び刀子の事前調査」『奈良文化財研究所紀要2009』

古市 晃2009 『日本古代王権の支配論理』塙書房

文 化 庁2009 『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

文化庁古墳壁画室2009「高松塚古墳・キトラ古墳に関する保存・活用事業の進捗状況について」

『月刊文化財 第547号』第一法規

文化庁古墳壁画室2009「高松塚古墳およびキトラ古墳に関する保存活用事業の進捗状況」

『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

- 73 -



- 78 -

文化庁古墳壁画室2009「特別史跡高松塚古墳の仮整備」

『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

文化庁古墳壁画室2009「高松塚古墳壁画の模写」

『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

文化庁文化財部2009『月刊文化財 第547号』第一法規

松村恵司2009 『日本の美術 第512号 出土銭貨』至文堂

松村恵司・廣瀬覚2009「高松塚古墳仮整備のための発掘調査」『月刊文化財 第547号』第一法規

村田右富実2009「旧都を吹く風－『うねめ』から『をとめ』へ－」『季刊明日香風 第111号』飛鳥保存財団

毛利和雄2009 「守れるか古墳壁画－進む劣化要因の究明－」『月刊ミュゼ 第87号』アム・プロモーション

毛利和雄2009 「守れるか古墳壁画－キトラ古墳の保存と活用－」

『月刊ミュゼ 第90号』アム・プロモーション

毛利和雄2009 「古墳壁画の保存と活用」

『文化庁月報 No.494－古墳壁画の保存と活用に向けた取り組み－』ぎょうせい

森井順之・犬塚将英・佐野千絵・石崎武志2009

「キトラ古墳保護覆屋内の環境について（４）－周辺風環境の解析および覆屋内環境監視－」

『保存科学』東京文化財研究所

安田和子2009 『白鳳時代と高松塚古墳－築造時の時代背景－』竹林館

山本 崇2009 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第31号』木簡学会

山本忠尚2009 「四本指の青龍・白虎－再び、キトラ・高松塚の四神をめぐって－」

『郵政考古紀要 第47号（通巻56冊）』大阪・郵政考古学会

吉野秋二2009 「京の成立過程と条坊」『古代都城のかたち』同成社

和田 萃2009 「本居宣長の歩いた飛鳥」『季刊明日香風 第110号』飛鳥保存財団

和田 萃2009 「持統天皇の吉野宮行幸」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

和田 萃2009 「飛鳥の道標『芋ケ峠道の役行者像』」『季刊明日香風 第112号』飛鳥保存財団

和田 萃2009 『歴史の道を行く－橿原市内に息づく古道を尋ねて－』橿原市

渡辺瑞穂子2009「藤原京跡呪符木簡と元旦四方拝の成立」『神道宗教 215号』神道宗教学会

平平成成2222（（22001100））年年

相原嘉之2010 「ふたつの壁画古墳－高松塚・キトラ古墳をめぐる文化的・文化財的意義－」

『史跡で読む日本の歴史３－古代国家の形成－』吉川弘文館

相原嘉之2010 「我が国における宮中枢部の成立過程－内裏・大極殿・朝堂院の成立に関する覚書－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第９号』明日香村教育委員会

青木 敬2010 「乱石組雨落溝の構造と変遷」『奈良文化財研究所紀要2010』

青木 敬2010 「飛鳥・藤原地域における７世紀の門遺構－石神遺跡・飛鳥京跡・藤原宮跡などの調査事例」

『第13回 古代官衙・集落研究会 官衙と門 報告編』奈良文化財研究所

飛鳥資料館2010『飛鳥の考古学2009』

飛鳥資料館2010『キトラ古墳壁画四神』

飛鳥資料館2010『飛鳥の黎明－飛鳥に集ういにしえの文字たち－』図録53冊

飛鳥資料館2010『飛鳥の黎明－飛鳥に集ういにしえの文字たち－』カタログ23冊

明日香村2010 『平成21年度 明日香村文化的景観基礎調査報告書』

明日香村教育委員会2010『明日香村遺跡調査概報 平成20年度』

明日香村教育委員会2010『真弓鑵子塚古墳発掘調査報告書－飛鳥の穹窿式横穴式石室墳の調査－』

明日香村教育委員会2010『飛鳥の考古学図録⑧ 飛鳥前代－飛鳥の源流への旅路を往く－』明日香村

足立伸之助2010「飛鳥と歴史街道」『季刊明日香風 第113号』飛鳥保存財団

網干善教2010 「獣頭人身像の謎を考える」『古代大和の謎』学生社

石崎武・鉾井修一・小椋大輔2010「環境調査の概要」『月刊文化財 第563号』第一法規

石田由紀子2010「大官大寺の縄文土器（２）」『奈良文化財研究所紀要2010』

石田由紀子2010「藤原宮の出土瓦」

『古代瓦研究Ⅴ－重弁蓮華文軒丸瓦の展開、藤原宮式軒瓦の展開－』奈良文化財研究所
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井上和人2010 「日本古代の都城における門形制の展開」

『第13回 古代官衙・集落研究会 官衙と門 報告編』奈良文化財研究所

市 大樹2010 「藤原京」『史跡で読む日本の歴史３－古代国家の形成－』吉川弘文館

市 大樹2010 『飛鳥藤原木簡の研究』塙書房

市 大樹2010 「木簡からみた飛鳥・藤原の都」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

猪熊兼勝2010 「新益京・藤原宮の生活」『古代大和の謎』学生社

猪熊兼勝2010 「新益京から寧楽京へ」『季刊明日香風 第114号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝・和田萃・上野誠2010「古道・中ツ道を歩く」『季刊明日香風 第114号』飛鳥保存財団

今尾文昭2010 「飛鳥・藤原の墳墓」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

上田正昭・山折哲雄・王維坤2010

『新・古代史検証 日本国の誕生５ 倭国から日本国へ－画期の天武・持統朝－』文英堂

上野 誠2010 「平城新都賛歌を読む」『季刊明日香風 第114号』飛鳥保存財団

上野 誠2010 「甘樫丘の佐藤栄作首相－『佐藤栄作日記』から－」『季刊明日香風 第115号』飛鳥保存財団

大阪府立近つ飛鳥博物館2010『ふたつの飛鳥の終末期古墳－河内飛鳥と大和飛鳥－』

大脇 潔2010 「飛鳥・藤原京の寺院」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

小笠原好彦2010「川原寺の瓦当笵の移動と造営寺院」『国史談話会雑誌 第50号』東北大学国史談話会

小澤 毅2010 「飛鳥の朝廷」『史跡で読む日本の歴史３－古代国家の形成－』吉川弘文館

小澤 毅2010 「飛鳥の寺院」『史跡で読む日本の歴史３－古代国家の形成－』吉川弘文館

小澤 毅2010 「飛鳥発掘四十年をふりかえる」『季刊明日香風 第116号』飛鳥保存財団

小澤 毅2010 「藤原京の成立」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

甲斐弓子2010 『わが国の古代寺院にみられる軍事的要素の研究』雄山閣

風間亜紀子2010「高市大寺関係史料の再検討－その所在地をめぐって－」

『川内古代史論集 第７号』東北大学古代史研究会

鐘江宏之2010 「藤原京造営期の日本における外来知識の摂取と内政方針」

『東アジア海をめぐる交流の歴史的展開』東方書店

川野邊渉2010 「壁画修理の現状」『月刊文化財 第563号』第一法規

木川りか2010 「生物調査の概要」『月刊文化財 第563号』第一法規

来村多加史2010「天皇陵にみる風水思想」『古代大和の謎』学生社

北山峰生・大野壽子2010「薩摩遺跡 第10次調査」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

北山峰生・和田萃・鶴見泰寿2010「奈良・薩摩遺跡」『木簡研究 第32号』木簡学会

木下正史2010 「飛鳥から藤原京へ－律令国家の胎動と成立の時代－」

『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

木下正史2010 「飛鳥・藤原京の都市生活」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

木下正史2010 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群－世界遺産登録に向けて－」

『季刊明日香風 第113号』飛鳥保存財団

黒坂貴裕・小田裕樹2010「檜隈寺跡」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

肥塚隆保・高妻洋成・降幡順子2010「高松塚古墳壁画の材料調査」『奈良文化財研究所紀要2010』

肥塚隆保・高妻洋成2010「材料調査の概要」『月刊文化財 第563号』第一法規

西光慎治ほか2010「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅳ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第９号』明日香村教育委員会

西光慎治・長谷川透2010「阿部山遺跡群」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

佐川正敏2010 「王興寺と飛鳥寺の伽藍配置・木塔心礎設置・舎利荘厳具」

『古代東アジアの仏教と王権』勉誠出版

桜井市文化財協会2010『桜井市内埋蔵文化財2006年度発掘調査報告書１』

桜井市文化財協会2010『桜井市内埋蔵文化財2009年度発掘調査報告書１』

佐々木孝子2010「上居の暮らしと伝承聞き取り調査から」『季刊明日香風 第113号』飛鳥保存財団

佐藤 信2010 「飛鳥・藤原の遺跡と『日本書紀』」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館
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佐野千絵2010 「文部科学省カビ対策専門家会合－その成果と展開－」

『月刊文化財 第563号』第一法規

島田敏男・次山淳2010『日本の美術No.532 山田寺 その遺構と遺物』ぎょうせい

鈴木靖民2010 「王興寺から飛鳥寺へ－飛鳥文化の形成－」『古代東アジアの仏教と王権』勉誠出版

鈴木嘉吉・瀧川昭雄2010

「大極殿を復原するのに、現代の建築基準法を守り免震装置を導入し、250年以上もの木材を使

用しましたが、今後1000年もつか心配です。」『季刊明日香風 第114号』飛鳥保存財団

菅谷文則・猪熊兼勝・和田萃2010「鼎談 明日香での発掘・調査をふりかえって(前半)」

『季刊明日香風 第116号』飛鳥保存財団

杉山 洋2010 「飛鳥・藤原の美術」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

関義清・森下豊･谷奥昭弘・猪熊兼勝2010

「世界遺産登録に向けて 三首長に聞く」『季刊明日香風 第113号』飛鳥保存財団

髙橋幸治2010 「檜前遺跡群①」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

高橋徹・フロンティアエイジ編2010『風の人－寺尾勇と飛鳥保存－』人文書館

高橋 徹2010 「寺尾勇と飛鳥保存」『季刊明日香風 第115号』飛鳥保存財団

高松塚古墳壁画劣化原因調査検討会2010『高松塚古墳壁画劣化原因調査報告書』文化庁

竹内 亮2010 「京と僧綱－天武天皇九年の『京内二廿四寺』をめぐって－」

『古代学 第２号』奈良女子大学古代学学術研究センター

竹田政敬2010 「藤原京の宅地建物遺構」『日本基層文化論叢－椙山林継先生古稀記念論集－』雄山閣

竹田正則2010 「世界遺産登録に向けて」『季刊明日香風 第113号』飛鳥保存財団

辰己和余2010 「飛鳥百景 甘樫丘－明日香風万葉歌碑－」『季刊明日香風 第116号』飛鳥保存財団

舘野和己2010 「天武天皇の都城思想」『律令国家史論集』塙書房

田中史生2010 「飛鳥寺の建立と渡来工人・僧侶たち」『古代東アジアの仏教と王権』

田村圓澄2010 『飛鳥時代 倭から日本へ』吉川弘文館

次山 淳2010 「甘樫丘東麓遺跡」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

鶴見泰寿・鈴木一議・関本優美子2010「飛鳥京跡第165次調査」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

永井順國・北田正弘・三輪嘉六・関義清2010

「座談会 高松塚古墳壁画の劣化原因調査を終えて－未来に向けて－」

『月刊文化財 第563号』第一法規

奈良県立橿原考古学研究所2010『奈良県遺跡調査概報2009年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2010『奈良県遺跡調査概報2009年度（第三分冊）』

奈良文化財研究所2010『奈良文化財研究所紀要2010』

奈良文化財研究所2010『古代瓦研究Ⅳ

－法隆寺式軒瓦の成立と展開、雷文縁・輻線文縁・重圏文縁複弁蓮華文軒丸瓦の展開－』

奈良文化財研究所2010『古代瓦研究Ⅴ－重弁蓮華文軒丸瓦の展開、藤原宮式軒瓦の展開－』

西本昌弘2010 「飛鳥に来た西域の吐火羅人」『東西学術研究所紀要 第43号』関西大学

箱崎和久2010 「山田寺と法隆寺」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

長谷川透2010 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川透2010 「檜前遺跡群②」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

波多野篤2010 「檜隈寺隣接地」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

林部 均2010 「飛鳥発掘四十年を振り返る－奈良県立橿原考古学研究所－」

『季刊明日香風 第116号』飛鳥保存財団

林部 均2010 「飛鳥と藤原の都」『平城京誕生』角川学芸出版

林部 均2010 「発掘された飛鳥の諸宮」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館
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林部 均2010 「藤原京の条坊施行年代再論」『国立歴史民俗博物館研究報告 第160集』

東影悠・佐藤麻子2010「飛鳥京跡第164次調査」

『大和を掘る28－2009年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

降幡順子・佐藤昌憲2010「キトラ古墳出土琥珀の保存処理」『奈良文化財研究所紀要2010』

文化庁文化財部2010『月刊文化財 第563号』第一法規

文化庁古墳壁画室2010「特集にあたって」『月刊文化財 第563号』第一法規

文化庁古墳壁画室2010「高松塚古墳・キトラ古墳に関する保存活用事業の進捗状況について」

『月刊文化財 第563号』第一法規

松木裕美2010 「飛鳥寺の塔とその思想」『古代東アジアの仏教と王権』勉誠出版

松村恵司2010 「富本銭と飛鳥池工房」『古代の都１ 飛鳥から藤原京へ』吉川弘文館

松村恵司・廣瀬覚2010「発掘調査からみた壁画の保存環境」『月刊文化財 第563号』第一法規

湊 哲夫2010 「天武朝の新城について」『立命館大学考古学論集』

三村 衛2010 「地震被害へのアプローチ－墳丘地盤の動的解析－」

『月刊文化財 第563号』第一法規

茂木雅博2010 「藤原京時代の葬送問題」『日本基層文化論叢』雄山閣

山田隆文2010 「高安城と飛鳥京 古代山城と宮都を結ぶルートはどこか？ 」

『地図中心 通巻453号』日本地図センター

山田隆文2010 「日本の都城制と新羅金京研究」『韓国の都城－三国～朝鮮、発掘調査と成果』

国立慶州・扶余・伽耶文化財研究所開所20周年紀念国際学術シンポジウム、国立慶州文化財

研究所（韓国本）

山本記子・小笠原具子・亀井亮子2010

「高松塚・キトラ古墳壁画の修理記録」『月刊文化財 第563号』第一法規

山本 崇2010 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第32号』木簡学会

山本忠尚2010 「キトラ朱雀の姿勢と唐墓石門の双鳥」

『郵政考古紀要 第48号（通巻57冊）』大阪・郵政考古学会

山本忠尚2010 「縦縞の長裾・男装の女性・出行図－高松塚古墳壁画の人物群像をめぐって－」

『郵政考古紀要 第49号（通巻58冊）』大阪・郵政考古学会

吉村武彦2010 「飛鳥から平城京へ」『平城京誕生』角川学芸出版

脇田宗孝2010 「飛鳥保存の歩み－地元住民からみた飛鳥保存について振り返る－」

『季刊明日香風 第115号』飛鳥保存財団

和田 萃2010 「中ツ道－現況と歴史的背景－」『季刊明日香風 第114号』飛鳥保存財団

平平成成2233（（22001111））年年

相原嘉之2011 「嶋宮をめぐる諸問題－島庄遺跡の発掘調査成果とその意義－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第10号』明日香村教育委員会

相原嘉之2011 「飛鳥古京の攻防－壬申紀にみる小墾田兵庫と留守司－」

『琵琶湖と地域文化』林博通先生退任記念論集刊行会

相原嘉之2011 「中大兄皇子宮」『明日香－明日香村文化協会会誌 第33号－』明日香村文化協会

相原嘉之2011 「飛鳥考古学の軌跡－調査研究と保護の歩み－」

『飛鳥遺珍－のこされた至宝たち－』飛鳥資料館

青木 敬2011 「飛鳥の宮都関連遺跡」『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

青山茂・天野幸弘・柳林修・猪熊兼勝2011「鼎談（前半）」『季刊明日香風 第120号』古都飛鳥保存財団

赤司善彦2011 「朝倉橘廣庭宮について」『季刊明日香風 第118号』飛鳥保存財団

飛鳥古京を守る会2011『あすか古京』

飛鳥資料館2011『飛鳥の考古学2010』

飛鳥資料館2011『星々と日月の考古学』

飛鳥資料館2011『鋳造技術の考古学－東アジアにひろがる鋳物師のわざ－』

飛鳥資料館2011『飛鳥遺珍－のこされた至宝たち－』

明日香村教育委員会2011『明日香村遺跡調査概報 平成21年度』
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明日香村教育委員会2011『飛鳥の考古学図録⑨ 整備された飛鳥の遺跡』明日香村

東 潮2011 「キトラ・高松塚古墳壁画と東アジアの文化環境」『高句麗壁画と東アジア』学生社

東 潮2011 「キトラ・高松塚壁画をめぐる東アジア古代の歴史環境－唐・新羅・日本の国際関係－」

『考古学論叢』考古学論叢刊行委員会

石田由紀子2011「檜隈寺周辺の調査」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

市 大樹2011 「木簡からみた飛鳥寺」『季刊明日香風 第119号』飛鳥保存財団

猪熊兼勝2011 「牽牛子塚古墳の世界－土中の日本書紀－」『季刊明日香風 第118号』飛鳥保存財団

ト部行弘・鈴木一議2010「飛鳥京跡苑池」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

榎本淳一2011 「比較儀礼論」『日本の対外関係２ 律令国家と東アジア』吉川弘文館

応地利明2011 『都城の系譜』京都大学学術出版会

大西貴夫2011 「飛鳥・藤原地域の古代寺院」『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

大西貴夫2011 「飛鳥京跡 第168次」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

小栗 梓2011 「叡福寺古墳（現聖徳太子墓）の横穴式石室羡道部の検討」

『大阪府立近つ飛鳥博物館館報14』

小澤 毅2011 「７世紀の日本都城と百済・新羅王京」

『日韓文化財論集Ⅱ』奈良文化財研究所・大韓民国国立文化財研究所

橿原市教育委員会2011『平成21年度（2009年度）橿原市文化財調査年報』

木下正史2011 「飛鳥・藤原京－『文明開化』の時代－」『考古学雑誌 第95巻第１号』日本考古学会

黒崎 直2011 『飛鳥の都市計画を解く』同成社

紺野敏文2011 「飛鳥からの造形－『倭様』の成立－」『季刊明日香風 第119号』飛鳥保存財団

桑田訓也2011 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第33号』木簡学会

木場佳子2011 「奈良・吉備遺跡」『木簡研究 第33号』木簡学会

桜井市文化財協会2011『桜井市内埋蔵文化財2003年度発掘調査報告書４』

桜井市文化財協会2011『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2010年度－』

高取町教育委員会2011『薩摩遺跡発掘調査報告書（第９次・第11次調査）』

奈良県立橿原考古学研究所2011『飛鳥京跡Ⅳ－外郭北部地域の調査－』

奈良県立橿原考古学研究所2011『藤原京右京十一条二・三坊』

奈良県立橿原考古学研究所2011

『高松塚古墳－奈良県立橿原考古学研究所附属博物館保管資料の再整理報告－』

奈良県立橿原考古学研究所2011『奈良県遺跡調査概報2009年度（第四分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2011『奈良県遺跡調査概報2010年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2011『奈良県遺跡調査概報2010年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2011『宮都飛鳥』学生社

奈良県立万葉文化館2011『大飛鳥展』

奈良文化財研究所2011『奈良文化財研究所紀要2011』

奈良文化財研究所2011『キトラ古墳壁画フォトマップ資料』文化庁・奈良文化財研究所

西光慎治ほか2011「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅴ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第10号』明日香村教育委員会

西光慎治2011 「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群に含まれる陵墓について」

『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

西光慎治2011 「牽牛子塚古墳の調査成果」『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

西光慎治2011 「牽牛子塚古墳」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治2011 「越塚御門古墳」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治・中東洋行2011「川原寺裏山遺跡」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
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西光慎治2011 「牽牛子塚古墳・越塚御門古墳の調査成果－律令国家形成期の大王墓の実像－」

『日本考古学 第32号』日本考古学協会

寒川 旭2011 「斉明天皇とその時代－地震考古学からみた牽牛子塚古墳－」

『季刊明日香風 第118号』飛鳥保存財団

菅谷文則・猪熊兼勝・和田萃2011「鼎談 明日香での発掘・調査をふりかえって(後半)」

『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

鈴木喜博2011 「三十六年ぶりに戻った向原寺（旧豊浦寺）の金銅観音菩薩像について」

『季刊明日香風 第119号』飛鳥保存財団

千田稔・小澤毅・里中満智子2011

『新・古代史検証 日本国の誕生４ 飛鳥の覇者－推古朝と斉明朝の時代－』文英堂

田村圓澄2011 「再考・飛鳥仏教」『季刊明日香風 第119号』飛鳥保存財団

鶴見康寿2011 「飛鳥京跡 第167次」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

帝塚山大学考古学研究所・附属博物館編2011『有間皇子を考える』

遠山美都男2011「『日本』『天皇』の成立」『日本の対外関係２ 律令国家と東アジア』吉川弘文館

富田敏子2011 「犬養孝と明日香－万葉歌とともに」『季刊明日香風 第120号』古都飛鳥保存財団

豊島直博2011 「飛鳥池遺跡出土刀装具について」『奈良文化財研究所紀要2011』

西岡善信2011 「子供の頃の明日香について」『季刊明日香風 第120号』古都飛鳥保存財団

西本昌弘2011 「高市大寺（大官大寺）の所在地と藤原京朱雀大路」

『古代文化 第584号』古代学協会

西本昌弘2011 「斉明天皇陵の造営・修造と牽牛子塚古墳－建王・間人皇女・大田皇女の合葬墓域として－」

『古代史の研究 第17号』

橋本義則2011 「日本古代宮都と陵墓・葬地」『東アジア都城の比較研究』京都大学学術出版会

橋本義則2011 「日本古代宮都の禁苑概観」『東アジア都城の比較研究』京都大学学術出版会

番 光 2011 「甘樫丘東麓遺跡－飛鳥藤原宮第161号－」

『大和を掘る29－2010年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

東影 悠2011 「飛鳥の宮と藤原宮」『季刊明日香風 第117号』飛鳥保存財団

廣岡孝信・鶴見泰寿2011「奈良・藤原京跡右京十一条三坊」『木簡研究 第33号』木簡学会

平澤 毅2011 「奈良時代までの庭園－平安時代庭園検討の前提として－」

『研究論集17 平安時代庭園の研究－古代庭園研究Ⅱ－』奈良文化財研究所

藤原享和2011 「日本書紀歌謡からみた斉明朝」『季刊明日香風 第118号』飛鳥保存財団

降幡順子2011 「特別史跡キトラ古墳出土遺物の保存処理と調査」『奈良文化財研究所紀要2011』

松村恵司・次山淳編2011『古代貨幣の復原鋳造実験』科学研究費報告書

森 公章2011 「朝鮮三国の動乱と倭国」『日本の対外関係２ 律令国家と東アジア』吉川弘文館

山中 章2011 「日本古代宮都の羅城をめぐる諸問題」『東アジア都城の比較研究』京都大学学術出版会

山崎 馨2011 「回想の飛鳥古京を守会」『季刊明日香風 第120号』古都飛鳥保存財団

山崎 健2011 「藤原宮造営期の牛の骨に認められる骨病変」『奈良文化財研究所紀要2011』

山本 崇2011 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第33号』木簡学会

吉川 聡2011 「明日香村八釣の明神講関係資料調査」『奈良文化財研究所紀要2011』

吉川真司2011 『シリーズ日本古代史③ 飛鳥の都』岩波書店

和田 萃2011 「斉明天皇とその時代」『季刊明日香風 第118号』飛鳥保存財団

平平成成2244（（22001122））年年

相原嘉之2012 「律令期陵墓の兆域と空間構成」『条里制・古代都市研究 第27号』条里制・古代都市研究会

相原嘉之2012 「高松塚古墳 四十年の歴史」『明日香－明日香村文化協会会誌 第34号－』明日香村文化協会

飛鳥資料館2012『飛鳥の考古学2011』

飛鳥資料館2012『比羅夫がゆく－飛鳥時代の武器・武具・いくさ－』

飛鳥資料館2012『花開く都城文化』

明日香村2012 『国選定重要文化的景観 奥飛鳥の文化的景観』
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明日香村教育委員会2012『明日香村遺跡調査概報 平成22年度』

明日香村教育委員会2012『竹田遺跡発掘調査報告書』

明日香村教育委員会2012『飛鳥の考古学図録10 飛鳥の道標』明日香村

青山茂・天野幸弘・柳林修・猪熊兼勝2011「鼎談（後半）」『季刊明日香風 第121号』古都飛鳥保存財団

池田 淳2012 「飛鳥らしさと吉野らしさ」『季刊明日香風 第126号』古都飛鳥保存財団

石坂 泰2012 「菖蒲池古墳」

『大和を掘る30－2011年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

石田由紀子2012「藤原宮における瓦生産とその年代」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

市 大樹2012 『飛鳥の木簡－古代史の新たな解明－』中央公論新書

猪熊兼勝2012 「吉備池が百済大寺になった頃」『季刊明日香風 第123号』古都飛鳥保存財団

猪熊兼勝2012 「百済王陵の飛鳥への影響」『季刊明日香風 第124号』古都飛鳥保存財団

今尾文昭2012 「天武・持統陵（野口王墓古墳）の意義」『天皇陵古墳を考える』学生社

今尾文昭2012 「『都市陵墓』としての神武陵」『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団

上野 誠2012 「賜死・大津皇子の歌と詩－磐余池候補地の発掘に寄せて－」

『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

内田忠賢2012 「吉野と大和の国見歌をめぐって」『季刊明日香風 第126号』古都飛鳥保存財団

浦西 勉2012 「オナンジマイリ（大汝詣り）－吉野への道と吉野川への信仰－」

『季刊明日香風 第126号』古都飛鳥保存財団

近江俊秀2012 「古代大和の河川交通－隋使入京の経路の問題を中心として－」

『古代文化 第587号』古代学協会

近江俊秀2012 『道が語る日本古代史』朝日新聞出版

大島信生2012 「序文を通して見た古事記成立の過程」『季刊明日香風 第121号』古都飛鳥保存財団

奥田 尚2012 「古代の石切場跡（その３）」『古代学研究195』古代学研究会

奥村和美2012 「『万葉集』に詠まれた古都」

『都城制研究６－都城の廃絶とその後－』奈良女子大学古代学研究センター

小田裕樹2012 「食器構成からみた『律令的土器様式』の成立」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

小野智貴2012 「姉妹都市『明日香村』・『扶餘郡』」『季刊明日香風 第124号』古都飛鳥保存財団

橿原市教育委員会2012『平成22年度（2010年度）橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2012『藤原京跡－右京十一・十二条三坊、右京十二条三・四坊』

菊地義裕2012 「万葉集にみる飛鳥と吉野の交流」『季刊明日香風 第126号』古都飛鳥保存財団

加藤真二2012 「キトラ古墳壁画小考」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

神庭 滋2012 「葦池の戦いと竹内遺跡」『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団

木村理恵・山本崇2012「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第34号』木簡学会

木村理恵2012 「藤原宮期の須恵器供給体制に関する研究－貯蔵具・甕からのアプローチ－」

『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

木村理恵2012「飛鳥藤原地域出土の木製食器」『奈良文化財研究所紀要2012』

桑田訓也2012 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第34号』木簡学会

肥塚隆保・高妻洋成2012「高松塚古墳の漆喰」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

木場幸弘2012 「与楽鑵子塚古墳」

『大和を掘る30－2011年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治ほか2012「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅵ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第11号』明日香村教育委員会

西光慎治ほか2012「真弓テラノマエ古墳の研究」

『明日香村文化財調査研究紀要 第11号』明日香村教育委員会

桜井市文化財協会2012『桜井市内埋蔵文化財2002年度発掘調査報告書６』

清水昭博2011 『古代日韓造瓦技術の交流史』清文堂

清水昭博2011 「飛鳥時代の瓦の系譜とその変遷－いわゆる船橋廃寺式軒丸瓦について－」

『帝塚山大学考古学研究所研究報告ⅩⅤ』

白石太一郎2012「牽牛子塚古墳と岩屋山古墳－考古学からみた斉明陵－」『大阪府立近つ飛鳥博物館館報15』

鈴木一議2012 「飛鳥宮の廃絶」『都城制研究６－都城の廃絶とその後－』奈良女子大学古代学研究センター
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高田寬太2012 「瓦からみた７世紀の日羅関係についての予察」『国立歴史民俗博物館研究報告 第167集』

高取町教育委員会2012『与楽カンジョ古墳・与楽鑵子塚古墳発掘調査報告書』

高橋誠一2012 「古代飛鳥の国際性と文化交渉－広域的都市計画と要塞化－」

『東アジア文化交渉研究 第５号』関西大学文化交渉学教育研究拠点

高橋知奈津2012「飛鳥・奈良時代の池護岸手法の類型」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

高橋照彦2012 「欽明陵と敏達陵を考える」『天皇陵古墳を考える』学生社

高橋 透2012 「７～８世紀の美濃須衛窯跡群出土須恵器の再検討

－都城編年との併行関係の分析を中心に－」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

高橋宏幸2012 「飛鳥池遺跡出土「音義木簡」の依拠原典について」

『国文学論考 48号』都留文科大学国語国文学会

舘野和己2012 「宮都の廃絶とその後」

『都城制研究６－都城の廃絶とその後－』奈良女子大学古代学研究センター

玉田芳英2012 「坂田寺跡出土の三彩」『奈良文化財研究所紀要2012』

玉田芳英2012 「椀Ｃ考」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

鶴見泰寿2012 「飛鳥京跡（第171次）」

『大和を掘る30－2011年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

十川陽一2012 「百済大寺の造営体制」『古代文化 第589号』古代学協会

中川あや2012 「平城遷瓦」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

奈良県立橿原考古学研究所2012『史跡・名勝飛鳥京跡苑池（１）－飛鳥京跡Ⅴ－』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2012『日本国の誕生－古事記が出来たころ－』

奈良県立橿原考古学研究所2012『奈良県遺跡調査概報2011年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2012『奈良県遺跡調査概報2011年度（第二分冊）』

奈良文化財研究所2012『奈良文化財研究所紀要2012』

奈良文化財研究所2012『奈良文化財研究所 六十年のあゆみ』

奈良文化財研究所・宮内庁三の丸尚蔵館2012『宮内庁三の丸尚藏館所蔵 金銅四環壺の調査研究』飛鳥資料館

西口壽生2012 「初期施釉陶器の文様と産地－飛鳥地域出土の２例について－」

『奈良文化財研究所紀要2012』

西本昌弘2012 「建王の今城谷墓と酒船石遺跡」『続日本紀研究 第396号』続日本紀研究会

仁藤敦史2012 『さかのぼり日本史⑩奈良・飛鳥－都がつくる古代国家－』ＮＨＫ出版

長谷川透2012 「飛鳥寺西方広場の景観－飛鳥寺西方の石敷遺構を中心に－」

『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団

長谷川透2012 「阿部山遺跡群出土馬具の再検討」

『明日香村文化財調査研究紀要 第11号』明日香村教育委員会

長谷川透2012 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る30－2011年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

花谷 浩2012 「出雲と飛鳥」『季刊明日香風 第121号』古都飛鳥保存財団

林部 均2012 「古代宮都と郡山遺跡・多賀城」『国立歴史民俗博物館研究報告 第167集』

林部 均2012 「平城遷都後の藤原宮」

『都城制研究６－都城の廃絶とその後－』奈良女子大学古代学研究センター

林部 均2012 「遣隋使と飛鳥の諸宮」『遣隋使がみた風景－東アジアからの新視点－』八木書店

東影 悠2012 「飛鳥京跡苑池（第６次）（飛鳥京跡第170次）」

『大和を掘る30－2011年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

東影 悠2012 「奈良・飛鳥京跡苑池」『木簡研究 第34号』木簡学会

平岩欣太2012 「大藤原京左京五条八坊、中嶋遺跡の調査」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

広川晶輝2012 「『万葉集』巻十三・三二四二番歌について

－「久々利」と記す飛鳥池遺跡出土木簡と関連させて」『甲南大学紀要（文学編）162』

廣瀬 覚2012 「構築技術からみた高松塚古墳の横口式石槨」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

深澤芳樹2012 「『藤原京の成立』遺構解釈の一例」『史林 95巻１号』古都飛鳥保存財団

福辻 淳2012 「上ツ道と箸墓古墳・阿倍山田道」『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団
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降幡順子・青木敬・廣瀬覚2012

「特別史跡高松塚古墳版築のはぎ取り資料による粒度測定」『奈良文化財研究所紀要2012』

降幡順子2012 「藤原京・平城京出土鉛釉陶器の化学分析からみた特徴」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

前薗実知雄2012「吉野宮宮瀧遺跡と吉野宮」『季刊明日香風 第126号』古都飛鳥保存財団

松村恵司2012 「和同銀銭をめぐる史的検討」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

松本直樹2012 「大物主神と大国主神－大和国家の祭祀と神話－」『季刊明日香風 第121号』古都飛鳥保存財

森 公章2012 「飛鳥と古代百済の関係について－白村江戦以降の展開－」

『季刊明日香風 第124号』古都飛鳥保存財団

森 暢郎2012 「磐余の古墳」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

森先一貴2012 「藤原宮の設計基準と先行条坊」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

山崎 健2012 「藤原宮造営期における動物利用－使役と食を中心として－」

『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

山本 崇2012 「壬申の乱と飛鳥寺西槻下－小墾田兵庫をめぐって－」

『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団

山本 崇2012 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第34号』木簡学会

米田文孝2012 「高松塚古墳墳丘の景観変遷（上）」『阡陵 No65』関西大学博物館

李 炳鎬2012 「百済寺院の展開過程と日本の初期寺院」『帝塚山大学考古学研究所研究報告ⅩⅣ』

李 炳鎬2012 「日本古代都城中枢部の発展過程」『東アジアの古代宮城と慶州月城』

慶州月城保存整備政策研究市民文化講座、国立慶州文化財研究所、慶州市（韓国本）

若杉智宏2012 「キトラ古墳の墳丘形状」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

和田 萃2012 「壬申の乱と大和」『季刊明日香風 第122号』古都飛鳥保存財団

和田 萃2012 「磐余の諸宮とその時代」『季刊明日香風 第123号』古都飛鳥保存財団

平平成成2255（（22001133））年年

相原嘉之2013 「飛鳥研究関連文研目録2001～2010」

『明日香村文化財調査研究紀要 第12号』明日香村教育委員会

相原嘉之2013 「嶋家から嶋宮へ－島庄遺跡の調査成果－」『季刊明日香風 第127号』古都飛鳥保存財団

相原嘉之2013 「キトラ古墳30年の歴史」『明日香－明日香村文化協会会誌－ 第35号』明日香村文化協会

相原嘉之2013 「飛鳥寺北方域の開発－７世紀前半の小墾田を中心として－」

『橿原考古学研究所論集 第16』八木書店

青木 敬2013 「版築と礫」『奈良文化財研究所紀要2013』

飛鳥資料館2013『飛鳥の考古学2012』

飛鳥資料館2013『飛鳥寺二○十三』

飛鳥資料館2013『飛鳥・藤原京を考古科学する』

飛鳥資料館2013『飛鳥藤原京への道』

明日香村教育委員会2013『明日香村遺跡調査概報 平成23年度』

明日香村教育委員会2013『キトラ公園内遺跡発掘調査報告書

－国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区整備事業に伴う調査－』

明日香村教育委員会2013『牽牛子塚古墳発掘調査報告書－飛鳥の刳り貫き式横口式石槨墳の調査－』

東 潮 2013 「キトラ・高松塚古墳壁画図像の系譜」『季刊明日香風 第128号』古都飛鳥保存財団

荒田敬介2013 「弥生墓出土鏃の性格推定法」『奈良文化財研究所紀要2013』

井上 幸2013 「飛鳥藤原京と平城京出土木簡の所用漢字一覧（稿）」『文化財論叢Ⅳ』奈良文化財研究所

猪熊兼勝2013 「韓国の古代苑池」『季刊明日香風 第127号』古都飛鳥保存財団

猪熊兼勝2013 「キトラ古墳誕生を支えた人々」『季刊明日香風 第128号』古都飛鳥保存財団

入倉徳裕2013 「藤原京条坊の精度Ⅱ－藤原京条坊の最適方角について－」

『橿原考古学研究所論集 第16』八木書店

上野 誠2013 「飛鳥から、柿本人麻呂と山部赤人の歌々を読む」

『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

烏頭尾精2013 「キトラ古墳の壁画に想う」『季刊明日香風 第128号』古都飛鳥保存財団
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大阪府立近つ飛鳥博物館2013『考古学からみた推古朝』

大橋一章2013 「飛鳥大仏の制作と火難」『奈良美術研究 第14号』早稲田大学文学研究科 奈良美術研究所

奥田 尚2013 「明日香村付近の石造物」『石造物の石材研究Ⅴ』考古石材の研究会

橿原市教育委員会2013『平成23年度[2011年度] 橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2013『藤原京跡 －右京三条三坊－』

橿原市教育委員会2013『藤原京跡 －左京一・二条六・七坊、黒田池遺跡－』

橿原市教育委員会2013『藤原京跡 －右京十二条一坊－』

河上邦彦2013 『「日日新」の考古学Ⅱ－河上邦彦の中・短文集－』

北村優季2013 『平城京成立史論』吉川弘文館

黒坂貴裕2013 「史跡檜隈寺跡」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治・辰巳俊輔2013「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅶ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第12号』明日香村教育委員会

斎藤麻子2013 「万葉の川－泊瀬川・明日香川・佐保川を中心に」『日語日文学研究 ８３巻き２号』

酒井龍一・荒木浩司・相原嘉之・東野浩之2013『飛鳥と斑鳩－道で結ばれた宮と寺－』

桜井市教育委員会2013『桜井市 平成23年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2013『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2011年度－』

櫻庭祐介2013 「飛鳥寺本尊丈六釈迦如来坐像について」

『奈良美術研究 第14号』早稲田大学文学研究科 奈良美術研究所

篠川 賢2013 『日本古代の歴史２ 飛鳥と古代国家』吉川弘文館

末永雅雄2013 「舒明天皇陵・天智天皇陵・天武持統天皇陵外形調査概報」

『橿原考古学研究所論集 第16』八木書店

菅谷文則2013 「嶋宮と勾池」『季刊明日香風 第127号』古都飛鳥保存財団

鈴木一議2013 「史跡橘寺境内」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

鈴木 喬2013 「歌と木簡－飛鳥・藤原出土の木簡から－」『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

関川尚功2013 「宮都飛鳥の道路と遺跡」『日本考古学 第36号』日本考古学協会

積山 洋2013 『古代の都城と東アジア－大極殿と東アジア－』清文堂

髙橋幸治2013 「阿部山遺跡群」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

高松寿夫2013 「明日香皇女晩歌－明日香川のほとりで亡き皇女を哀悼する－」

『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

武中千里2013 「平城京・藤原京のブランド戦略－仏教とアジア、万葉によるアイデンティフィケーション」

『奈良のコンステレーションブランディング－奈良からやまとへのコンテクスト転換－』

芙蓉書房出版

玉田芳英・井上直夫2013「キトラ古墳の発掘調査と写真撮影」『季刊明日香風 第128号』古都飛鳥保存財団

建石 徹2013 「キトラ古墳の保存管理の経緯と現状」『季刊明日香風 第128号』古都飛鳥保存財団

遠山美都男2013『敗者の日本史１ 大化改新と蘇我氏』吉川弘文館

豊田裕章2013 「後飛鳥岡本宮・飛鳥浄御原宮の建設思想についての考察

－「前殿」の制度との関わりを中心に」『日本書紀研究 第29冊』日本書紀研究会

奈良公俊2013 「山部赤人神岳歌製作年次小見」『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所2013『奈良県遺跡調査概報2012年度（第一分冊）』

奈良文化財研究所2013『奈良文化財研究所紀要2013』

西宮秀紀2013 『日本古代の歴史３ 奈良の都と天平文化』吉川弘文館

日本遺跡学会2013『遺跡学研究 第10号』

長谷川透2013 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

林部 均2013 「日本古代における王宮構造の変遷－とくに前期難波宮と飛鳥宮を中心として－」

『国立歴史民俗博物館研究報告 第178集』
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原田保・鈴木敦詞2013「飛鳥・斑鳩のブランド戦略－宮のアルカディアと日本の原型のカルチべーション－」

『奈良のコンステレーションブランディング』芙蓉書房出版

原田保・森川裕一ほか2013

『地域ブランドブックス２ 飛鳥－時空間ブランドとしての飛鳥劇場－』芙蓉書房出版

東影 悠2013 「飛鳥京跡苑池の特質」『季刊明日香風 第127号』古都飛鳥保存財団

東影 悠2013 「史跡・名勝飛鳥京跡苑池（第７次調査）」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

廣瀬 覚2013 「飛鳥藤原地域出土基壇外装石の三次元計測」『奈良文化財研究所紀要2013』

廣瀬 覚ほか2013「藤原宮朝堂院朝庭（飛鳥藤原第174次調査）」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

藤沢 敦2013 「新しい古代国家像のための基礎的研究 古墳時代から飛鳥・奈良時代にかけての東北地方日

本海側の様相」『国立歴史民俗博物館研究報告 第179集』

古市 晃2013 「古代宮都と仏教信仰」

『都城制研究７－古代都城をめぐる信仰形態－』奈良女子大学古代学学魔術研究センター

降幡順子・玉田芳英2013「キトラ古墳出土赤色塗膜片の調査」『奈良文化財研究所紀要2013』

朴 喜淑2013 「舎人慟傷歌群－「島の宮はも」－」『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

前田俊雄ほか2013「四条遺跡（第32・33次調査）」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

松吉祐希2013 「藤原京右京十一条三坊」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

村田右富実2013「皇太子の死を嘆く－柿本人麻呂の日並皇子晩歌－」

『季刊明日香風 第125号』古都飛鳥保存財団

村田祐介2013 「藤原京左京二条二坊」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

森岡秀人・奥田尚2013「飛鳥地方に残る石造物の破壊の歴史を探るに参加して」

『古代学研究 198号』古代学研究会

森先一貴2013 「藤原宮出土のヘラ描き瓦」『奈良文化財研究所紀要2013』

森先一貴ほか2013「藤原宮東方官衙北地区（飛鳥藤原第175次調査）」

『大和を掘る31－2012年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

山﨑健・覚張隆史・降幡順子・石橋茂登・米田穣2013「同位体化学分析を実施するための事前調査

－破壊分析における事前調査の有効性－」『奈良文化財研究所紀要2013』

吉川真司2013 「小治田寺と大后寺の基礎的考察」『国立歴史民俗博物館研究報告 第179集』

米田文孝2013 「高松塚古墳墳丘の景観変遷（下）」『阡陵 No66』関西大学博物館

李 炳鎬2013 「百済の寺院からみた飛鳥寺三金堂の源流」

『奈良美術研究 第14号』早稲田大学文学研究科 奈良美術研究所

和田 萃2013 「飛鳥の苑池－嶋宮の池と舎人達の歌－」『季刊明日香風 第127号』古都飛鳥保存財団

平平成成2266（（22001144））年年

相原嘉之2014 「飛鳥寺西の歴史的変遷－飛鳥における『天下の中心』の創造－」

『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

相原嘉之2014 「飛鳥研究学史（2001～2010）－調査研究の現状と課題－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第13号』明日香村教育委員会

相原嘉之2014 「地ノ窪谷の古墳群－終末期古墳の新資料－」

『考古学ジャーナル No.655』ニューサイエンス社

相原嘉之2014 「ふたつの飛鳥川原宮」『明日香 明日香村文化協会々誌 第36号』明日香村文化協会

赤田昌倫他2014「高松塚古墳壁画の色料に関する材料調査報告」『奈良文化財研究所紀要2014』

飛鳥資料館2014『キトラ古墳壁画発見30周年記念 白虎・玄武・朱雀・青龍』

飛鳥資料館2014『飛鳥の考古学2013』

飛鳥資料館2014『いにしえの匠たち－ものづくりからみた飛鳥時代－』
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飛鳥資料館2014『はぎとり・きりとり・かたどり－大地にきざまれた記憶－』

明日香村教育委員会2014『明日香村遺跡調査概報 平成24年度』

阿部 一2014 「飛鳥京の場所論」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

石坂泰士2014 「史跡 植山古墳」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

石橋茂登2014 「山田道」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

石橋茂登2014 「発見30周年記念 キトラ古墳壁画特別公開」『月刊文化財 No.613』第一法規

井上さやか2014「飛鳥の宮処とカムナビ山」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

犬養公之2014 「明日香の古代－万葉歌にみる持統朝以前」

『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

猪熊兼勝2014 「聖徳太子の墓」『季刊明日香風 第131号』古都飛鳥保存財団

井原 稔2014 「竹内街道とはびきの」『季刊明日香風 第129号』古都飛鳥保存財団

今尾文昭2014 「横大路の地鎮め遺構から考える」『季刊明日香風 第129号』古都飛鳥保存財団

今村啓爾2014 「銀銭・銅銭等価公定流通の目論見失敗説の論拠と論理」

『古代文化 第596号』古代学協会

入倉徳裕2014 「新『飛鳥方格地割論』批判－７世紀の飛鳥に方格地割は存在しない－」

『条里制・古代都市研究 第29号』条里制・古代都市研究会

上野 誠2014 「故郷・飛鳥の形成」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

宇田川滋正・白井克也・川野邊渉2014

「東京国立博物館における特別展 キトラ古墳壁画」『月刊文化財 No.613』第一法規

大津 透2014 『岩波講座 日本歴史 第２巻 古代２』岩波書店

小倉久美子2014「飛鳥川の系譜」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

小澤 毅2014 「飛鳥の都と古墳の終末」『岩波講座 日本歴史 第２巻古代２』岩波書店

小田裕樹2014 「饗宴施設の構造と長舎」

『第17回古代官衙・集落研究会報告書 長舎と官衙の建物配置報告編』奈良文化財研究所

橿原市教育委員会2014『平成24年度[2012年度] 橿原市文化財調査年報』

河上邦彦2014 「総論 終末期古墳の認識と諸問題」『考古学ジャーナル N0.655』ニューサイエンス社

河上邦彦2014 「終末期古墳の造墓理念」『考古学ジャーナル No.655』ニューサイエンス社

神庭 滋2014 「大和からみた竹内街道の歴史」『季刊明日香風 第129号』古都飛鳥保存財団

岸本直文2014 「野口王墓古墳への立入り観察」『ヒストリア 第243号』大阪歴史学会

高妻洋成・神庭信幸・荒木臣紀・川野邊渉・建石徹2014

「特別展キトラ古墳壁画における輸送と展示のモニタリング」

『月刊文化財 No.613』第一法規

古西遙奈2014 「大化薄葬令と終末期古墳」『考古学ジャーナル N0.655』ニューサイエンス社

木場幸弘2014 「高取町薩摩遺跡の発掘調査から」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

西光慎治2014 「明日香村埋蔵文化財展示室概要」

『明日香村文化財調査研究紀要 第13号』明日香村教育委員会

西光慎治2014 「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅷ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第13号』明日香村教育委員会

桜井市教育委員会2014『桜井市 平成24年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2014『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2012年度－』

櫻庭祐介2014 「飛鳥大仏のX線分析と制作技法について」

『奈良美術研究 第15号』早稲田大学文学研究科 奈良美術研究所

重見 泰2014 「後飛鳥岡本宮と飛鳥浄御原宮－宮殿構造の変遷と「大極殿」出現過程の再検討－」

『ヒストリア 第244号』大阪歴史学会

清水真一2014 「上之宮遺跡の再検討」『季刊明日香風 第131号』古都飛鳥保存財団

鈴木 功2014 「上円下方墳」『考古学ジャーナル N0.655』ニューサイエンス社

清野孝之2014 「大官大寺の出土軒瓦」『古代瓦研究Ⅵ－大官大寺式・興福寺式・鴻臚館式軒瓦の展開

－重圏文系軒瓦の展開－』奈良文化財研究所

高田良信2014 「聖徳太子終焉の地」『季刊明日香風 第131号』古都飛鳥保存財団
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竹本 晃2014 「雷岳の或本歌－皇子の殯宮－」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

辰巳和弘2014 「『大槻』と『飛鳥』」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

建石 徹2014 「国宝高松塚古墳壁画修理後の当分の間の保存管理方針」『月刊文化財 No.613』第一法規

建石徹・林正健2014「装飾古墳ワーキンググループの活動」『月刊文化財 No.613』第一法規

舘野和己2014 「古代都城と寺社の関係」

『都城制研究（８）－古代都城と寺社－』奈良女子大学古代学学術研究センター

土谷貴裕2014 「太子絵殿のある空間－法隆寺伝来の二つの聖徳太子絵殿－」

『季刊明日香風 第131号』古都飛鳥保存財団

寺川眞知夫2014「魂振るの飛鳥宮都」『万葉古代学研究年報 第12号』奈良県立万葉文化館

東京国立博物館編『図録 キトラ古墳壁画』朝日新聞社

年未亮平2014 「終末期古墳の埋葬施設 群集墳中における横口式石槨」

『考古学ジャーナル N0.655』ニューサイエンス社

中島和歌子2014「八卦忌の成立と医書の関係についての一考察：福徳方・大厄・小衰等の由来」

『札幌国語研究 19号』北海道教育大学札幌校国語国文学会

鍋島隆宏2014 「二上山の古道について－「自難波至京置大道」に関連して－」

『季刊明日香風 第129号』古都飛鳥保存財団

奈良県立橿原考古学研究所2014『飛鳥京跡Ⅵ－吉野川分水の発掘調査－』

奈良県立橿原考古学研究所2014『奈良県遺跡調査概報2012年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2014『奈良県遺跡調査概報2013年度（第一分冊）』

奈良文化財研究所2014『奈良文化財研究所紀要2014』

西本昌弘2014 『飛鳥・藤原と古代王権』同成社

長谷川透2014 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川透2014 「檜隈寺跡周辺の調査と冶金関連遺物」『たたら研究 第53号』たたら研究会

東影悠ほか2014「史跡・名勝飛鳥京跡苑地」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

平岩欣太2014 「東池尻・池之内遺跡」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

福尾正彦2014 「終末期古墳の墳形」『考古学ジャーナル N0.655』ニューサイエンス社

藤田富士夫2014「飛鳥の神奈備山の比定に関する実景論的考察」

『人文社会科学研究所年報 第12号』敬和学園大学

藤田富士夫2014「伝飛鳥板蓋宮跡から見た飛鳥の神奈備山について」

『野外調査研究所報告 第22号』ＮＰＯ法人 野外調査研究所

古市晃 2014 「文献史料からみた長舎と官衙－７世紀の儀礼空間－」

『第17回古代官衙・集落研究会報告書 長舎と官衙の建物配置報告編』奈良文化財研究所

降幡順子・森先一貴2014「藤原宮・京出土瓦の胎土分析」『奈良文化財研究所紀要2014』

文化庁古墳壁画室2014「高松塚古墳・キトラ古墳に関する保存・活用事業の進捗状況について」

『月刊文化財 No.613』第一法規

松井一晃2014 「史跡 菖蒲池古墳」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

三田覚之2014 「聖徳太子ゆかりの宝物－天寿国繍帳と呉竹形の塵尾－」

『季刊明日香風 第131号』古都飛鳥保存財団

宮﨑正裕2014 「大安寺の大官大寺式軒瓦」『古代瓦研究Ⅵ－大官大寺式・興福寺式・鴻臚館式軒瓦の展開－

－重圏文系軒瓦の展開－』奈良文化財研究所

森本 徹2014 「葬送儀礼からみた高松塚古墳の被葬者像」『郵政考古紀要 第59号』郵政考古学会

安村俊史2014 「難波津から斑鳩への道」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

山崎健一2014 「藤原宮造営の運河から出土した小児骨」『奈良文化財研究所紀要2014』

柳澤伊佐男2014「装飾古墳の情報公開」『月刊文化財 No.613』

歴史に憩う橿原市博物館2014『常設展示図録』

和田 萃2014 「竹内街道と横大路」『季刊明日香風 第129号』古都飛鳥保存財団
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和田 萃2014 「大和の古道－筋違道とコグリ石－」『季刊明日香風 第132号』古都飛鳥保存財団

和田一之輔・桑田訓也2014「特別史跡藤原宮跡」

『大和を掘る32－2013年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

平平成成2277（（22001155））年年

相原嘉之2015 「新益京造営試論－藤原宮・京の造営過程に関する覚書－」

『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

飛鳥資料館2015『飛鳥の考古学2014』

飛鳥資料館2015『はじまりの御仏たち』

飛鳥資料館2015『キトラ古墳と天の科学』

明日香村教育委員会2015『明日香村遺跡調査概報 平成25年度』

諫早直人2015 「飛鳥寺塔心礎出土馬具」『奈良文化財研究所紀要2015』

石坂泰士2015 「東池尻・池之内遺跡（橿教委2014－６次調査）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

石橋茂登・丹羽崇史・降幡多順子・井上曉・林佳美2015

「於美阿志神社石塔婆出土ガラス小壺の調査」『奈良文化財研究所紀要2015』

石橋茂登・降幡多順子2015「向原寺所蔵金銅製観音菩薩立像の調査」『奈良文化財研究所紀要2015』

出田和久2015 「宮から京への展開と藤原京・平城京の立地環境」

『都城制研究９－東アジア古代都城の立地環境－』奈良女子大學大学学術研究センター

出田和久2015 「飛鳥諸宮から藤原京へ－宮から京への展開－」『日本古代のみやこを探る』勉誠出版

井上さやか2015「飛鳥 明日香－異文化をどう和化したか」『国学院雑誌 116巻１号』國學院大学

今尾文昭2015 「幕末維新期における飛鳥猿石の所在空間」

『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

今村啓爾2015 『日本古代貨幣の創出－無文銀銭・富本銭・和同銭－』講談社

上野 誠2015 「総論 神と自然の古代学」『季刊明日香風 第133号』古都飛鳥保存財団

宇野隆士2015 「四条遺跡（第35次調査）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

奥山誠義・北田正弘・柳田明進2015

「高松塚古墳出土緑色顔料の成分分析」『橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第38冊』

小田裕樹2015 「藤原宮の造営と運河」『日本古代の運河と水上交通』八木書店

橿原市教育委員会2015『平成25年度[2013年度] 橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2015『藤原京跡Ⅴ －右京十一条三坊、右京十一条三・四坊－』

金田明大・髙橋幸治2015「岩屋山古墳の三次元計測から－作業の概要と課題－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第14号』明日香村教育委員会

北田正弘・奥山誠義・柳田明進2015「高松塚古墳出土の赤色顔料試料の材料分析研究」

『橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第38冊』

蔵本一宏2015 『蘇我氏－古代豪族の興亡－』中公新書

木場幸弘2015 「市尾瓦窯跡（高台瓦窯跡）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治編2015「王陵の地域史研究～飛鳥地域の後・終末期古墳の測量調査報告Ⅸ～」

『明日香村文化財調査研究紀要 第14号』明日香村教育委員会

西光慎治2015 「檜隈大内陵の埋葬施設」『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

西光慎治2015 「都塚古墳」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

桜井市教育委員会2015『桜井市 平成25年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2015『奈良県桜井市 城島遺跡第43次発掘調査報告書』

佐藤 隆2015 「難波地域から出土する土器の特徴とその暦年代」

『季刊明日香風 第134号』古都飛鳥保存財団
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清水康二・鈴木一議・宇野隆志・岡見知紀・西川加奈子2015 「小山田遺跡（第５・６次調査）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

重見 泰2015 「後飛鳥岡本宮の構造と飛鳥浄御原宮の成立」『ヒストリア 第249号』大阪歴史学会

白石太一郎2015「明日香村都塚古墳の造営年代」『大阪府立近つ飛鳥博物館館報18』

城郭談話会編2015『図解近畿の城郭Ⅱ』戎光祥出版

鈴木明子2015 「古代都城と聖徳太子－小墾田宮・斑鳩宮・斑鳩寺－」『日本古代のみやこを探る』勉誠出版

鈴木一議2015 「日韓古代宮都の構成要素に関する比較試論」『研究紀要』由良大和古代文化研究協会

鈴木 喬2015 「自然神をめぐる古代語彙について」『季刊明日香風 第133号』古都飛鳥保存財団

杉山拓己2015 「藤原京右京十一条二坊」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

清野孝之2015 「飛鳥の初期の瓦と年代」『季刊明日香風 第134号』古都飛鳥保存財団

清野孝之・山本崇・東野治之2015「飛鳥寺出土文字瓦の再調査」『奈良文化財研究所紀要2015』

清野孝之2015 「甘樫丘東麓遺跡（飛鳥藤原171次）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

髙橋幸治2015 「藤原京左京九条三坊」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

竹田政敬2015 「藤原京の役所」『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

辰巳俊輔2015 「八角墳再検討」『明日香村文化財調査研究紀要 第14号』明日香村教育委員会

谷口雅博2015 「古事記における神と人」『季刊明日香風 第133号』古都飛鳥保存財団

玉田芳英2015 「飛鳥の遺跡の年代測る」『季刊明日香風 第134号』古都飛鳥保存財団

塚口義信2015 「小山田遺跡についての若干の憶測」『古代史の海 第80号』

土田純子2015 「百済泗沘期の土器変遷－泗沘様式土器を中心として－」

『季刊明日香風 第134号』古都飛鳥保存財団

中村 士2015 「キトラ古墳星図および関連史料の成立年の数理的再検討」

『科学史研究 第Ⅲ期第54巻 N0.275』

奈良県立橿原考古学研究所2015『藤原京右京十一条二坊』

奈良県立橿原考古学研究所2015『奈良県遺跡調査概報2013年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2015『奈良県遺跡調査概報2014年度（第一分冊）』

奈良国立博物館2015『白鳳－花ひらく仏教美術－』

奈良大学博物館編2015『発掘された古代国家』

奈良文化財研究所2015『奈良文化財研究所紀要2015』

長谷川透2015 「古代檜隈の渡来文化（上）」

『明日香村文化財調査研究紀要 第14号』明日香村教育委員会

長谷川透2015 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

東影 悠2015 「史跡・名勝飛鳥京跡苑地（第９次／飛鳥京跡第175次調査）」

『大和を掘る33－2014年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

廣岡孝信2015 「飛鳥時代の塼仏製作体制－塼仏の積極的使用と画師・仏師の存在に着目して－」

『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

藤田富士夫2015「明日香の神奈備山再考」『季刊明日香風 第133号』古都飛鳥保存財団

前園実知雄2015「飛鳥の終末期後半の古墳の被葬者像」

『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

湊 哲夫2015 『飛鳥の古代史』ブイツーソリューション

森先一貴・降幡順子2015「藤原宮・京出土瓦の態度分析（２）」『奈良文化財研究所紀要2015』

森本 徹2015 「終末期古墳の墳丘形態と立地－その導入をめぐって－」『大阪府立近つ飛鳥博物館館報18』

山内紀嗣2015 「益田岩船火葬墓説」『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

八巻直史・相原嘉之・建石徹2015

「キトラ古墳壁画 東京で初公開 展覧会報告」『季刊明日香風 第133号』古都飛鳥保存財団

山下信一郎2015「日本古代の都城と宮城十二門－東面宮城門の変遷を中心に－」

『日本古代のみやこを探る』勉誠出版
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山本 崇2015 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第37号』木簡学会

柳田明進・北田正弘・奥山誠義2015「高松塚古墳出土の赤色顔料試料の材料分析研究」

『橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第38冊』

米田文孝2015 「石舞台古墳発掘の歴史的意義－発掘80周年を迎えて－」

『河上邦彦先生古稀記念献呈論文集』河上邦彦先生古稀記念会

森川 実2015 「飛鳥の土器と『飛鳥編年』」『季刊明日香風 第134号』古都飛鳥保存財団

平平成成2288（（22001166））年年

相原嘉之2016 「甘樫丘をめぐる遺跡の動態－甘樫丘遺跡群の評価をめぐって－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第15号』明日香村教育委員会

相原嘉之2016 「大化改新の真実」『明日香 明日香村文化協会会誌 第38号』明日香村文化協会

飛鳥資料館2016『飛鳥の考古学2015』

飛鳥資料館2016『飛鳥寺跡出土遺物の研究 ガラス玉類の考古科学的研究』

飛鳥資料館2016『文化財を撮る－写真が遺す歴史－』

飛鳥資料館2016『祈りをこめた小塔』

明日香村教育委員会2016『明日香村遺跡調査概報 平成26年度』

明日香村教育委員会2016『牽牛子塚古墳発掘調査報告書Ⅱ－牽牛子塚古墳等整備事業に伴う発掘調査－』

明日香村教育委員会・関西大学文学部考古学研究室2016

『都塚古墳発掘調査報告書－飛鳥の多段築墳の調査－』

新出高久2016 「高市大寺の所在地について」『古代学研究 209号』古代学研究会

諫早直人ほか2016「特別史跡藤原宮跡（東方官衙北地区の調査／飛鳥藤原183次調査）」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

石橋茂登・諫早直人2016「飛鳥寺塔心礎出土刀子」『奈良文化財研究所紀要2016』

井上和人2016 「７世紀代における都城・王宮の展開と日本古代国家の構築」『日本古代考古学論集』同成社

井上さやか2016「文学に見る飛鳥のその後－『万葉集』を中心に－」『都城制研究(10)－古代都城のその後と

古都へのまなざし－』奈良女子大学古代学学術研究センター

井上さやか2016「『日本書紀』における人物造形－推古天皇代の物語性－」

『万葉古代学研究年報 第14号』奈良県立万葉文化館

今尾文昭2016 「五条野丸山古墳と『山陵田』」『塚口義信博士古稀記念 日本古代学論叢』和泉書院

大谷 歩2016 「古代天皇行幸の理念的性格の位置付け－持統天皇の伊勢行幸をめぐって－」

『万葉古代学研究年報 第14号』奈良県立万葉文化館

小倉久美子2016「殯の歴史的展開－七世紀を中心に－」『万葉古代学研究年報 第14号』奈良県立万葉文化館

小澤 毅2016 「日本古代の測量技術について」『ふびと 第67号』三重大学歴史研究会

小田裕樹2016 「古代宮都とその周辺の土器様相－『律令的土器様式』の再検討－」

『官衙・集落と土器２－宮都・官衙・集落と土器－』クバプロ

小田裕樹2016 「都城の成立と葬地・墓葬－研究現況と課題－」

『東アジア古代都城と墓域』2016年度国際学術会議、忠南大学校百済研究所（韓国本）

小野善裕・森川実・大澤正吾2016「飛鳥地域出土の尾張産須恵器」『奈良文化財研究所紀要2016』

橿原市教育委員会2016『藤原京跡Ⅵ －右京四条三坊－』

橿原市教育委員会2016『平成26年度[2014年度] 橿原市文化財調査年報』

木下正史編2016『飛鳥史跡辞典』吉川弘文館

木場幸弘2016 「森ヲチヲサ遺跡」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治編2016「王陵の地域史研究－飛鳥地域の後・終末期古墳測量調査報告Ⅹ－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第15号』明日香村教育委員会

桜井市教育委員会2016『桜井市 平成26年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2016『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2013年度－』

佐藤 豊2016 「島大臣に関する一考察」『中央史学 第39号』中央史学会

滋賀県立安土城考古博物館2016『飛鳥から近江へ－天智天皇の意図を探る－』
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重見 泰2016 「飛鳥京跡苑池出土の海老錠」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

清水昭博2016 「飛鳥時代の尼と尼寺－考古資料からのアプローチ－」『日本古代考古学論集』同成社

白石太一郎2016「二つの推古陵－植山古墳と山田高塚古墳の提起する問題－」

『大阪府立近つ飛鳥博物館館報19』

城郭談話会編2016『図解近畿の城郭Ⅲ』戎光祥出版

鈴木一議ほか2016「小山田遺跡」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

鈴木一議2016 「史跡・名称飛鳥京跡苑池（第10次調査／飛鳥京跡第176次調査）」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

清野孝之2016 「藤原宮出土の藤原宮以前の瓦」『奈良文化財研究所紀要2016』

千田 稔2016 『古代飛鳥を歩く』中公新書

髙橋照彦2016 「欽明陵の比定に関する補論－檜隈邑の復元を通して－」

『塚口義信博士古稀記念 日本古代学論叢』和泉書院

辰巳俊輔2016 「飛鳥の始祖王墓－梅山古墳の歴史的意義－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第15号』明日香村教育委員会

豊島直博・木下正史編2016『ここまでわかった飛鳥・藤原京－倭国から日本へ－』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所2016『奈良県遺跡調査概報2014年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2016『蘇我氏を掘る』

奈良県立橿原考古学研究所2015『藤原京右京十一条二坊』

奈良文化財研究所2016『奈良文化財研究所紀要2016』

奈良文化財研究所2016『藤原宮跡出土馬の研究』

奈良文化財研究所2016『坂田寺出土建築部材調査報告書』

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会2016『飛鳥女史紀行』

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会2016『飛鳥女史紀行－推古女帝編－』

浜田裕幸2016 「『飛鳥』考－『飛鳥』は朝廷が命名した宮都名である－」『歴史研究 58-1・2』歴研

長谷川透2016 「古代檜隈の渡来文化（下）」『明日香村文化財調査研究紀要 第15号』明日香村教育委員会

長谷川透2016 「史跡牽牛子塚古墳・越塚御門古墳」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川透2016 「飛鳥寺西方遺跡」

『大和を掘る34－2015年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

橋本義則2016 「古代日本宮都における葬地の成立と展開」

『東アジア古代都城と墓域』2016年度国際学術会議、忠南大学校百済研究所（韓国本）

廣瀬 覚2016 「日韓の王陵および壁画古墳の比較研究序説－飛鳥時代と高麗・朝鮮時代を中心に－」

『日韓文化財論集Ⅲ』奈良文化財研究所

藤田富士雄2016「伝飛鳥板蓋宮跡から見た二至二分の日の出」『人文社会科学研究所年報No.14』敬和学園大学

藤田富士雄2016「飛鳥の神奈備山と二つの寺」『考古学論究 第17号』立正大学考古学会

藤田富士雄2016「飛鳥の神奈備山と川原寺」『明日香 明日香村文化協会会誌 第38号』明日香村文化協会

降幡順子2016 「藤原京出土ガラス坩堝の化学的特徴」『奈良文化財研究所紀要2016』

森川実ほか2016「特別史跡藤原宮跡（大極殿院の調査／飛鳥藤原182次調査）」

『大和を掘る34－2015年度 発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

山田邦和2016 「日本古代都城における複都制の系譜」『日本古代・中世都市論』吉川弘文館

山本 崇2016 「その後の藤原京－藤原宮京の退顛課程－」『都城制研究(10)－古代都城のその後と古都への

まなざし－』奈良女子大学古代学学術研究センター

山本 崇2016 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第38号』木簡学会

山本 崇2016 「奈良・藤原京跡右京七条一坊」『木簡研究 第38号』木簡学会

平平成成2299（（22001177））年年

相原嘉之2017 『古代飛鳥の都市構造』吉川弘文館
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相原嘉之2017 「キトラ古墳壁画を読み解く」『明日香 明日香村文化協会会誌 第39号』明日香村文化協会

飛鳥資料館2017『早川和子が描く飛鳥むかしむかし』

飛鳥資料館2017『藤原京を掘る－藤原京一等地の調査－』

飛鳥資料館2017『高松塚古墳を掘る－解明された築造方法－』

明日香村教育委員会2017『明日香村遺跡調査概報 平成27年度』

明日香村教育委員会2017『牽牛子塚古墳発掘調査報告書Ⅲ－牽牛子塚古墳等整備事業に伴う発掘調査－』

青木達司2017 「特別史跡キトラ古墳の整備」『月刊文化財 No.649』第一法規株式会社

諫早直人・石橋茂登・降幡順子2017「飛鳥寺塔心礎出土耳環」『奈良文化財研究所紀要2017』

石橋茂登2017 「飛鳥・藤原地域出土金属製品の調－坂田寺ＳＫ160出土銭－」『奈良文化財研究所紀要2017』

石橋茂登・宇田川茂正2017「『キトラ古墳壁画体験館 四神の館』の開館とその後の活動」

『月刊文化財 No.649』第一法規

犬塚将英・早川泰弘・皿井舞・藤岡穣2017

「可搬型X線解析分析装置を用いた銅造釈迦如来坐像（飛鳥大仏）の材質調査」

『保存科学 第56号』東京文化財研究所

井上和人2017 「日本列島古代山城の軍略と王宮・都城」

『日本古代学 第９号』明治大学日本古代学教育・研究センター

内田和伸2017 「乾拓板を利用したキトラ古墳の活用」『月刊文化財 No.649』第一法規

浦 蓉子2017 「『四方転びの箱』の用途について」『奈良文化財研究所紀要2017』

小澤 毅2017 「小山田古墳の被葬者をめぐって」

『三重大史学 第17号』三重大学人文学部考古学・日本史研究室

尾野善裕・森川実・大澤正吾2017「飛鳥地域出土の湖西窯産須恵器」『奈良文化財研究所紀要2017』

橿原市教育委員会2017『平成27年度[2015年度] 橿原市文化財調査年報』

木下亘・鶴見泰寿2017「奈良・藤原京跡」『木簡研究 第39号』木簡学会

木庭元晴2017 「天香具山山頂を通過する天の北極軸を基軸とする古代飛鳥寺域と水落遺跡の飛鳥川争奪前後

の占地」『関西大学博物館紀要 第23号』関西大学博物館

岐阜県博物館2017「壬申の乱の時代－美濃国・飛騨國の誕生に迫る－」

清原倫子2017 「斉明天皇、筑紫西下の海の道－熟田津の船出を中心に－」『海路 第134号』海鳥社

桜井市文化財協会2017『桜井市内埋蔵文化財2005年度発掘調査報告書１』

佐藤 信2017 「律令国家への道」『日本の古代中世』放送大学教育振興会

佐藤 隆2017 「難波と飛鳥、ふたつの都は土器からどう見れるか」『大阪歴史博物館研究紀要 第15号』

重見 泰2017 「新城の造営計画と藤原京の造営」『奈良県立橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第40冊』

重見 泰2017 「『今城』の創出と飛鳥の陵墓群－『中尾山』出土の土器群とその性格－」

『古代学研究 213号』古代学研究会

清水昭博2017 「蘇我氏の邸宅と瓦－畝傍の家と橿原遺跡－」『帝塚山大学考古学研究所研究報告ⅩⅩ』

白石太一郎2017「岩屋山式横穴式石室の暦年代をめぐって」『大阪府立近つ飛鳥博物館 館報21』

鈴木一議2017 「藤原京右京十一条二坊における発掘調査と藤原宮・京の長舎」

『条里制・古代都市研究 第32号』条里制・古代都市研究会

高取町教育委員会2017『薩摩遺跡発掘調査報告書（第12次調査）』

玉井 功2017 「牽牛子塚古墳の基準点と構築過程」『大阪府立近つ飛鳥博物館 館報21』

田村朋美2017 「飛鳥寺塔心礎出土の真珠製小玉」『奈良文化財研究所紀要2017』

筒井忠仁・宇田川茂正2017「高松塚古墳壁画修理10年の歩み」『月刊文化財 No.649』第一法規

遠山美都男2017『蘇我氏と飛鳥』吉川弘文館

外村 中2017 「賈公彦『周禮疏』と藤原京」『古代学研究 181号』古代学研究会

奈良県立橿原考古学研究所2017『藤原京右京十一条一坊・左京十一条一坊』

奈良県立橿原考古学研究所2017『藤原京左京八条二坊・九条三坊、紀寺跡』

奈良県立橿原考古学研究所2017『奈良県遺跡調査概報2015年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2017『奈良県遺跡調査概報2016年度（第一分冊）』

奈良文化財研究所2017『特別史跡高松塚古墳発掘調査報告－高松塚古墳石室解体事業にともなう発掘調査－』

文化庁・奈良文化財研究所・橿原考古学研究所・明日香村教育委員会

奈良文化財研究所2017『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅴ－藤原京左京六条三坊の調査－』
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奈良文化財研究所2017『奈良文化財研究所紀要2017』

奈良文化財研究所2017『飛鳥・藤原京を読み解く－古代国家誕生の軌跡－』

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会2017『飛鳥女史紀行－善信尼編－』

日本遺産「飛鳥」魅力発信事業推進協議会2017『飛鳥女史紀行－斉明（皇極）女帝編－』

長谷川恵理子2017「飛鳥時代の大型方墳－蘇我本宗家と榛原石」『日本書紀研究 第32冊』日本書紀研究会

早川典子2017 「キトラ古墳壁画の保存修復報告」『月刊文化財 No.649』第一法規

坂 靖 2017 「蘇我氏の遺跡学－飛鳥と渡来人－」『古代学研究 212号』古代学研究会

廣瀬 覚2017 「藤原宮大極殿院出土の墨書竜山石」『奈良文化財研究所紀要2017』

廣瀬 覚2017 「特別史跡 高松塚古墳発掘調査報告」『月刊文化財 No.649』第一法規

古内絵里子2017『古代都城の形態と支配構造』同成社

藤岡穣・犬塚将英・早川泰弘・皿井舞・三田覚之・八坂寿史2017

「飛鳥寺本尊 銅造釈迦如来坐像(重要文化財)調査報告」『鹿園雑集 第19号』奈良国立博物館

藤岡英礼2017 「中世城郭史における飛鳥地方の城郭」

『明日香 明日香村文化協会会誌 第39号』明日香村文化協会

藤田富士夫2017「『日出ずる処』の二至二分の日の出」

『明日香 明日香村文化協会会誌 第39号』明日香村文化協会

文化庁文化財部『月刊文化財 No.649』第一法規株式会社

松本 浩2017 「飛鳥地域における国営公園の歴史的風土・活用に関する取り組み

－キトラ古墳周辺地区の開園を事例として－」『月刊文化財 No.649』第一法規

山本 崇2017 「古代木簡のなかの七世紀木簡」『古代文学と隣接諸学４ 古代の文字文化』竹林舎

山本 亮2017 「奥山廃寺（奥山久米寺）出土の素文軒平瓦－飛鳥地域出土瓦の再整理－」

『奈良文化財研究所紀要2017』

山本 崇2017 「奈良・和田廃寺」『木簡研究 第39号』木簡学会

山本 崇2017 「奈良・飛鳥寺跡」『木簡研究 第39号』木簡学会

歴史に憩う橿原市博物館2017『大海人皇子 天皇への道』

歴史に憩う橿原市博物館2017『天武天皇 覇者の世界』

脇谷草一郎・和田浩2017「『キトラ古墳壁画体験館 四神の館』の開館とその後の活動」

『月刊文化財 No.649』第一法規

平平成成3300（（22001188））年年

相原嘉之2018 「古代都城形成史－王都における条坊制の導入過程－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第17号』明日香村教育委員会

相原嘉之2018 『飛鳥・藤原の宮都を語る－日本国誕生の軌跡－』吉川弘文館

相原嘉之2018 「古代飛鳥地名考－王都飛鳥における地域名称の復元試論－」

『泉森皎先生喜寿記念論集』泉森皎先生喜寿記念会

飛鳥資料館2018『飛鳥の考古学2017』

飛鳥資料館2018『あすかの原風景』

飛鳥資料館2018『よみがえる飛鳥の工房－日韓の技術交流を探る－』

明日香村教育委員会2018『明日香村遺跡調査概報 平成28年度』

諫早直人・石橋茂登・田村朋美2018「飛鳥寺塔心礎出土金・銀製品」『奈良文化財研究所紀要2018』

石田由紀子2018「藤原宮の造瓦体制」『古代 141号』早稲田大学考古学会

石橋茂登・木村結香2018「飛鳥寺塔心礎出土蛇行状鉄器の復元的研究」『奈良文化財研究所紀要2018』

泉 武 2018 『キトラ・高松塚古墳の星宿図』同成社

泉 武 2018 「前期難波宮孝徳朝説の検討」『橿原考古学研究所論集 第17』八木書店

井上さやか2018「古代詩歌と飛鳥京苑池－万葉古代学として」『中京大学文学会論叢4」中京大学文学会

入倉徳裕2018 「飛鳥寺北方における条里地割の再検討－『八釣道』古道説に関連して－」

『橿原考古学研究所論集 第17』八木書店

大脇 潔2018 「７世紀の瓦生産－花組・星組から荒坂組まで－」『古代 第141号』早稲田大学考古学会

小澤 毅2018 『古代宮都と関連遺跡の研究』吉川弘文館
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尾野善裕2018 「藤原宮朝堂院第二次整地出土土器の再検討」『奈良文化財研究所紀要2018』

橿原市教育委員会2018『平成28年度[2016年度] 橿原市文化財調査年報』

元興寺ほか2018『佛法元興－法興寺の遺産・元興寺への道程－』吉川弘文館

木庭元晴2018 『飛鳥藤原京の山河意匠－地形幾何学の視点－』関西大学出版部

木庭元晴2018 「飛鳥川争奪の発見から、斉明期の付け替えの確証へ」『地理 V0l.63』古今書院

木庭元晴2018 「飛鳥時代斉明期の高取川見瀬付け替え」『関西大学博物館紀要 24号』

坂 靖 2018 『蘇我氏の古代学－飛鳥の渡来人－』新泉社

桜井市教育委員会2018『桜井市 平成28年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2018『奈良県桜井市 大福遺跡第27次発掘調査報告書』

重見 泰2018 「律令制都城の形成」『奈良県立橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第41冊』

重見 泰2018 「難波長柄豊碕宮から後飛鳥岡本宮へ」『橿原考古学研究所論集 第17』八木書店

重見 泰2018 「飛鳥の神名火と『飛鳥』」『古代学研究 第217号』古代学協会

清野孝之2018 「藤原宮瓦生産の一様相－讃岐宗吉瓦窯出土瓦をめぐって－」

『待兼山考古学論集Ⅲ－大阪大学考古学研究室30周年記念論集－』大阪大学考古学研究室

高取町教育委員会2018『森ヲチヲサ遺跡発掘調査報告書』

高槻市今城塚古代歴史館・しろあと歴史館2018『藤原鎌足と阿武山古墳』吉川弘文館

竹田政敬2018 「蘇我氏の領域と古墳」『泉森皎先生喜寿記念論集』泉森皎先生喜寿記念会

竹田政敬2018 「藤原京の造営から完成における土木量試論」『博古研究 第57号』博古研究会

辰巳俊輔2018 「飛鳥地域における古墳研究の軌跡（上）」

『明日香村文化財調査研究紀要 第17号』明日香村教育委員会

中村 士2018 『古代の星空を読み解く－キトラ古墳天文図と東アジアの星図－』東京大学出版会

奈良県立橿原考古学研究所2018『奈良県遺跡調査概報2016年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2018『奈良県遺跡調査概報2017年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2018『万葉集の考古学』

奈良文化財研究所2018『奈良文化財研究所紀要2018』

西田紀子2018 「明日香村所蔵の明治期の地籍図の調査」『奈良文化財研究所紀要2018』

西本昌弘2018 「飛鳥河の傍らの嶋家・嶋宮(岡宮)と飛鳥河辺行宮－２人の皇祖母命の居所とも関連して－」

『橿原考古学研究所論集 第17』八木書店

長谷川透2018 「飛鳥寺西槻に関する憶説」『明日香 明日香村文化協会会誌 第40号』明日香村文化協会

花谷 浩2018 「瓦からみた飛鳥寺の造営、そして飛鳥池遺跡」『古代 141号』早稲田大学考古学会

橋本義則2018 『日本古代宮都史の研究』青史出版

坂 靖2018 『蘇我氏の古代学－飛鳥の渡来人－』新泉社

東アジア比較都城史研究会2018『東アジアの古代都城と葬地・墓葬』

廣瀬 覚2018 「デジタルデータでみる高松塚古墳」

『デジタル技術で魅せる文化財－奈文研とＩＣＴ－』クバプロ

藤田富士夫2018「神体山の聖域性と墓所造営」『明日香 明日香村文化協会会誌 第40号』明日香村文化協会

降幡順子・石橋茂登・中川あや2018「古代寺院址出土銅製品の非破壊調査」『奈良文化財研究所紀要2018』

森川実・大澤正吾2018「石神遺跡Ｂ期整地土・ＳＤ640出土の土器群－石神遺跡第３～５次・第10～12次－」

『奈良文化財研究所紀要2018』

山下信一郎2018「古代饗宴儀礼の成立と藤原宮大極殿閤門」『史料・史跡と古代社会』吉川弘文館

山田隆文2018 「飛鳥のヒブリ地名と飛鳥京の防衛」

『第57回古代山城研究会例会 古代山城とノロシ～高速軍事通信の実態～』古代山城研究会

山田隆文2018 「東アジアの都城遺跡と世界遺産」『橿原考古学研究所論集 第17』八木書店

山本 崇2018 「奈良・山田道」『木簡研究 第40号』木簡学会

山本 亮2018 「飛鳥・藤原地域の古式土師器」『古墳出現期土器研究』古墳出現期土器研究会

若杉智宏2018 「坂田寺池ＳＧ100出土の土器群－坂田寺第１次－」『奈良文化財研究所紀要2018』

和田一之輔2018「藤原宮跡ＳＤ1901Aの木製祭祀具と『律令的祭祀』論」

『待兼山考古学論集Ⅲ－大阪大学考古学研究室30周年記念論集－』大阪大学考古学研究室
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平平成成3311・・令令和和元元（（22001199））年年

相原嘉之2019 「新益京（藤原京）の造営と古墳－都市における墳墓の存在形態－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第18号』明日香村教育委員会

相原嘉之2019 「考察３ ふたつの亀形石－飛鳥 酒船石遺跡と四天王寺 亀井堂－」

『四天王寺亀井堂 石造物調査報告書』和宗総本山四天王寺

相原嘉之2019 「王都『飛鳥』からみた大宰府都城の成立－朝倉宮の造営と筑紫大宰府－」

『論集 葬送・墓・石塔－狭川真一さん還暦記念論文集－』狭川真一さん還暦記念会

相原嘉之2019 「飛鳥の王宮と王都の形成」『古代文学と隣接諸学８ 古代の都城と交通』竹林舎

相原嘉之2019 「朝倉橘廣庭宮を探る－飛鳥と大宰府－」

『明日香 明日香村文化協会会誌 第41号』明日香村文化協会

飛鳥資料館2019『飛鳥の考古学2018』

飛鳥資料館2019『飛鳥－自然と人と－』

飛鳥資料館2019『Asuka Past ＆Present－あすかの原風景－』

明日香村教育委員会2019『明日香村遺跡調査概報 平成29年度』

網 伸也2019 「日本庭園の萌芽をみる－考古学からみた飛鳥・奈良時代庭園の変遷－」

『民俗文化 第31号』近畿大学民俗学研究所紀要

家原圭太2019 「都城における大規模宅地中枢施設の構造と変遷」

『郵政考古紀要 69号 歴史・民族・考古学論攷Ⅰ』大阪・郵政考古学会

五十嵐敬喜・岩槻邦男・西村幸夫・松浦晃一郎編2019

『日本の古代国家誕生 飛鳥・藤原の宮都を世界遺産に』ブックエンド

石橋茂登・降幡順子・中川あや2019

「飛鳥寺塔心礎出土銅製品の銅同位体比分析」『奈良文化財研究所紀要2019』

市 大樹2019 「躍動する飛鳥時代の都」『シリーズ古代史をひらく 古代の都』岩波書店

大澤正吾2019 「宮殿における幢幡（旗）遺構の展開」

『条里制・古代都市研究 第34号』条里制・古代都市研究会

大脇 潔2019 「やまと・まほろば・甍紀行－鬼瓦の銘文からたどる近世瓦屋の成立・展開から終焉まで」

『民俗文化 第31号』近畿大学民俗学研究所紀要

小笠原好彦2019『検証 奈良の古代遺跡－古墳・王宮の謎をさぐる－』吉川弘文館

岡林孝作2019 「飛鳥時代の舎利埋納と終末期古墳」『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

小澤 毅2019 「高市大寺の所在地をめぐって」『古代寺院史の研究』思文閣出版

小田裕樹2019 「藤原宮・京の造営」『古代文学と隣接諸学８ 古代の都城と交通』竹林舎

橿原市教育委員会2019『平成29年度[2017年度] 橿原市文化財調査年報』

川尻秋生編2019『古代の都－なぜ都は動いたのか－』岩波書店

元興寺文化財研究所2019『四天王寺亀井堂 石造物調査報告書』和宗総本山 四天王寺

岸本直文2019 「岩屋山古墳の墳丘と石室」『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

来村多加史2019『上下する天文－キトラ・高松塚古墳の謎－』教育評論社

栗山雅夫・大林潤・鈴木智大2019「岡寺本堂脇内陣建地割図の調査」『奈良文化財研究所紀要2019』

桜井市教育委員会2019『桜井市 平成30年度国庫補助による発掘調査報告書』

桜井市文化財協会2019『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2014年度－』

重見 泰2019 「滑谷岡と舒明陵」『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

茂野智大2019 「『明日香皇女挽歌』の視点と方法」

『文芸言語研究76』筑波大学大学院人文社会科学研究科文芸・言語専攻

清野孝之・石田由起子・清野陽一・若杉智宏2019

「坂田寺池ＳＧ100出土の瓦－坂田寺第１次－」『奈良文化財研究所紀要2019』

高取町教育委員会2019『清水谷ナルミ遺跡発掘調査報告書』

瀧浪貞子2019 『持統天皇－壬申の乱の『真の勝者』－』中公新書

瀧浪貞子2019 「大化改新と蘇我倉山田石川麻呂」

『郵政考古紀要 69号 歴史・民族・考古学論攷Ⅰ』大阪・郵政考古学会

竹田政敬2019 「藤原京の造営から完成における土木量試論」『博古研究 第57号』博古研究会
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辰巳俊輔2019 「飛鳥地域における古墳研究の軌跡（中）」

『明日香村文化財調査研究紀要 第18号』明日香村教育委員会

辰巳俊輔2019 「八角墳造営年代論－墳丘表面の使用石材に着目して－」

『日本考古学 第49号』日本考古学協会

玉井 功2019 「八角形墳の基準点と基準線」『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

玉田芳英2019 「藤原京と遷都」『奈良文化財研究所紀要2019』

土橋明梨紗2019「石神遺跡ＳＫ1244・1245・1246・1247出土の土器群－石神遺跡第７次－」

『奈良文化財研究所紀要2019』

鶴見泰寿2019 「奈良・飛鳥宮跡」『木簡研究 第41号』木簡学会

鶴見泰寿2019 「奈良・飛鳥京跡苑池」『木簡研究 第41号』木簡学会

鳥取県埋蔵文化財センター2019「平成29年度 青谷横木遺跡「女子群像」板絵シンポジウム「描かれた女子群

像の謎」講演記録」『調査研究紀要』

奈良県立橿原考古学研究所2019『飛鳥宮跡出土木簡』

奈良県立橿原考古学研究所2019『奈良県遺跡調査概報2017年度（第二分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2019『奈良県遺跡調査概報2018年度（第二分冊）』

奈良文化財研究所2019『奈良文化財研究所紀要2019』

奈良文化財研究所2019『木器集成図録－飛鳥藤原篇Ⅰ－』

奈良文化財研究所2019『藤原から平城へ－平壌遷都の謎を解く－』

奈良文化財研究所都城発掘調査部考古第二研究室編2019

『飛鳥時代の土器編年再考』奈良文化財研究所・歴史土器研究会

長谷川透2019 「飛鳥『カナヤケ』考」『明日香村文化財調査研究紀要 第18号』明日香村教育委員会

菱田哲郎2019 「遺跡からみた古代寺院の機能」『シリーズ古代史をひらく 古代寺院』岩波書店

藤岡 穣2019 「古代寺院の仏像」『シリーズ古代史をひらく 古代寺院』岩波書店

文化庁・東京文化財研究所2019

『特別史跡高松塚古墳生物調査報告－高松塚古墳石室解体事業にともなう生物調査－』

文化庁・奈良文化財研究所2019『特別史跡キトラ古墳環境整備事業報告書』

文化庁・奈良文化財研究所・東京文化財研究所2019『国宝高松塚古墳壁画 蛍光Ｘ線分析調査データ集』

前園実知雄2019「甘樫丘陵の二つの大墓－小山田古墳と菖蒲池古墳－」

『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版

桃崎祐輔2019 「隋煬帝墓の発見と終末期方墳－遣隋使の開始と大王陵方墳採用との関係を考える－」

『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

安村俊史2019 「安福寺所蔵の夾紵棺」『古墳と国家形成期の諸問題』山川出版社

山崎 健2019 「藤原宮造営と馬」『馬の考古学』雄山閣

山本 崇2019 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第41号』木簡学会

王 維坤2019 「高松塚古墳出土の謎の『切石』は『供物台』だった」

『郵政考古紀要 70号 歴史・民族・考古学論攷Ⅱ』大阪・郵政考古学会

令令和和２２（（22002200））年年

相原嘉之2020 「初期寺院の創建－７世紀前半における仏教寺院の導入－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第19号』明日香村教育委員会

相原嘉之2020 「王都『藤原京』からみた大宰府都城の成立－藤原新城と筑紫新城－」

『難波宮と古代都城』同成社

相原嘉之2020 「飛鳥寺（法興寺）創建」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

青木 敬2020 「舒明朝の考古学的特質」『國學院雑誌 第121巻11号』國學院大學

飛鳥資料館2020『飛鳥の考古学2019』

飛鳥資料館2020『飛鳥の石造文化と石工』

明日香村教育委員会2020『明日香村遺跡調査概報 平成30年度』

明日香村教育委員会2020『飛鳥寺西方遺跡発掘調査報告書－飛鳥寺西槻樹広場の調査－』
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石橋茂登・片山健太郎・田村朋美2020

「飛鳥地域出土の風鐸－第197-2次、大官大寺第３・５次」『奈良文化財研究所紀要2020』

井上さやか2020「『持統天皇』像の変遷－『万葉集』から「天上の虹」まで－」

『マンガで語る古代大和Ⅲ 持統天皇をめぐる物語』奈良県立万葉文化館

上野 誠2020 『万葉集講義』中央公論社

上原眞人2020 「遷都にともなう寺院移転と元興寺」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

大澤正吾・村田泰輔2020「藤原宮下層運河SD1901Aの検討－第198次」『奈良文化財研究所紀要2020』

大谷 歩2020 「『日本書紀』よりみる『懐風藻』の文学史」

『マンガで語る古代大和Ⅲ 持統天皇をめぐる物語』奈良県立万葉文化館

大谷 歩2020 「古代日本庭園と神仙世界－イメージと見立てによる文学表現－」

『万葉古代学研究年報 第18号』奈良県立万葉文化館

大矢良哲2020 「斉明天皇の『越智崗上陵』と牽牛子塚古墳－山陵治定の矛盾と足りなかった史料－」

『日本文化史研究 51号』日本文化史学会

岡林孝作2020 「高松塚古墳の盗掘」『世界と日本の考古学－オリーブの林と赤い大地－』六一書房

小澤 毅2020 「藤原宮」『講座 畿内の古代学３ 王宮と王都』雄山閣

小田裕樹2020 「飛鳥地域におけるロの字形配置の建物群について－雷丘北方遺跡を中心に－」

『難波宮と古代都城』同成社

小田裕樹2020 「飛鳥の土器と『日本書紀』」『國學院雑誌 第121巻11号』國學院大學

尾野善裕2020 「藤原京左京九条・十条三坊整地土の土器－耳成線第１・２次」

『奈良文化財研究所紀要2020』

尾野善裕2020 「甘樫丘東麓遺跡SK189の土器－第157次」『奈良文化財研究所紀要2020』

橿原市教育委員会2020『平成30年度[2018年度] 橿原市文化財調査年報』

川畑聰・渡部明夫・清野孝之・石田由紀子・道上祥武2020

「讃岐仲村廃寺の川原寺式軒丸瓦と川原寺601C」『奈良文化財研究所紀要2020』

元興寺・元興寺文化財研究所編2020『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

岸本直文2020 「大化の薄葬令による古墳の変化」『難波宮と大化の改新』和泉書院

木下正史2020 『古代の漏刻と時刻制度』吉川弘文館

木下正史2020 『大安寺 国家筆頭大寺へのあゆみ』東方出版

木下正史2020 「古代日本の漏刻と時刻制」『新陰陽道叢書 第１巻古代』名著出版

木庭元晴・出田和久2020「飛鳥藤原京に隠された天香具山と大和三山大極の都市２軸モデル」

『人文地理 第72巻第１号』人文地理学会

黒崎 直2020 「飛鳥のまちづくりは法興寺創建からはじまった－考古学からみた法興寺の実像とその役割」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

狭川真一2020 「年輪年代からみた元興寺僧房の履歴」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

鷺森浩幸2020 「身狭の屯倉と蘇我氏」『奈良学研究 第22号』帝塚山大学 奈良学総合文化研究所

佐藤 信編2020『古代史講義（宮都篇）』筑摩書房

里中満智子2020「法興寺の光と影」『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

重見 泰2020 『日本古代都城の形成と王権』吉川弘文館

重見 泰2020 「飛鳥宮」『講座 畿内の古代学３ 王宮と王都』雄山閣

清野孝之・金澤雄太・石田由紀子・道上祥武2020

「藤原宮式軒平瓦6643Eの生産地」『奈良文化財研究所紀要2020』

竹内 亮2020 「藤原京の造都とその歴史的意義」

『マンガで語る古代大和Ⅲ 持統天皇をめぐる物語』奈良県立万葉文化館

竹田政敬2020 「藤原京：宅地班給からみた藤原京」『講座 畿内の古代学３ 王宮と王都』雄山閣

竹田政敬2020 「竹口英斎『諸陵志』皇帝陵部巻一に記す 大野丘荒陵と植山古墳」

『博古研究 第59号』博古研究会

玉田芳英2020 「藤原宮の礎石建物－第107次」『奈良文化財研究所紀要2020』
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塚本敏夫2020 「法興寺塔心礎埋納品が語る古代史」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

土橋明梨紗2020「石神遺跡出土の東北系黒色土器－石神遺跡第３～８・11次ほか」

『奈良文化財研究所紀要2020』

東野治之2020 「法興寺の造営」『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

奈良県立橿原考古学研究所2020『奈良県遺跡調査概報2019年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所2020『奈良県遺跡調査概報2019年度（第二分冊）』

奈良県立万葉文化館2020『マンガで語る古代大和Ⅲ 持統天皇をめぐる物語』

奈良文化財研究所2020『奈良文化財研究所紀要2020』

中村太一2020 『日本古代の都城と交通』八木書店

西田紀子2020 「文化財研究と地域をつなぐ実践－飛鳥資料館の取り組みから－」

『奈良文化財研究所紀要2020』

箱崎和久2020 「法興寺と飛鳥時代の建築」

『日本仏教はじまりの寺 元興寺－1300年の歴史を語る－』吉川弘文館

長谷川透2020 「飛鳥の石造露盤調査報告」『明日香村文化財調査研究紀要 第19号』明日香村教育委員会

林部 均2020 「王宮・王都の形成－歴代遷宮と飛鳥・藤原京・平城京－」

『テーマで学ぶ日本古代史 政治・外交編』吉川弘文館

便利堂 2020 『壁画発見45年記念 高松塚古墳壁画撮影物語』

前田晴人2020 「飛鳥宮都の成立事情」『古代史論聚』岩田書店

宮島一彦2020 「日本古代の天文知識－高松塚古墳・キトラ古墳の天文図－」

『新陰陽道叢書 第１巻古代』名著出版

安永幸史2020 「近世から近代にかけての持統天皇図像の変容」

『マンガで語る古代大和Ⅲ 持統天皇をめぐる物語』奈良県立万葉文化館

山中 章2020 「律令制都城の形成」『講座 畿内の古代学３ 王宮と王都』雄山閣

山本 崇2020 「奈良・藤原宮跡」『木簡研究 第42号』木簡学会

山本孝文2020 「日本古代都市外郭の形成と役割」『東アジア都市外郭の形成』

百済王都学術研究叢書3、文化財庁、百済王都核心遺蹟保存・管理事業推進団（韓国本）

吉原 啓2020 「天武・持統・文武天皇の富本銭発行」

『万葉古代学研究年報 第18号』奈良県立万葉文化館

歴史に憩う橿原市博物館2020『集積と消費 巨大都市藤原京』

令令和和３３（（22002211））年年

相原嘉之2021 「高市大寺の史的意義」『奈良大学紀要 第49号』奈良大学

飛鳥学冠位叙任試験問題作成委員会2021『飛鳥への招待』中央公論新社

飛鳥資料館2021『飛鳥の考古学2020』

飛鳥資料館2021『屋根を彩る草花－飛鳥の軒瓦とその文様－』

荒木志伸2021 「飛鳥・藤原地域における初源期の墨書土器」

『考古学ジャーナル N0.759』ニューサイエンス社

岩戸晶子・道上祥武2021「天神山瓦窯周辺出土鴟尾の検討」『奈良文化財研究所2021』

石橋茂登2021 「飛鳥寺塔心礎出土の雲母」『奈良文化財研究所2021』

上野誠、鉄野昌弘、村田右富実編2021『万葉集の基礎知識』KADOKAWA

上原眞人2021 『奈良時代の大安寺－資財帳の考古学的探求－』東方出版

小澤 毅2021 「日本古代宮都の考古学的研究－藤原京成立まで－」

『アジア流域文化研究12』東北学院大学アジア流域文化研究所

尾野善裕2021 「飛鳥時代の土器編年再考補論」『学叢 第43号』京都国立博物館

尾野善裕・森川実2021「大官大寺金堂下層出土の土器」『奈良文化財研究所2021』

上中央子2021 「藤原宮下層運河ＳＤ1901A埋積土から検出された花粉化石群集にみられる植生変遷」

『奈良文化財研究所2021』

片山健太郎2021「日高山１号墳出土の木心鉄板張輪鐙」『奈良文化財研究所2021』
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片山健太郎2021「飛鳥・藤原地域出土の弓－第75-15次、85次、115次、193・194次、201-1次」

『奈良文化財研究所2021』

北田正広2021 『高松塚古墳の材料科学』雄山閣

北田正広・奥山誠義2021「顔料が塗られた漆片の微細構造－高松塚古墳－」

『奈良県立橿原考古学研究所紀要 考古学論攷 第44冊』

北山峰生2021 「奈良・薩摩遺跡」『木簡研究 第43号』木簡学会

小池香津江2021「奈良県の世界遺産と『飛鳥・藤原』－顕著な普遍的価値の観点から－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第20号』明日香村教育委員会

桜井市文化財協会2021『桜井市内遺跡発掘調査報告書－2017年度－』

桜井市文化財協会2021『奈良県桜井市 大福遺跡第24次発掘調査報告書』

庄田慎矢・バンダリ スダルシャン・佐々木由香・村上夏希・劉歆益2021

「甘樫丘東麓遺跡出土コムギ炭化種子のユーラシア考古植物学的位置づけ」

『奈文研論叢 第２号』奈良文化財研究所

城 律男2021 『歩き楽しむ飛鳥の植物』金壽堂出版

新庄宗昭2021 『実在した倭京－藤原京先行条坊の研究－』ミネルヴァ書房

鈴木一義・中野咲2021「古墳時代後期から飛鳥時代における大和地域の集落動態」

『古墳時代から飛鳥時代へ』六一書房

竹内 亮2021 「七～八世紀の貨幣鋳造機関」『万葉古代学研究年報 第19号』奈良県立万葉文化館

辰巳俊輔2021 「幕末・維新期における檜隈安古岡上陵の実態」

『明日香村文化財調査研究紀要 第20号』明日香村教育委員会

帝塚山大学考古学研究所編2021『シンポジウム報告書18 難波宮と藤原宮』

土居規美2021 「古代における廃都後の王宮：平城宮と藤原宮を例として」

『古代学・聖地学12』奈良女子大学大和・紀伊半島学研究所、古代学・聖地学研究センター

奈 良 県2021 『奈良県中近世城館跡調査報告書』

奈良県立橿原考古学研究所2021『奈良県遺跡調査概報2020年度（第二分冊）』

奈良県立万葉文化館編2021『ヤマトの古代文化』新典社

奈良文化財研究所2021『奈良文化財研究所2021』

奈良文化財研究所2021『飛鳥池遺跡発掘調査報告（本文編Ⅰ）』

奈良文化財研究所2021『飛鳥池遺跡発掘調査報告（図版編Ⅰ・Ⅱ）』

道上祥武2021 「安倍寺跡出土の鴟尾」『奈良文化財研究所2021』

村田泰輔2021 「藤原宮下層運河ＳＤ1901Aの層序」『奈文研論叢 第２号』奈良文化財研究所

山田隆文2019 「日本古代「京」景観の形成」『百済王都の景観』

百済王都核心遺蹟国際学術大会、文化財庁、百済王都核心遺蹟保存・管理事業推進団（韓国本）

山藤正敏2021 「石神遺跡ＳＤ1347・ＳＤ1476出土の土器群－石神遺跡第８・９次」

『奈良文化財研究所紀要2021』

山本 崇2021 「奈良・飛鳥寺旧境内」『木簡研究 第43号』木簡学会

令令和和４４（（22002222））年年

相原嘉之2022 「古代大和の舟運利用の実態－斉明朝の『狂心渠』を中心に－」

『条里制・古代都市研究 第37号』条里制・古代都市研究会

相原嘉之2022 「国家寺院の誕生と展開」『奈良大学紀要 第50号』奈良大学

相原嘉之2022 『高松塚古墳壁画の世界－高松塚壁画館案内－』古都飛鳥保存財団高松塚壁画館

飛鳥資料館2022『飛鳥の考古学2021』

飛鳥資料館2022『飛鳥美人 高松塚古墳の魅力』

石坂泰士2022 「本薬師寺跡、藤原京右京八条三坊（橿教委2018-3次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

石田由紀子・新尺雅弘・中村亜希子2022

「変形忍唐草文軒平瓦6647Cの再検討」『奈文研論叢 第３号』奈良文化財研究所

泉 武 2022 「八角墳成立論」『博古研究 第62号』博古研究会
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井上さやか2022「『万葉集』の比較文学的研究」『万葉古代学研究年報 第20号』奈良県立万葉文化館

今井晃樹・林正憲2022

「平城京・藤原京出土軒瓦の新種について」『奈良文化財研究所2022』

上中央子2022 「大官大寺南方ＳＤ4590の大型植物遺体群」『奈良文化財研究所2022』

近江俊秀2022 『歴史考古学による古代景観の復元』同成社

大脇和明2022 『白虎消失－高松塚壁画劣化の真相－』新泉社

小笠原好彦2022『古代宮都と地方官衙の造営』吉川弘文館

奥田 尚2022 「こぐり石について」『石造物の石材研究Ⅺ』考古石材の研究会

尾野善裕・森川実・大澤正吾2022「石神遺跡土坑ＳＫ1150出土の土器－石神遺跡第７次」

『奈良文化財研究所2022』奈良文化財研究所

橿原市教育委員会2022『令和元年度[2019年度] 橿原市文化財調査年報』

橿原市教育委員会2022『令和２年度[2020年度] 橿原市文化財調査年報』

片山健太郎・田村朋美2022「飛鳥・藤原地域出土の馬具・帯金具」

『奈良文化財研究所2022』奈良文化財研究所

川尻秋生2022 「仏教の東漸と寺院」『シリーズ地域の古代日本 東アジアと日本』KADOKAWA

北山峰生2022 「四条遺跡（第37・38次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

木村 理2022 「キトラ古墳出土の漆膜－第135次」『奈良文化財研究所2022』

木村理恵2022 「藤原京左京北一条六・七坊、北二条七坊（県営住宅建設に伴う調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

黒澤ひかり・西光慎治2022「牽牛子塚古墳出土の金銅製稜角金具について」『奈良文化財研究所紀要2022』

木場幸弘2022 「清水谷遺跡（第２・３次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

木場幸弘2022 「佐田タカヤマ遺跡」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

西光慎治2022 「牽牛子塚古墳、越塚御門古墳」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

桜井市教育委員会2022『奈良県桜井市 特別史跡山田寺跡保存活用計画書』

佐藤 隆2022 「前期難波宮造営過程の再検討－飛鳥宮跡との比較を中心に－」

『大阪歴史博物館 研究紀要 第20号』

清水昭博2022 『日本古代尼寺の考古学的研究』（科学研究費報告書）

鈴木一議2022 「小山田遺跡（小山田古墳／第10次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

鈴木一議2022 「史跡・名勝飛鳥京跡苑池（第12～15次調査／飛鳥京跡第180次・182次・184次・186次調

査）」『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

清野孝之2022 「川原寺式軒丸瓦601型式Ｃ種の同笵瓦の検討」『奈良文化財研究所紀要2022』

髙橋幸治2022 「島庄遺跡（第33次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

竹田政敬2022 『都城藤原京の研究』同成社

辰巳俊輔2022 「史跡中尾山古墳」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

辰巳俊輔2022 「古都飛鳥の保存とその歴史的意義《年表編》」

『明日香村文化財調査研究紀要 第21号』明日香村教育委員会

舘野和己2022 「中国・朝鮮・日本の古代都城」『シリーズ地域の古代日本 東アジアと日本』KADOKAWA

玉田芳英2022 「飛鳥・藤原地域出土の墨書土器・刻書土器（１）」『奈良文化財研究所紀要2022』

東京文化財研究所2022『国宝キトラ古墳壁画修理報告書』文化庁・東京文化財研究所

遠山美都男2022『新版大化改新－乙巳の変の謎を解く－』中央公論新社

内藤元太2022 「慈明寺遺跡、四条シナノ遺跡、藤原京右京四・五条八・九坊」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
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奈良県立橿原考古学研究所2022『奈良県遺跡調査概報2021年度（第一分冊）』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2022『よみがえる極彩色壁画』

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館2022『宮廷苑池の誕生－飛鳥京跡苑池から日本庭園へ－』

奈良文化財研究所2022『奈良文化財研究所紀要2022』

奈良文化財研究所2022『飛鳥池遺跡発掘調査報告 本文編（Ⅱ）－土器・土製品－』

奈良文化財研究所2022『飛鳥池遺跡発掘調査報告 本文編（Ⅲ）－遺跡・遺構－』

奈良文化財研究所2022『特別史跡山田寺跡 史跡指定100年』

奈良文化財研究所2022『奈良文化財研究所 七十年の軌跡』

西田紀子2022 「明日香村内に伝わる地籍図と写真」『奈良文化財研究所2022』奈良文化財研究所

仁藤敦史2022 「再論・藤原京の京域と条坊」『律令国家の理念と実像』塙書房

長谷川透2022 「甘樫丘遺跡群」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

長谷川透2022 「司馬江漢がみた飛鳥の風景－『吉野紀行』を読む－」

『明日香村文化財調査研究紀要 第21号』明日香村教育委員会

平田政彦2022 「来目皇子埴生崗上墓と聖徳太子磯長墓－岩屋山式石室に関連して－」

『斑鳩文化財センター年報 第11号（令和２年度）』

斑鳩町教育委員会・斑鳩町文化財活用センター

藤間温子・山本崇2022「飛鳥池遺跡出土削屑の再釈読－第84次ほか」『奈良文化財研究所紀要2022』

前園実知雄2022『律令国家前夜－遺跡から探る飛鳥時代の大変革－』新泉社

前田仁暉・星野安治・廣瀬覚・高妻洋成2022

「藤原京左京六条三坊出土曲物円板の年輪年代測定」『奈良文化財研究所紀要2022』

松田真一編2002『高松塚古墳と墓室壁画の保存』雄山閣

三上喜孝2022 「漢字文化の東アジア的展開と列島世界」

『シリーズ地域の古代日本 東アジアと日本』KADOKAWA

村元健一2022 『日本古代宮都と中国都城』同成社

廣瀬覚・建石徹2022『シリーズ遺跡を学ぶ155 極彩色壁画の発見 高松塚古墳・キトラ古墳』新泉社

山田隆文2022 「横大路（京奈和自動車道「大和区間」の調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館

山田隆文、相原嘉之、髙橋幸治2022「『ヒフリ』地名所在地の考古学的研究」

『研究紀要』第26集、公益財団法人由良大和古代文化研究協会

山藤正敏・山本崇2022「石神遺跡土坑ＳＤ1347A出土の土器群・木簡－石神遺跡第14・15次」

『奈良文化財研究所2022』奈良文化財研究所

吉村武彦2022 「東アジアにおける倭国・日本国」『シリーズ地域の古代日本 東アジアと日本』KADOKAWA

歴史に憩う橿原市博物館2022『日本爆誕！壬申の役』

若杉智宏・松永悦枝2022「特別史跡藤原宮跡（大極殿院の調査／飛鳥藤原第200次・205次調査）」

『大和を掘る－2018～2021年度発掘調査速報展－』奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
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